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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いつもの出で窓まど？　ベッドの上？　それともトランクの中？

　違う……何かが違う。

　意い識しきが混こん濁だくしている。どろどろに渦巻く思考。どろどろに溶けたバニラアイスは、アスファルトにぼとりと落ちて真っ黒に……。

　上下感覚がなかった。水の中でもがいているような感覚と息苦しさ。ずきずきと頭が痛いたむ。口の渇かわきを感じた。

　奈な々なは薄く目を開けた。

　真っ暗な部屋の中だった。暗くら闇やみの中で壁かべを背にして座っていることに気づいた。足と背中に、冷たいコンクリートの感触が直じかに伝わってくる。

　──ここはどこ？

　腕を動かすと、じゃらりと金属を擦こすったような音が聞こえた。しばらくして、それが鎖くさりであることに気づいた。頭の上で両手首が繫つながれている。両足首も同様だった。

　奈々はコンクリートの部屋の中で、両腕を上げるようにして鎖に繫がれていた。

　裸だった。冷たいコンクリートに体温を奪うばわれ、全身が冷えきっている。腕輪が食い込む手首は感覚がなかった。

　なんでこんな場所に？

　そして、彼はどこに？

「……遼りよう一いち？」

　つぶやくと、乾ききっていた唇が切れた。

　体に力が入らない。この脱力感は、彼が近くにいないということだ。

　意識を集中させると、暗い部屋の内部が見えてきた。キューブ形状の室内。足下の床に矢印が書いてある。

　目で矢印の先を追った。矢印の先には壁があり、扉が一つ設置されている。




　The opening of a trial（テスト開始）




　扉には、真まっ赤かなペンキでそう書き殴られていた。
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　──暗くら闇やみ。

　上下左右の感覚がない暗闇。そこはまるで宇宙空間のようだった。強烈な息苦しさを感じて、相あい沢ざわ遼りよう一いちは上昇した。

　水しぶきを上げて水面から顔を出し、大きく息を吸い込んだ。塩素の匂においが鼻を抜けていった。

　広がった波紋が水面を覆おおう。遼一は真っ暗なプールの中に立っていた。人ひと気けのない夜中の学校。遼一の家の近所にある中学校のプールだった。

「なあ、さっきから何やってんだよ」

　遼一は、プールサイドでしゃがみ込んでいる人影に声をかけた。

「……水着が濡ぬれて気持ち悪いから絞しぼってるの」

　脱いだ水着を絞りながら奈な々なが言った。

「おい、水着は濡れるもんだろうが」

「こっちを見るな馬ば鹿か」

　奈々はごそごそとバスタオルで体を隠かくし、絞った水着を再び着ている。

「なんか濡れた服の感覚が気持ち悪いの」

「泳げない理由を転てん嫁かするなよな」

　遼一はプールに浮かびながらため息を吐いた。

「目がかゆくなっただけだ。だから調子が出ない」

「目を搔かくなって」

　遼一は、ごしごしと目を擦こする奈々に近づいた。

「なあ、言い訳ばっかりしていると、いつまでたっても泳げないからな」

　こうして真夜中のプールに来ているのは、奈々の水泳の特訓のためだった。最近気づいたことなのだが、奈々は泳げなかったのだ。

「もともと泳げなかったのかな。奈々になる前の女の子が」

　奈々という人格になる以前の少女が泳げなかったのだろうか。泳げていたとしても、その泳ぎを忘れてしまった可能性もあった。

「そんなことはどうでもいいの。遼一のおかげで水泳の授業で恥をかいたんだからな」

「溺おぼれて死にそうになったんだろ。保健室に呼びだされてびっくりしたよ」

　遼一が笑うと、奈々はむっと睨にらみつけた。

「理由はいくつかある。まず、高校のプールが予想以上に深く設定されていたこと。昼休み前の授業で空腹だったこと。そして、遼一がそばにいなかったことだ」

「俺おれがいないのは関係ないだろ」

「関係大ありだ。身体能力の上昇は、遼りよう一いちと私の距きよ離りに比例するって言っただろ。君が五メートル以内にいれば泳げるはずだ」

「幼稚園の子供でも泳げるんだぜ。身体能力なんて関係ないだろ」

　距離によって身体能力の補正があるのは真実なのだ。奈な々なと遼一は繫つながっており、近づくことでお互いの身体能力が上昇する。

「そもそも、私がトランクから出てすぐに水に慣らすべきだった。なのに、君ときたら私を風呂に入れることもせずに放置していた。きっと、そのときの育成状況が関係しているのだ。鈴すず木きさんちのペスも、子犬の頃ころに水に慣らさなかったから風呂嫌ぎらいなんだぞ」

「いいから、プールに入れ」

　遼一は言い訳ばかりしている奈々の手を引っ張った。

「やめろ、馬ば鹿か……あっ」

　どぼんとプールに落ちた奈々がもがきながら沈んでいく。しばらく待っても浮かんでくる様子がないので、仕方なく遼一は奈々の体を持ち上げてやった。

「もっと力を抜かないと浮かないぞ」

　抱え上げられた奈々は、遼一を睨にらみながら口からぶへっと水を吐き出した。

「もう泳げなくていい」

　奈々は遼一を蹴けり飛ばすと、ぐったりとプールサイドの縁ふちにつかまった。

「泳げないから練習するんだろ。泳げないのが恥ずかしいから、わざわざ夜のプールに忍び込んだんだろうが」

　この中学校のプールは裏口から簡単に入り込める穴場なのだ。クラスメイトの川かわ崎さきが発見し、遼一に教えてくれ、奈々が来る前から夜中に忍び込んでいるスポットだった。

「遼一の教え方が悪い」

「じゃあ美み穂ほにでも教えてもらえばいいんじゃないか？」

「美穂とはもうプールに行った。でも、美穂はスパルタだったからもうやだ」

「とにかく水に慣れろよ。こうしてプールに浸つかってるだけでいいよ」

　遼一はいじける奈々に言った。

「……濡ぬれた水着が気持ち悪い」

「じゃあ、また絞しぼれよ」

　遼一はため息を吐いて奈々から離はなれた。泳ぎながら奈々を見ると、体を隠かくすように丸めてプールの縁に座り水着を絞っている。

　プールに浮かびながら夜空を眺めた。東京の夜空に見える星は少なかったが、夏の星座が広がっているのが見えた。雑誌で見た星座図と同じだった。

「あっ、わっ、遼一……」

　水の音に振り向くと、いつの間にか奈な々なの姿が消えていた。

　ぶくぶくと泡立っているその場所に泳ぎ寄ると、やはり奈々が溺おぼれている。水着を絞しぼっていてバランスを崩したようだった。

　プールの底から抱き上げてやったが、奈々は暴れ続けている。

「……見るな、絞ってた水着がどっかにいった」

「どうせ暗くて見えないから暴れるな」

　遼りよう一いちは奈々の手を引っ張りプールの中央に移動する。

「真ん中の方に行かないでよ。端はしの方で……まず水着を探さないと……」

　奈々が必死に顔を上げて言った。

「そうそう。息継ぎをしてバタ足をして……」

　遼一は奈々の両手を持って丁てい寧ねいに指導してやった。奈々は必死に遼一の手をつかんで足をばたつかせている。

「やっぱり、俺おれが近くにいると微び妙みように泳げるようになるな。じゃあ、手を離はなすぞ」

「……絶対に離すな。離したらどっちもひどい目に遭あうぞ」

「いつまでたっても泳げないぞ。俺がいつもそばにいるわけにもいかないだろ」

「ずっとそばにいればいいのよ」

　奈々は必死で足をばたつかせながら言った。
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　目の前にはアイボリーカラーの壁かべがあった。壁には何種類ものカラーのマークがちりばめられており、それらはどこか夏の星座の配置を連想させた。

「赤ルートはちょっと厳きびしかったよなあ」

　ぼんやりと立っている遼りよう一いちの隣となりで、クラスメイトの川かわ崎さきがノートに書き込みをしている。

「このまま難なん易い度ど５にして残すか、どっかマークを増やすか……。なあ相あい沢ざわ、もう一回登ってみろよ」

「……ああ」

「んだよ、最近やる気ねえな」

　遼一の所属するロッククライミング同好会の活動の一いつ環かんだった。すでに期末テストも終わり、学校はあと数日で夏休みに突入する。この日は夏休み前の最後の同好会活動だった。

　遼一は目の前の壁に近づいた。ここは南校舎裏の壁で、いい具合にクラックが入っているため、遼一たちロッククライミングサークルの活動場所となっているのだ。だが、何度も同じ壁を登っているので当然刺し激げきが薄うすれてしまっていた。

　そこで、クライミングジム方式を取り入れたのだ。室内、つまりインドアクライミングルール。ルートに制約をもうけることで、クライミングの難なん易い度どを上げるのだ。赤いルートを選せん択たくする場合、赤いマークのあるクラックしか触さわることができない。

　実際に登るよりも、壁を見つめて登るシミュレーションをする時間が長くなる。戦せん略りやくと技術が重要になるため、今までのように屋上まで登る必要もなくなり、現在のゴールは二階の窓だ。地面には、変な体勢で落ちてもいいようにマットを敷しいてある。

　遼一が壁に手をかけたとき、背後から声をかけられた。

「ちょっと、君たち」

　振り向くと、遼一たちの背後に体操着姿の赤あか坂さか美み穂ほが立っていた。

　美穂は腕を組んでこちらを睨にらんでいる。後ろには今にも泣きそうなバスケ部の一年女子が、美穂の背中に隠かくれるようにして立っていた。

「脅おどかすなよ赤坂。教師かと思っただろ」

　川崎がため息を吐いた。

「脅かすなよじゃないでしょ。何をやってるのよ」

　美穂は呆あきれた様子ながらも、怒りの表情は崩さない。

「同好会の活動だけど何か？　赤坂には関係ないだろ」

「同好会の活動に口を挟む気はないの。でもね、私の後こう輩はいに何をしたの？」

　美穂が後ろの女子の頭を撫なでながら言った。

「何って……なあ相あい沢ざわ。俺おれたち、ただ壁かべ登りをしてただけだよな」

　川かわ崎さきが助けを求めたが、遼りよう一いちは無視して壁を見つめた。

「……私たちがシュート練習をしてたら、あの人にホースで水をかけられました」

　小柄な一年女子が、じわっと目に涙を溜ためながら声を絞しぼりだした。

「で、どういうこと？　なんで私の可愛かわいい後こう輩はいたちに水かけたりしたの？」

　美み穂ほがこちらに向き直った。普段は温おん厚こうな美穂だが、怒ると教師よりも迫力がある。

「俺たちが壁の研究をしてたときによお、バスケ部の一年女子がシュート練習を始めたんだ。シュートを外しやがって、三回くらい俺の頭に当たった」

　川崎は仕方なく美穂に言い訳をし始める。

「二回しか当ててないです」

　一年女子が川崎の言葉を遮さえぎった。

「こいつ、謝あやまりもしなかったんだぜ」

　川崎が不満げに言った。

「謝りましたあ。でも、お詫わびに胸を触さわらせろとか、変へん態たい的なこと言われたから、怖くなってみんなでボールを投げつけました」

「奴やつらがボール投げつけてきたから、俺は正当防ぼう衛えいで水を撒まいただけだ」

「すごい楽しそうに私たちに水をかけてましたあ」

「おまえらだって、石投げつけてきやがっただろ」

　一年女子と川崎が言い合いをしている。

「亜あ紀きちゃんはもう体育館に戻ってていいよ。私がガツンと言っておくから」

　一年女子は美穂に言われ、川崎を一回睨にらみつけてから体育館へと走っていった。

　美穂は再びこちらを向いて大きくため息を吐いた。

「君たち、もっとしっかりしてよ。一年生の女の子なんかと喧けん嘩かしてさあ」

「なあ赤あか坂さか、もともとこの場所は俺たちの活動場所だぞ。球技大会でバスケ部に勝ったから、この場所を優ゆう先せん的に使えるようになったんじゃねえか」

「それは男子バスケ部だよね。女子は関係ないの」

「なによりも、バスケ部は体育館でやるべきだろ」

「女子バスケ部は人数が多いから、一年女子だけここでシュートの基き礎そ練習をさせていたの。今度の日曜日に試合もあるからね」

　美穂がバスケットリングに視線を向けた。遼一たちが登る壁のすぐ近くにあるのだ。

「あのへたくそ女が、ちびのくせにバスケなんかやるんじゃねえっつうの」

「だからこそ努力しているんでしょ」

「努力は正義だ、みたいな風ふう潮ちようはよくないよな。がんばってるんだよ、で、許されるなら、一生がんばって許される社会にするべきだ。でも、がんばってるサラリーマンもリストラされてるじゃん。今からその現実を教えちゃおうぜ」

「……で？」

　美み穂ほが冷たい目を向けている。

「もういいよ。なんかやる気なくなった」

　川かわ崎さきはさっと美穂の鋭い目から視線を逸そらして、脇わきの水道場で手を洗い始めた。

　そんな川崎を見ていた美穂だが、不意にこちらを向いた。

「君も君だね。喧けん嘩かを見ても我関せずだったんでしょ。最近の君はなんかぼんやりしてる。なんか変だよ。なんか、前の君に戻ったみたい……」

「ん？」

「なんでもない。ねえ、それより、その壁かべの模も様ようはなんなの？」

　美穂が首を振って目の前の壁を見上げた。

「登るルートだよ。例えば黄色のルートなら、黄色いマークのついたクラックにしか手を触ふれられない。で、ゴールの二階の窓を目指す」

　遼りよう一いちは美穂に説明してやった。

「あ、よく見ると校舎の壁削けずってるじゃない。ボルトを打ち込んだりしてる」

「来年には取り壊こわされるからいいんだよ。今日きようはもう終わろう。いい喫きつ茶さ店てんを見つけたから寄って帰ろうぜ。じゃあな赤あか坂さか」

　荷物をまとめた川崎が遼一の背中を押し、美穂から逃げるようにその場を離はなれた。







「……で、なんで赤坂がいるんだよ」

「まだ、議ぎ論ろんは終わってないでしょ。逃げようとしたってそうはいかないの」

　遼一は放課後の街を歩いていた。前方には言い争いをする川崎と美穂がいる。

「これから、俺おれたちは夏休みの活動計画を真面目まじめに練ねらなきゃいけないんだぜ」

「とっくに忘れていたけど、一応私も同好会のメンバーだよね。会議に参加する資格はあるよ」

　美穂は自転車を押しながら言った。

「名めい義ぎを貸してもらっただけだろうが」

　同好会を作るには五人必要だったので、教師受けのいい美穂に名義だけ借りていた。

「……おい相あい沢ざわ、そこの店なんだ」

　駅前の並木道を歩いていた川崎が振り向き寄ってきた。

　川崎が指さしたカフェは、こぢんまりとした店だった。オープンテラス席もある、ヨーロピアンな感じの店だ。

「へえ、こんな店があったんだな」

　遼りよう一いちが初めて見る店だった。店先には、本日のおすすめメニューが書かれたボードが置いてある。森の妖よう精せいピザが七百円。そよ風の誘ゆう惑わくパフェが五百円。

「最近できた店で、エロい店員がいるんだよ」

「……ん、なに、なに？」

　美み穂ほが近寄ってきた。

「とてもコーヒーがおいしいんだ」

　川かわ崎さきはさっさと自動ドアをくぐって中に入っていく。

　遼一は苦にが笑わらいをして川崎に続いた。美穂が「涼すずしーい」とはしゃいでいる。

「そういえばさ、相あい沢ざわ君って喫きつ茶さ店てん好きだよね。学校帰りに駅前の喫茶店でよく見るもん」

「ちょっとな」

　遼一は言葉を濁にごした。ある目的があって、その喫茶店に通っていたのだ。

「早く座れよ」

　窓まど際ぎわのテーブル席に座って川崎が手招きしている。店内は意外に広くカラフルだった。短めの紺色のスカートを穿はいたウエイトレスがアイスコーヒーを運んでいる姿がある。

「川崎が薦すすめるわりには普通の喫茶店だな。店員のコスチュームも地味だし」

　遼一はどすんと椅い子すに腰を下ろした。テーブルの上にミニヒマワリの鉢が置いてある。

「それよりさ、相沢君はもう少し付き合う友達を考えたほうがいいよ」

「付き合う友達って？」

「ほら、川崎君っていい噂うわさ聞かないよ。階段の下に鏡を置いて女子のスカートの中を見ようとしたり、人気女子生徒ランキングとか作ったりする変へん態たいじゃない」

「まあ、確かに変態セクハラ野郎ではあるな」

　遼一は同意した。

「……そういう陰かげ口ぐちは、本人のいない場所で言うべきだよな」

　川崎が憮ぶ然ぜんとしている。

「私は女の子にそういった扱いをする人間を許せないの」

「赤あか坂さかは二年女子人気ランキングの三位に入ってまんざらでもない感じだっただろうが」

　返事をしながらも、川崎はキョロキョロと店内を見回している。

「何やってるんだよ」

「だから、驚おどろくほど無む防ぼう備びなエロい店員がいるんだ。たぶん十九歳くらいの短大生」

「どんなにエロい店員がいても驚かないよ」

　遼一は首をすくめた。しばらく無防備すぎる女の子と暮らしていたのだ。

「……いた。ほら、テーブル拭ふいてる子。堂々と見ても大丈夫だ。と言いつつも自然にな」

「あんたさあ、彼女だっているんでしょ。なんでそんなにガツガツしてるの？」

　美穂が呆あきれている。

「ほら、相あい沢ざわ、見てみろって」

「馬ば鹿からしいな……え？」

　遼りよう一いちは後ろを向いて目を見張った。

「なー、だろー、無む防ぼう備びに見せてくれてるんだ……って相沢、驚おどろきすぎだろ」

　向かいのテーブルを、身を乗りだすようにして拭ふいているウエイトレスがいた。短いスカートのため、下着がちらちらと見えている。

　遼一は彼女に近寄り、棚にあった雑誌でスカートを隠かくしてやった。

「下着が見えてるぞ」

「……あ、お仕事に夢中になってました」

　振り向いたウエイトレスは、スカートを押さえてぺろっと舌を出した。

「こんなところで働いていたのかよ」

　遼一はウエイトレスを睨にらみつけた。

「お久しぶりです、遼一さん」

　平然と頭を下げた彼女はリサだった。人間社会に寄生するバグを排はい除じよするために、こうして街に配属され働いているのだ。救済者セーバーとも天使とも呼ばれている。

「ここで何してる？」

「はい、お客様に最高のサービスを提供するために接客をしております。本日はご来店いただきありがとうございます」

　リサは微笑ほほえみながら言った。

「前に働いていた喫きつ茶さ店てんはどうした。俺おれ、ずっとリサを捜さがしていた。なんで勝手に仕事場を変えた？」

「……あの、困ります。仕事中ですから」

「いいから答えろ」

　遼一に睨まれ、リサは困ったように指を顎あごに添えている。

「前の喫茶店は失敗を重ねて首になってしまいました。それで、こっちの店に異動ということになったのです」

「この店も天使の系列店なのか？」

「ですから、天使とかサイケなことを言われたら困ります。この店でも全まつたくお友達ができないんですから」

「天使に人間の友達なんか必要ないだろうが。聞きたいのは奈な々なのことだ」

　遼一はそう言ってから、はっと後ろを振り向いた。川かわ崎さきと美み穂ほが、ふたりのやり取りを不ふ思し議ぎそうにじっと見つめている。

「……いいから、話す時間を取ってくれ」

　遼一はリサに耳打ちをした。

「仕事中は困ります」

「携帯番号は？　あとで電話する」

「携帯電話の番号教えちゃ駄だ目めだって言われてます……」

「ここの仕事、何時に終わる？」

「ぼやっとした感じですが、基本的に六時ですけど」

「その時間に迎えに来るから、絶対にひとりで帰るなよ」

「仕事が終わったらプライベートタイムなんですけど……」

「ちょっと相あい沢ざわ君、なにやってんの」

　口を挟んできたのは美み穂ほだった。

「この人、困ってるじゃない」

「大事な話なんだ」

「電話番号聞くのが大事な話？　ねえ、なんの話があるの、ちゃんと目を見て答えて」

　美穂が遼りよう一いちを睨にらみつけている。

「ちょっと待て、あいつは……」

　横を向くといつの間にかリサの姿が消えていた。

「うん、そこの隙すき間まに落としちゃったんだ……」

　川かわ崎さきが指さすテーブルの下に、リサが四つんばいになり潜もぐり込んでいる。

「ここに落とされたんですか？　見あたりませんけど……」

「もっと奥かなあ……」

「あんたもいい加減にしなさいよ」

　美穂が、リサのパンツを見ていた川崎をトレイの角でぽこんと殴った。







「あのウエイトレスを上手うまくナンパできたら教えやがれよな」

　川崎が歩きながら言った。

「本当にナンパしてたの？」

「だから、あれは知り合いなんだ。……社会的ボランティア方面の関係で知り合った」

　美穂は未いまだに疑わしげな視線を向けている。

　本来なら、リサの仕事が終わるまでカフェで待っていたかったが、川崎と美穂の目があるため、いったん店を出ることにしたのだ。

「相沢君がボランティアねえ……」

「ボランティアとかチャリティは、俺おれも好きだけどな」

「川崎君が？」

「俺がいろんな活動をする資金があるのは、家が金持ちってわけじゃなくて、学校で商売しているからなんだ。女子生徒の水着や体操着姿の写真とか、編集したＤＶＤを売ったりしてる」

「最低な行動よね」

「でも、売り上げの五パーセントを寄付してる。だから、基本的に俺おれは社会的にいいことをしてるんだ。ボランティア精神ってやつ？」

「だからって、その行動はよくないじゃない」

「でも、その寄付金で誰だれかが助かってる。俺は行動を起こしている。批ひ判はんがあっても、やらないよりもやったほうがいい。だって、チャリティだもん」

「このひと、本当に最低だと思う」

　美み穂ほがうんざりとしている。

「でも、やったほうがいいんだろ。金は集まるんだから」

「それは違う。一時的にお金が集まったって意味がない。お金でできることは限られてる。それより、ひとりひとりの真心によって住みやすい世界を──」

「俺はこっちだから、その話は夏休みが終わったら聞くよ。じゃあ、また電話すっからよ」

　川かわ崎さきは遼りよう一いちに軽く手を上げてから、駅の繁はん華か街がい方面に消えていった。夏休み前に、いろいろといかがわしい活動があるようだった。

　遼一は川崎に手を振り、駅前の並木道を歩く。

「……あのさあ」

　並んで自転車を押していた美穂が、遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「夏休みになったら、奈な々なちゃんに会いに行かない？　奈々ちゃん、いきなりいなくなっちゃったじゃん」

「……そうだな」

「それとも、夏休みを利用してこっちに来られないのかな」

　美穂は目を細めながら空を見ている。

　美穂の記き憶おくの中では、奈々の状じよう況きようはどうなっているのだろうか。遼一は未いまだにはっきりと確かめることができなかった。

「ん、どうしたの？」

　立ち止まった遼一に、美穂が首を傾かしげた。

「俺、ちょっと買い物みたいなのがあるから、ここで」

「付き合おうか？」

「いや、プライベートな買い物だからひとりがいいんだ」

　遼一は手を振って道を曲がろうとした。

　ちらっと振り向くと、美穂が立ち止まってこちらを見ていた。

「……なあ美穂、奈々はたぶん幸せに暮らしてる。心配する必要はないから」

「……うん、わかった」

　美み穂ほはにこりと笑って、家路を自転車で走っていった。




　　　　＊




　カフェに戻ったときは、五時半を少し回ったところだった。

　遼りよう一いちは外からカフェを覗のぞいてリサを捜さがしたが、どこにも姿が見えない。仕方なく、店に入ってウエイトレスに直接尋たずねることにした。

「……田た中なかさんですか？　今日きようは五時に上がりましたけど。ミスが多いから、店長がすぐ上がらせちゃうんですよ」

　茶ちや髪ぱつのウエイトレスがそう答えた。

　遼一はため息を吐いてカフェの外に出た。もしかしたら逃げたのかもしれない。やはり、美穂や川かわ崎さきの目など気にせずにずっとマークしておけばよかったのだ。しかし、どっちにしろリサが拒否するのなら、遼一にはなす術すべがない。相手は人間ではないのだから。

「あのー」

　そんなぼんやりと立ちつくす遼一に、声をかけてきたのはリサだった。

　リサは、カフェの脇わきの街がい路ろ樹じゆの下に立っていた。デニムのミニスカートにノースリーブのシャツ姿で、赤い帽子も被かぶっている。

「そこにいたのか。俺おれのイメージと服装が違ってて気づかなかった」

　こうしてみると、リサも普通の女の子だ。

「夏用の私服なんです。街の女の子の姿に馴な染じむのも仕事ですので。あと、これ差し上げます」

　リサはプラカップのアイスコーヒーを差しだした。氷はすべて溶とけている。

「店員は割引でもらえるので、持ってきてあげました」

「……ずっとここで待っててくれたのか？」

「はい、約束しましたからね」

　リサはにこりと微笑ほほえんだ。そんな表情に遼一は少しだけどきりとした。

「基本的に天使と人間の間で一番重要なのはガイドラインなのです。言い換えると約束、ということですね。ですから、このような些さ細さいな約束事も破るわけには……」

「わかった、わかった。もういいから」

　遼一はうんざりと言った。

「ところで、私もいろいろ用件があるのですが、歩きながらでよろしいですかね」

「ああ、かまわないけど」

　遼一とリサは夕暮れの街を歩きだした。

　リサはキョロキョロと周囲を見ながら歩いている。

「自主的なパトロールみたいな感じです。こうして、私の縄なわ張ばりというか、派は遣けん地域に異変がないか調べて回っています」

　遼りよう一いちは適てき当とうに相づちを打って、用件を切りだした。

「リサに聞きたいことがあるんだ」

「奈な々なのことですか？」

　リサは平然と答える。

「そうだ。奈々はどこに消えた？」

　奈々は遼一の前から消えていた。天使へとなるためのプログラムを終えた奈々はいったんは遼一の元に戻ってきたのだ。しかし、その数日後に突然いなくなった。遼一にひと言もなく姿を消した。

「プログラムを終えれば天使になれるわけではないのです。例えばジェシカさんですけど、彼女は今いま頃ごろ研修を受けているはずです。人間との交流方法やバグとの戦い方などを学びます。そんなプロセスを踏ふんで、私のように人間社会に派遣されるのです」

「研修？　そんなシステムがあるのか。ジェシカの研修はどのくらいで終わる？」

「優ゆう秀しゆうなら数週間ですかね。数年かかる場合もありますよ」

　遼一の胸が少しだけ痛いたんだ。ジェシカも同じく遼一の前から消えている。彼女が社会に派遣されるのはいつになるかわからない。また、どこに派遣されるかもわからないのだ。

　そして、奈々は……。

「奈々にも研修があるのか？　奈々は俺おれを食っていないから天使にはなれないはずだろ」

「彼女のケースはどうなるんでしょうかね。私にもわかりません。でも、自己意志で離はなれたわけですから、天使としての自覚が芽生えたんじゃないでしょうか」

「…………」

「よかったですね。プログラムの宿主となって生き残るのは希まれなことですよ。駒ピースが宿主を食べることを拒否した遼一さんの事例は、さらにレアケースです。そういえば、そんなケースが過去にあったような……」

　暗い気持ちになる遼一を気にすることなく、リサは街中をすたすたと歩いていく。神社でお参りをしたり、公園の池の鯉こいに餌えさをやったりと、とりとめのない行動が続いている。遼一は、沈ちん黙もくしたままリサの後ろをついて歩いた。

「どうしたんですか、元気ありませんね」

　公園で綺き麗れいな石探しをしていたリサが、ぼんやりと立つ遼一に声をかけてきた。いつの間にか周囲は薄うす暗ぐらくなっている。

「奈々はどうなると思う？」

　遼一は声を絞しぼりだした。

「さあ……」

「奈な々なに会うことはできないのか？」

「どうでしょう。正直言うと、私もわからないのです。遼りよう一いちさんと奈々のケースがどう扱われるかは、私のような末まつ端たんが知ることはできません。もう少し上の立場の救済者セーバーなら知ってるかもしれませんが。例えば、東京の救済者セーバーを束ねる役職クラスなら」

　リサの言葉に遼一は顔を上げた。

「なあ、その救済者セーバーに会うことはできないのか？」

　遼一が言うと、リサはあからさまに表情を曇くもらせた。

「ちょっと苦手なんですよね」

「頼むリサ。奈々のことを聞くだけでいいんだ」

「でも……会わないと駄だ目めですかあ？　今会いに行くと、とても嫌いやな仕事を頼まれそうな予感がするんですよね」

「俺おれは命をかけて天使創そう造ぞうのプログラムに協力をした。現在の奈々の状じよう態たいを知る権利はあるはずだ」

　遼一がきっぱりと言うと、リサは困った表情をしながらもうなずいた。

「わかりました。住居は近くですから、このまま行きましょう」

　リサは小さくため息を吐いて歩きだす。

「どんなやつなんだ？」

「社会の秩ちつ序じよを守るために働いている方ですよ。要するに私の上司です。会社でたとえるなら、部長クラスでしょうか。私たちはお姉ねえ様と呼んでいます」

　近くと言いつつも、三十分ほど歩いて目当てのマンションに辿たどり着いた。ビルが建ち並ぶ街の中心部だった。

「あのマンションの最上階なんです」

　リサが指さしたのは四十階建ての高級マンションだった。

「意外にいい場所に住んでるんだな」

　やはり、仕事柄がら立地のいい場所を確保する必要があるのだろうか。

　ふたりはエントランスを抜けて、エレベーターの中に入った。ドアが閉まりエレベーターが上昇する間、リサがちらりとこちらを見た。

「お姉様に会うにあたって注意事項があります。──彼女の目を見てはいけません」

「どういうことだ？」

「天使の能力のひとつに誘惑能力テンプテーシヨンがありまして、お姉様はその能力を……」

　チーンと音が鳴りエレベーターのドアが開いた。

　花畑のようなアトリウムを抜けて住居スペースに入る。ピンクやオレンジのビビッドカラーの装そう飾しよくの壁かべ、床は大理石模も様ようだった。

　リサは金色のラインの入った白い扉をノックする。

「……リサです」

　部屋の中からちりんとベルの音が鳴り、リサは扉を開けた。

「お久しぶりです。ご機き嫌げんいかがでしょうか、お姉ねえ様」

　部屋に入り、リサは深々と頭を下げた。

　遼りよう一いちもリサに続いて中に入る。むわっと酸すっぱい匂においの充じゆう満まんする部屋だった。それほど明るくもないのに、妙に眩まぶしく感じられる。ピンク色を基き調ちようにごてごてに装そう飾しよくされている室内。

「よく来たわね、リサ。少々肌が荒れているわよ。ビタミンを取りなさい」

　ソファーに寝ね転ころがるように座っているのは太った若い女性だった。シースルーのキャミソールから、太い足が露ろ出しゆつしている。長く垂れた髪かみは床にまで広がり、はだけた胸に、濃こい化粧に……

「目を見てはいけません」

　リサがつぶやいた。

　遼一はさっと目を逸そらした。室内にいたのは彼女だけではなかった。床やベッドには沢たく山さんの男性がいる。彼女の脇わきには上半身裸の男がおり、彼女の長い髪を撫なでている。彼らは部屋に入ってきた遼一とリサを見て薄うす笑わらいを浮かべていた。

「どうしたのかしら、今日きようは？」

「お姉様にお尋たずねしたいことがあるのです。こちら、先日東京地区で行われたプログラムに関わった相あい沢ざわ遼一さんです」

　リサに紹介され、遼一は視線を下げたまま会え釈しやくをした。

「あら、知っているわよ。あの生き残りよねえ」

　女性はフフッと笑った。

「駒ピースに食べられることなく生き残ったんですってね。プログラムの正規行動には反するけど、私は嫌きらいじゃなくてよ。だって、色っぽい話じゃない。相手を想おもう故ゆえに利り他た的な行動を取ったということだわ。それが愛あいということよ、リサ」

「それで、彼はその後の駒ピースの行方ゆくえを知りたがっています」

　女性は脇にいる男の頭を撫でながら遼一を向いている。

「奈な々なが今どこにいるかだけでも知りたい」

　遼一はむせ返るような匂いにくらくらとしながらも尋ねた。

「このリサのように街に派は遣けんされるまでには三段階あるのよ」

　女性は太い指を三本立てた。

「まずはプログラム。それはもう終わってるわね。そして、次にテストがあり、最後に研修」

「テスト？」

「簡単なものよ。例えば、あのプログラムでのもうひとつの駒ピースは、すでにテストをクリアし研修を受けている。その研修ももうすぐ終わりそうよ」

　彼女はジェシカのことを言っているようだ。

「奈な々なは？」

「厳きびしいことになるわよ。宿主を食べて能力を解放してないのだからねえ」

　女性はくすっと笑った。

「また俺おれを食べに来る可能性がある？」

「それは不可能だわ。プログラムには有効期間があり、宿主を食べることができるのは、プログラム中と、プログラムが終わってから十日以内。それを越こえると、宿主には人権が戻り、安全を守られるのよ。そうだったわよねえ、リサ」

　女性に視線を向けられ、リサが説明を補ほ足そくする。

「はい。天使と人間の厳げん格かくなガイドラインです。プログラムは人間社会に認みとめられていますが、それ故ゆえに人間の権利を守るルールも提示されているのです。十日の期間は……奈々も知っていたと思いますよ」

「そういうことね。だからあなたの安全は確保されているの。でも、例外があって、宿主自身が食べられたいと望めば、駒ピースは食べることができるのよ」

　プログラムが終わってからの奈々との生活は、奈々が遼りよう一いちを食べることのできる期間だったのだ。しかし、奈々は遼一を食べずに姿を消した。

　その奈々は、今どうしているのか……。

　啞あ然ぜんと立ちつくす遼一に、女性が声をかけてきた。

「ねえ、天使たちの短い歴史の中に、同じようなお話があるのよ。でもね、そんなお話はたいてい不幸に終わるの」

　言うには、前にもプログラムを終了した際、遼一と奈々のようなケースがあったらしい。しかし、それは天使の枠わく組ぐみに反するものだった。

　愛あいを育はぐくんだふたり。しかし、天使たちはそのふたりを引き裂いた。天使と人間の関係を保つために、少しでも異物があることを許さなかったのだ。

「……そしてね、ふたりに選せん択たくを迫らせたの。死ぬか、食べるか……さて、天使の牙きばの彼女はどうしたでしょう？」

　遼一はいつの間にか女性の話に引き込まれていた。不快に感じていた匂においや声も、何故なぜか心地よく変化している。

「ふたりは死を選んだらしいわ。宿主はどうせ死ぬなら食べるよう願ったが、少女はふたりでの死を選択したの。それを見た天使たちの心は少しだけ痛いたんで、彼女の銅どう像ぞうを造ったんですって」

　気づくと遼一は女性に歩み寄っていた。何か見えない力に引き寄せられるように。

「……こちらを向きなさい。私のものになれば、願いは叶かなえてあげるわよ」

　遼一が顔を上げようとしたとき、強きよう烈れつな力で後ろに手を引っ張られた。

　朦もう朧ろうとする遼りよう一いちの目前にリサの顔があった。光を放つようなリサの目に、強きよう烈れつな頭の痛いたみを感じ、全身の体毛が逆立った。

「お姉ねえ様、申し訳ありませんが、彼は──私のお手つきです」

　リサは女性に向き直って言った。

「あなたも私のように愛あいを知るようになったとでも言うの？　……まあ、いいわ」

　依い然ぜん頭は混こん濁だくしていたが、遼一の感覚が正常に戻ったのがわかった。匂においも色も声も、やはり不快なものだった。

「もう外に出たほうがいいでしょう」

　遼一はリサに押しだされるようにして部屋から出た。

「お待ちなさい、リサ」

　遼一が外に出たあと、女性がリサを呼び止めた。

「……なんでしょうか、お姉様」

「ちょっとした用件があるのだけど、ちょうどいいからあなたでいいわ」

「はい、承うけたまわります」

「天使創そう造ぞうのテストのガイドを頼むわ。しばらく、東京を離はなれることになるわね」

「あの、でもその間、私の担当地区が心配なので、できれば別の……」

「短い期間だけど、代理の救済者セーバーを置くわ。新人だけど、テストも研修もＡランクで終えそうな優ゆう等とう生せいよ。あなたと同じね……入ってきなさい」

　女性がちりんとベルを鳴らすと、奥の扉が開きひとりの少女が入ってきた。

「初めまして──ジェシカ・アルバです」

　少女がリサに微笑ほほえんだ。

「あなた、いくら可愛かわいくても言うほどジェシカ・アルバには似てなくてよ。鈴すず木きとか斉さい藤とうジェシカとかにしておきなさい。あなたには、リサの担当地区での待機スタンバイをしてもらうわ。もしかしたら、別の仕事もあるかもしれないけど……ウフフ」

「わかりました、お姉様」

　少女は手を胸に添そえ膝ひざをちょこんと曲げた。

「リサは行っていいわ。移動の用意だけしておきなさい」

「それでは失礼します、お姉様」

　リサはペコリと頭を下げて出口に向かう。床に座っていた男が、部屋を横切るリサの腰に触ふれてにやりと笑った。

「困ります」

　リサは笑いながらその手を払いのけた。

「……愛あい玩がん動物が」

　部屋から出る寸前、リサは低い声でぼそっとつぶやいた。







「遼りよう一いちさん？」

　マンションの外でしゃがみ込んでいた遼一に、リサが声をかけてきた。

「ちょっと、目め眩まいがする」

「その程度ですんだのは、免めん疫えきができているからでしょうか。普通の人間なら、あの部屋から出てこられなかったでしょう」

　それでも、熱ねつに当てられたような感じでフラフラとする。

「なんにせよ、奈な々なの居場所は判断できなかったですね……大丈夫ですか？」

　ふらつく遼一をリサが支えた。

「ここでいいよ。今日きようはありがとう」

　遼一はリサに言った。

「……すぐそこが私の家なんですが、ちょっと休んでいってもよろしいですよ」

　リサは街角のマンションを指さした。やはり高級マンションだった。

「天使たちは金持ちだな」

　バグから人間を守る見返りとして大金が動いているのだろうか。

「あそこじゃなくて、その手前のワンルームマンションですけどね」

　よく見ると、リサの指の先にあったのは平凡な四階建てのマンションだった。

「四階なのにエレベーターがないんですよね。そのぶん、家賃が安いんですけど」

　リサはすたすたと階段を上がっていく。

「家賃はリサが払ってるのか？」

「経けい費ひの問題もあり、家賃は自分で働き確保することになっているのです」

「意外に大変なんだな」

　だから、あれほど無理してカフェで働いているのだろうか。

「何もない部屋ですが、どうぞ」

　リサは玄関脇わきの植木鉢の下から鍵かぎを取りだし扉を開けた。

「……女の子の部屋に入るのは久しぶりだな」

　遼一は少しだけどきどきしながらリサの部屋に入って、がっかりとした。家具も荷物も全まつたくないガランとした部屋だった。

「引ひっ越こしで荷物を運びだしたのか？」

「いいえ、順調に生活を送ってますよ」

　廊下にシンプルなキッチンがついているが、鍋なべも調味料もない。窓まどにはカーテンもなく、唯ゆい一いつフローリングの床にトランクが置いてあるだけだった。

　リサは、部屋に入ると壁かべを背に窓際の床に座った。

「…………」

　遼りよう一いちも床に座る。何もない部屋に沈ちん黙もくが流れた。本当に休むだけのようだ。

「……家具はそのトランクだけ？」

「はい。いつ何があってもいいように、すべての持ち物はトランクにまとめています」

　そのトランクは奈な々なが入っていたトランクと同じタイプだった。

「なあ、いつもこの部屋で何してるんだ？」

「いえ、何もしてませんけど」

　リサはぼんやりと座って窓まどの外を眺めている。

　そんなリサを見ていると、奈々のことを思いだした。

　窓際で人形のように座っていた奈々。

　──ねえ、天使になったら飛べるのかな。

　出窓に座った奈々の言葉。

　──雀すずめみたいに飛べたらいいのになあ。




　　　　＊




「──そうしたら、東京ドームの屋根の上で寝ねられるじゃない。すごいふわふわとして気持ちよさそうなのよね」

　プロ野球のテレビ中継を横目に奈々が言った。

「それより飯めしは？　今日きようは奈々の飯当番だろ」

「テーブルの上に置いてあるわよ」

　見ると、皿にカロリーメイトが並べられている。

「なあ、カロリーメイトは否定しないけど、料理をしろよ」

「よく見なさい。三つのカップにコーヒーとポン酢とごまドレッシングが入っていて、浸ひたして食べるようになってる。カロリーメイトのしゃぶしゃぶみたいな？　でも、何もつけないのが一番おいしいと思うわ」

「おまえなあ」

「カロリーメイトはおいしくて栄養バランスもいい完全食品よ。ガタピシだって大好物だった。ガタピシはチョコレートフレーバーが好きだったよね」

「そういや、ガタピシはどうしてるかな。ベランダにも来ないし」

　ベランダのケージに住んでいた雀のガタピシはどうしているだろうか……。

「……ウラアヤでーす」

　奈々がぼそぼそとつぶやいている。

「ん？」

「こんにちは、松まつ浦うら亜あ弥やでーす。松浦琴ことの姉でーす」

「おまえ、なに言ってんだ？」

「ものまねの練習だけど。ちょっとしたネタができると、クラスの人気者になれるのよね。ねえ、遼りよう一いちはなんか持ってない？　ちょっとマニアックなやつが受けると思うんだけど」

「……マニアックなやつう？」

　遼一は野球中継を見ながらうんざりとした。

「なんでもいいからさあ。ねえねえ、やりなさいよお。私のものまね、これしかレパートリーがないのよね」

「子供の頃ころに幼稚園の先生がやってたものまねは憶おぼえてるけどな」

「いいわね。それを私にちょうだい」

「……ダッチューノ？」

「な、なにそれ？」

　奈な々なが、ぽかんとした顔でこちらを見ていた。

「なんでもない」

「誰だれなの？　誰？」

　誰のものまねだっただろうか……。




　　　　＊




「……パイレーツですか？」

　顔を上げると、リサが遼一を覗のぞきこんでいた。

「はあ？」

「ものまねをしてませんでした？　結構まえに流行はやったフレーズですよね」

「口に出してた？　ていうか、よく憶おぼえてたな」

「研修のときに、人間社会を学ぶため過去のテレビ番組を視し聴ちようしたことがあったのですよ」

「そっか。リサもそうやって東京に派は遣けんされたのか」

「昔は……出動命令リクエストがあるまで、こうして部屋に座って待っていたのです。ぼんやりと外を見ながら待機スタンバイし、そのうちどのくらい待ったかわからなくなります。何ヶ月も座ったまま待っていたこともあります」

　リサは膝ひざを抱えて座っている。

「ベッドとかに寝ねてればいいのに」

「この格好が落ち着きます。私もこうして最初はトランクに入っていましたからね」

　奈々も出で窓まどで膝を抱えた格好で寝ていたことを思いだした。

　今いま頃ごろ、奈な々なは何をしているのだろうか……。

「何もやることがないので、ずっと外を見るようになりました。最初はいろいろなことを考えていましたが、そのうち考えることもやめました」

「天使として配属されても、こんな感じなのか」

「……ですから、ああしてカフェで働くことができてうれしいのです。バグ排はい除じよ以外に、人間の役に立てているということですから。それにあのお仕事は楽しいです。散歩もするようになりましたし、最近はいろいろとこの部屋でもやってます」

「いろいろって？」

「雑誌を読んだり、ボールで遊んだりもしますよ」

　リサはトランクからカラーボールを取りだし、手のひらの上でポンポンと弾はずませている。ボールに夢中になるあまり、無む防ぼう備びに足が開いてしまっている。

「あと、最近はですね、ベランダに来る雀すずめを観察したりしてます。カフェからフルーツを持ってきてあげてるんです」

　リサはガラッと窓まどを開けると、ベランダのコンクリートの手すりの上にカットフルーツを置いている。

「朝にあげれば？　夜に鳥は活動しないから」

「……ところがですね、夜型の雀がいるんです。まあ、このへんは外灯がたくさんあって明るい理由もあると思いますけど」

「夜型の雀なんているわけないだろ」

「進化したのかもしれませんね。都会生活に合わせて夜に活動すれば、天てん敵てきにも遭そう遇ぐうすることがなくなります」

　リサはベランダの窓を閉めて再び座った。

「まさか、夜に雀なんて……」

　理り屈くつはわかるのだ。しかし、そこまで都会に柔じゆう軟なんに対応できるものだろうか。

　そんなとき、ベランダの手すりに雀が舞まい降りた。雀は、カットフルーツをついばんでいる。

「しっ、ほら来ましたよ。名前もつけたんですよね、エルサレムって……」

「ガタピシ？」

　遼りよう一いちは目を剝むいてベランダに駆かけ寄った。すると雀は慌あわてたように逃げていった。

「あー、驚おどろかせちゃいました」

　リサが非ひ難なんの目を向けている。

「……ガタピシ。よかった、無事に都会生活を送っていたんだな」

　遼一が飼っていた雀は、遼一の手から離はなれても無事に生活をしていたのだ。

「はあ？　何を言ってるんですか？」

　感かん極きわまる遼一の横で、リサが不満げな顔をしていた。
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　奈な々なはワイシャツとパンツだけの姿で薄うす暗ぐらい通路を歩いていた。

　場所も状じよう況きようもまだ判明していない。気づくと鎖に繫つながれていた特異状況。

　その鎖はなんとか引きちぎることができた。ただし、手首と足首には鉄の輪が残っている。それはプログラムでも使用したものだった。手足を拘こう束そくしたり電気ショックを与えるための腕輪と足輪。自由と尊そん厳げんを奪うばう鉄の輪は、またも奈々の手足にはまっていた。

　あれから奈々は、部屋に置いてあったワイシャツを羽は織おって扉の外に出た。通路が延のびており、床に矢印が書いてあったので、それに沿って歩いていた。時折扉があったが固く閉ざされていた。

　足下の矢印が不意に途切れる。前方を見ると、防火扉のような鉄の扉が設置されており、ペンキで英文字が書き殴られていた。




　First trial（第一関門）




　重い鉄の扉は、軋きしみながら向こう側に開いた。

「…………」

　奈々は部屋の中を見てどきりとした。薄暗く静かな室内。重々しい空気。

　そして奈々に視線を向ける少女たちの姿があった。半裸の少女が……四人。四人の少女が奈々を見つめている。

　彼女たちはこの部屋で何をしている？

「ねえ、突っ立ってないで扉を閉めて入ってきなよ。風が入って埃ほこりが舞まうからさ」

　立ちつくす奈々に言ったのは、正面奥の椅い子すに座る少女だった。赤みのかかった髪かみをツーテールに結んでいる。中性的な顔立ちで、左の耳に星形のイヤリングが揺れていた。

　奈々は四人に注意を払いながら背後の扉を閉めた。

　右の壁かべ際ぎわで眼鏡めがねをかけた少女が視線を向けている。髪を三つ編あみにしている彼女は、怯おびえたように椅子に座っていた。か弱そうな少女といった印象。

　その横で目を閉じ静かに座っているのは、黒髪のロングヘアーの少女。身じろぎしない彼女は精せい巧こうな人形のようだった。

　そして、部屋の左側で壁を背に立っている少女。

「なに見てんだ？」

　奈々の視線に彼女が言った。ショートの髪とスレンダーな体。体たい軀く的には十五歳前後だろうか。鋭するどい視線を奈々に向けている。

「……別に」

　奈な々なは小さくつぶやいて視線を逸そらした。

　この場所で何をしているのか。何が起こるのか。ひとつだけ確かなことがあった。この部屋の五人は全すべて駒ピースだ。特とく殊しゆな少女の集まり。

　部屋には奈々が入ってきた扉の他ほか、正面にもう一つ扉があった。出口だろうか。しかし、誰だれも出ていかないところを見ると、閉ざされているようだ。

　室内に沈ちん黙もくが流れた。

「ねえねえ、お互い牽けん制せいしててもしょうがないじゃない。これで、定員の五人が集まった」

　言葉を発したのは、赤あか髪がみのツーテールの少女だった。

「……定員の五人って？」

　奈々は聞いた。

「ほら、この部屋に椅い子すが五つ。これで人数がそろったんじゃない？」

　彼女の言うように、室内には木製のシンプルな椅子が五つあった。

「さて、人数が集まったってことで……どうしようか」

「……あ、あの、自己紹介してはどうでしょうか」

　か細い声で口を挟んだのは三つ編あみの少女だった。

「その前に、状じよう況きようを説明してほしいわ」

　奈々は口調を作りながら言った。弱みを見せてはならない場面だと感じていた。

「私たちも状況はわかってなくて……」

　三つ編みの少女が言った。彼女の手首と足首には奈々と同じ腕輪がはまっている。他の三人も同様だった。奈々と同じ鉄の輪。

「……私は相あい沢ざわ奈々。奈々っていう名前は、宿主の彼がつけてくれた。相沢奈々として普通に生活していたけど、気づいたら囚とらわれていた」

　奈々は言いながら回想した。鎖に繫つながれるまでに何があったのか。何故なぜか記き憶おくがぼやけている。頭に靄もやがかかったような。

「私は……ミドリです。私もよく憶おぼえてませんけど、さらわれたような気がします。プログラムを終えた後に……トランクに押し込められたような」

　三つ編みの少女はミドリと名乗った。声は綺き麗れいだったが、とても細い。細いハープの弦げんのような声こわ音ね。不安そうに黄色い縁ふちの眼鏡めがねに指を添そえている。

「やっぱりさらわれたよね。私も家に帰ったときに襲おそわれた記憶がある。でも、なんかぼやけているんだよね」

　ツーテールの少女が大げさにうなずいている。

「記憶のロックでしょうね。天使たちが使う能力。私は──マリアでいいです」

　黒くろ髪かみの少女は両手を膝ひざに添えて座っている。

　即席の名前のようだ。やはり、それぞれ相手を警けい戒かいしている。奈な々なは、馬ば鹿か正直に本来の名前をフルネームで名乗ってしまったことを少しだけ後こう悔かいしていた。名前を名乗ったところで不利益はないが、警戒心のなさを見せてしまったのでは？

「私は……キサラギって呼んで。プログラムの宿主の名字がそうだったの。下の名前はユイ。趣しゆ味みはショッピングで、キラキラ光るアクセサリーを買うのが好き」

　ツーテールの少女が自己紹介をした。

「……プログラムは終えてるの？　成功した？」

　奈々はキサラギに聞いた。

「ねえ、カマをかけたりするのはなしにしようよ。だいたい予想がつくでしょ、この状じよう況きようは。天使たちだろうね、こうして私たちを監かん禁きんしたのは」

　キサラギの言葉に、奈々の頭に記き憶おくの断片が転ころがった。

　──勝手にどっか行ったら駄だ目めだからね。

　噴ふん水すいのある大きな公園。芝生しばふを走り回る犬。日曜日の昼下がり。

　公園のトイレに入るときに、奈々が遼りよう一いちに言った言葉だった。

　遼一は不満げにしながらも首をすくめて樹木に寄り掛かっていた。公園にいたペスの頭を撫なで笑顔を浮かべる遼一。それが彼を見た最後の記憶。

　トイレの個室に入ったあと、記憶は暗転する。

　奈々がトイレから出たのは、たぶんトランクに入れられた状じよう態たいだろう。

　そして、気づくと囚とらわれていた。

「アズサ。監禁された記憶はほぼない」

　壁かべを背に立っていた最後のひとりが名乗り終えた。ショートカットのボーイッシュな雰ふん囲い気きの少女。彼女は値ね踏ぶみするような視線で他ほかの少女たちを見ている。華きや奢しやな体に反して眼光が鋭するどい。

　アズサの手足にも、奈々と同じく鉄の輪がはまっている。やはりこの五人は同じ立場なのだ。たぶん、プログラムをクリアしたばかりの天使未満の少女たち。そんな五人が一カ所に集められている。
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「その扉は？」

　奈々は部屋のもう一つの扉を指さした。

「あの扉は開かなかった」

　キサラギが言った。

　奈々は、ふと気になり背後の扉のノブを回してみたが、すでにロックがかかっていた。

「閉じこめられてることになるわね」

　奈々は首を振った。

「どうなるんですかね……」

　取り乱した様子はないが、か弱い声でミドリがつぶやいた。

「慌あわててもしょうがないよ。閉じこめて殺す気なら、とっくにやってるだろうしね。とりあえず、状じよう況きようを整理する？　この五人をそろえて何をするのか、ってね」

「天使関連ではないでしょうか。天使創そう造ぞうのプログラムの続きです」

　キサラギの意見に、マリアが静かに答えた。

「私はプログラムの最中からも情報を仕入れていたんだけど、プログラムをクリアしたからって天使になれるわけじゃないみたい。正式な天使になるためには三段階の試し練れんがある。最初はプログラム。最後に研修。そして、プログラムと研修の間に、天使の資し質しつを見み極きわめるテストがあるって……」

　キサラギは椅い子すから立ちあがり伸びをしている。

「……でも、あんな乱らん暴ぼうなプログラムをクリアしたんだから、もっと丁てい寧ねいに私たちを扱ってくれてもいいと思うのよね」

　キサラギが奈々の隣となりに立った。

「奈々だっけ。シャンプーのいい匂においがする。あと、可愛かわいい格好だね」

　ワイシャツ姿の奈々の胸元を覗のぞきこむようにしてキサラギが微笑ほほえんだ。

「……この格好が楽なだけ」

　奈々はキサラギの視線を避さけるように後ろを向いた。

「もしかして、宿主の趣しゆ味みだった？　この私の下着も自前で、最初の部屋に落ちてた。私の宿主は、よく可愛かわいらしい下着を買ってくれたんだ。結構可愛がってくれたよ。でも、すぐに食ったけどね」

　下着姿のキサラギが薄うすく笑った。

「私の宿主もそうだった、です」

　言ったのはミドリだった。ミドリは青いキャミソールを着ている。シースルーの生地で、細い裸体のラインが見て取れる。全体的に可愛らしい印象を受けた。テレビ画面で広告商品を持って微笑ほほえんでいそうな少女の雰ふん囲い気き。

「彼は私を人形のように大事にしてくれました。体を洗って服を着せ替えて。彼は私の体を触さわることが好きでした。でも、だんだんとそれが嫌いやになって、気づくと食べてて……」

　回かい想そうをするミドリはぞっとするほど冷たい表情をしていた。

「勢いきおいで食べた感じね。奈々の宿主はどうだった？」

　キサラギが奈々を向いた。

「私の宿主は……私を乱暴に扱うし、デリカシーがないし、喧けん嘩かばっかりした。まあでも、生活は悪くなかったけど」

　奈々は遼りよう一いちとの生活を思いだした。狭いワンルームの部屋だったが、あの部屋の出で窓まどにすっぽりとはまる気がしていた。出窓に座って外を見ていると気分が穏おだやかになった。

「まだ宿主が生きているような感じで言うのね」

「もちろん食べたわ。それがプログラムの解答だとわかったから」

　奈な々なはキサラギから視線を逸そらした。気づいた。奈々以外の少女たちは確実に宿主を食べている。これから何が起こるかわからないが、この事実は奈々にとって大きなハンデとなるかもしれない。身体能力で大きく劣おとることになるからだ。せめて遼りよう一いちがそばにいれば……。

「プログラムの解答は、ただ宿主を食べる、だったのかと疑問に思います」

　静かな口調で言ったのはマリアだった。

「ミドリのように反射的に食べて正解だとしたら、あのような複ふく雑ざつなプログラムのシステムを組む必要はないはずです。用意した宿主を食わせるだけでいいですよね。基本的にプログラムは、肉体的能力が高い個体が生き残るように設定されていますが、本当に重要なのは戦せん略りやくです」

「確かにね。社会を学習し、自分で考え行動するという一連の過程を重要視してた。その中で、プログラムの設定を知り、宿主や周囲を利用して勝ち抜き、最後に宿主を食べるというのが、プログラムの正解なのかもしれないね。今後天使として活動するためのシミュレーション」

　キサラギも同意した。

「おまえはどうなんだ」

　これまで沈ちん黙もくを守っていたアズサが、キサラギを指さした。

「どういうこと？」

「その正解ルートを辿たどったのか？」

「……答える必要がある？」

　キサラギは左耳のイヤリングを指で弾はじきながら首をすくめた。そんな彼女の態たい度どに、壁かべに寄り掛かっていたアズサがふらっと歩み寄った。

「無理やり答えさせてほしいのか？」

　アズサがキサラギを睨にらみつけている。

「やめてください……あっ」

　間に割って入ったのはミドリだったが、アズサに殴りつけられ床に転てん倒とうした。カランと床に眼鏡めがねが転ころがった。

　すっとマリアが椅い子すから立ちあがった。キサラギは平へい然ぜんとアズサと向かい合っている。部屋の空気がピリピリと張り詰めた。

「やめたほうがいいわ」

　奈々は言った。

「例えば、これが第二段階のテストだとしたら、この私たちの状じよう況きようは監かん視しされているかもしれない。天使として社会の中で冷れい静せいに任にん務むを遂すい行こうするには、混乱したこの状況はマイナスにしかならないわ」

　奈な々なの言葉を冷めた視線で聞いていたアズサだったが、倒れていた椅い子すを拾ひろいあげると部屋の端はしに移動してどすんと座った。

「大丈夫？」

　奈々は倒れているミドリに手を差しだした。

「すいません」

　ミドリは奈々の手を取り立ちあがる。口が切れていたので、奈々は指でミドリの口元をそっと拭ふいてやってから、落ちていた眼鏡めがねを渡した。

「あくまで私の個人的な意見だけどさ」

　キサラギが口を開いた。

「たぶん、ここにはプログラムをクリアしたけど、評価の低いクリアをした駒ピースが集められていると思う。正解ルートでクリアした駒ピースには、もっとおしとやかなテストをすると思うのよね。トランクに入れて拉ら致ちするなんて方法を取るとは思えないもん」

「そうかもね。だからって、問題解決にはならないけど」

　奈々は相づちを打った。不ふ穏おんな空気が流れる空間を変えたかった。

「問題はテストよ。基本的に天使創そう造ぞうの通過儀礼イニシエーシヨンは、エリートの天使を作るために存在する。だとしたら、優ゆう秀しゆうな駒ピースほど大事に扱うはず。反面、私たちはこんな感じ。見たでしょ、ちょっと閉じこめられただけで混乱する冷れい静せいさを欠いた私たち」

「キサラギ」

　奈々はキサラギを睨にらんだ。部屋の隅すみでアズサが鋭するどい視線を向けている。

「だから、このテストは相当に覚悟しなきゃあね」

「難なん易い度どが高いということ？」

「天使たちはこう思うはず。優秀な駒ピースはできるだけ残したいけど、不安定な駒ピースは失ってもかまわない。テストを勝ち抜ければ、まあ天使として使ってもいい、ぐらいに考えてる」

「ど、どういうことでしょう？」

　奈々の前に立っていたミドリが聞いた。

「難易度よりも、危険度が高いということだわ。天使になれない不完全な駒ピースは処分される」

　奈々は答えてやった。そんな危険なテストだからこそ、拉致して連れてこられたのだろう。

「でも、大丈夫。私たちはプログラムに成功したんだから。プログラム以上に難易度が高いテストとは考えられないわ」

　ミドリが心配げな表情をしていたので、そう補ほ足そくした。

「それで、今後の行動についての意見はありますか？」

　姿し勢せいよく座っているマリアが四人に視線を向けた。

「選せん択たくは扉を蹴け破やぶるか待たい機きするかくらいね。私は──待機する」

　キサラギはそう言い、倒れていた椅子を直して壁かべ際ぎわに座った。

　奈な々なもミドリと並んで椅い子すに座った。待たい機きの時間帯が始まった。

　奈々は考えた。他ほかの四人の情報はわからないが、自分の評価が低いことは容よう易いに想そう像ぞうができた。宿主を食べていないからだ。能力も解放できてないうえ、遼りよう一いちと距きよ離りが離はなれると弱体化するというマイナスもある。もしも、プログラムのようにこの五人でバトルロイヤルが始まるとしたら、真っ先に脱落するのは奈々だろう。

　前回のプログラムでのジェシカのことを思いだした。彼女はプログラムの正解ルートを辿たどっていた。そんなジェシカは、どんなテストを受けるのだろう。もうテストは終わったか、それとも、失敗したのか。

　そして、遼一はどうしているか。こうして奈々が拉ら致ちされていることを知らないだろう。トランクを開ける前の生活に戻っているのかもしれない。ベッドの下に隠かくしておいたカロリーメイトは食べられ、奈々がいつも座っていた出で窓まどには荷物が置かれているかもしれない。それでもよかったが、そう考えると少しだけ胸が痛いたんだ。もしも、あの部屋に戻ったとしたら、出窓に置かれた荷物はどかしてくれるだろうか……。

　そんなことを考えながら、奈々は椅子に座り続けた。五人は誰だれも口を開かなかった。密みつ室しつの中で時間の感覚が薄うすれていった。

　体も思考も麻ま痺ひする中、奈々の頭の中で日常の記き憶おくが浮かんでは消えていく。

「……おかしいわ」

　奈々はぼそっとつぶやいた。

「え？　なんでしょうか」

　隣となりに座るミドリがこちらを向いた。

「なんでもない。宿主とゲームやってたことを思いだしただけ」

　奈々は首を振った。つい口に出してしまった。

「なんのゲーム、です？」

「オセロなんだけど、いつも最初は勝ってても、最後に逆転されちゃうの」

「……宿主と遊んだりとかしたのですか？」

　マリアが意外そうな視線を向けた。

「私なんか、もう宿主のことなんて憶おぼえてないなあ。当然ゲームで遊んだこともないよ」

　キサラギが髪かみをいじりながら言った。

　そのとき、五人以外の声がした。

「オセロって、もとは牛乳キャップで作られたゲームだって知ってます？　だからオセロの石は、ほぼ牛乳キャップの大きさらしいですよ」

　五人はガタンと立ちあがった。いつの間にか部屋に六人目がいたのだ。

「ちなみに、オセロには定石があって、序じよ盤ばんは自分の色の石が少ないほうがいいんですよ」

　ペラペラと喋しやべっている彼女は、奈々の知っている顔だった。東京に派は遣けんされている救済者セーバーのリサ。裾すその短い純白のワンピースを着ている。何故なぜ入ってきたことに気づかなかったのか。

　リサは、五人の視線に気づいて首を傾かしげている。

「……どこから入ってきた」

　部屋の隅すみにいたアズサがリサを警けい戒かいするように睨にらんでいる。

「えっと、その扉からですけど」

　リサが指さしたのは、入り口の扉ではなく、もうひとつの扉のほうだった。

「変な雰ふん囲い気きだったので、話しかけづらくて静かにしてました」

　リサは五人に微笑ほほえんでみせた。

「六人目なの？　それとも天使のほう？」

　奈々はあえて聞いた。

「私はリサといいます。東京に派は遣けんされている天使です。今回は──テストのガイドとしてここに来ました」

　テストのガイド。やはり推すい測そくしたとおり、この状じよう況きようは天使になるためのテストだったのだ。

「知っていると思いますが、あなた方はまだ天使ではありません。正式な天使となるためには、プログラムを成功させたあと、天使の資し質しつを見み極きわめるテストをクリアしなければなりません。ですから、まだ駒ピースの状じよう態たいなのです」

「何故、拉ら致ちするような行動を取ったの？　テストがあるんだったらさ、そう報告すればいいじゃない」

　キサラギが言った。

「強しいて言うならプログラムでの調査結果からでしょうか。ここに集まっている五人は、なんていうかプログラムには成功したものの、その内容がよくなかったのですね。ですから、万全を期するために、強引な手法を取ったようですよ」

　テストを受けることを拒否したり、逃走したりする可能性があったということだろう。プログラムの複ふく雑ざつなシステムは、駒ピースの性格を見極めるためでもあったのかもしれない。

「できの悪い駒ピースの集まりだってこと？」

「そんなことないですよ。プログラムに成功した時点で、充分に優ゆう秀しゆうじゃないですか？」

　キサラギに睨まれたリサがぶんぶんと手を振った。

「テスト内容は危険なの？」

　奈々が聞いた。

「多少、危険ですよ。まだ詳しくは説明できませんが、確実に五人全員は生き残れませんから」

　リサはさらっと言った。

「やっぱりね。テストというオブラートに包んだ、できの悪い駒ピースの処分場だってことね」

　キサラギが睨むと、リサは困った顔をした。

「睨にらまれても困ります。私に権けん限げんがあれば、皆さんをすぐにでも天使にして差し上げたいのですよ。でも、そうもいきませんから。これは世界の秩ちつ序じよを守るためなんです。そのための試し練れんなのですよ」

「詭き弁べんですね。そもそも、天使はバグとの対決のために存在しているはずです。少しでも天使の数を増やすのが、世界の秩序を守ることに繫つながるのではないですか？」

　マリアが冷れい静せいに言った。

「もちろんです。私たち天使の存在価値はバグとの対決にあります。だからこそ、人間社会の中で私たちが認みとめられているのですから。しかし、バグとの対決における最大の対処方法はバグを倒すことではありません。バグを作らない、なのです」

「バグになる恐れのある駒ピースは処分するの？」

　奈な々なは吐き捨てた。脅きよう威いは元から絶とうということだ。感かん染せんを確かく認にんした個体を素早く回収し、救済者セーバーとなれる優ゆう秀しゆうな者だけを選せん別べつし残りは処分をする。冷れい酷こくなシステムだった。ベルトコンベアーのようなシステム。

「これも社会の秩序を守るためなのですよ。それに処分ではなくテストです。テスト内容だって簡単ですよ、きっと。冷静に行えばクリアできるはずです」

「プログラムのようにライバルを消せばいいのか？」

　アズサの言葉に、リサは首を振った。

「暴力は困ります。テストですので、もっと気楽に行いましょう。もちろん、身体能力だって重要ですよ。でも、天使に一番求められるのは理性です。その次に知性。身体能力は三番目です」

「身体能力はバグとの対決に必ひつ須すのはずだ」

「確かにバグとの戦いで一番重要なのは身体能力です。しかし、考えてみてください。バグとの戦いはスポーツではないのです。当然、仲間の天使との連れん携けいや戦せん略りやくが必要です。街中で戦うときは周囲に被害を出さないようにおしとやかに戦わねばなりません。昔はひどかったんですよ。周囲の被害も顧かえりみず都心で戦ったりして甚じん大だいな被害を出しました。政府は、これだったらバグと共存したほうが被害が少ない、なんて言いだす始末でした」

　リサは昔の話をした。といっても十年ほど前の話。天使の歴史は浅いのだ。

　天使は人間と手を組む選せん択たくをした。しかし天使はバグ以上に忌いみ嫌きらわれていたらしい。

　その頃ころの天使は、まだ人間を食べる必要があったからだ。立場はバグと変わりがないのだ。政府は秘ひ密みつ裏りに生いけ贄にえを天使に差しだし、その対価としてバグの排はい除じよを求めた。生贄を出すという後ろめたさは、天使への嫌けん悪お感で埋めたようだった。バグは悪あく魔まと呼ばれていたが、天使たちも化け物と呼ばれていたらしい。

「天使サイドにも代だい償しようがありました。感染の秘密などを探るために、天使を差しだすことを求められました。差しだされた天使は、生きながらに人体実験をされ、長い苦痛の中で死んでいきました。多くの仲間が犠ぎ牲せいになったのです。現在の天使と人間の関係は、そんな暗い過去を乗り越こえて誕生したのです。ですから、その関係を崩くずしたくないのです」

　視線を落としたリサの表情に、奈な々なは初めて感情を見つけた。リサの表情は、周囲に痛いたみを伝でん染せんさせるものだった。

「……と、いうことで、テストの話に戻りましょう」

　リサは顔を上げてにこりと笑った。

「テストは三つあります。その三つの課題をクリアすればテストは終了です」

　三つの課題。この部屋の扉に『First trial』と表記されていたことを思いだした。

「テストの際さいに注意があります。私の言うことに従うことです。でないと、ペナルティがありますよ」

　五人は静かにリサの言葉を聞いていた。すでにテストが始まっている可能性もある。また、ペナルティは予想できた。五人についている腕と足の輪は、プログラムのときに使用したものと同じだ。だとしたら、同じく電でん撃げきシステムも搭とう載さいされているはずだ。

「まずは、最初の課題ですが……場所を見ていただいたほうがいいでしょうね」

　リサはそう言うと扉へと向いた。リサが入ってきた扉だ。

「扉の向こうが第一ステージとなります」

　リサが扉を開けて中に入っていく。向こう側の部屋は真っ暗だった。五人は視線を交わしながら、慎しん重ちようにリサのあとに続いた。

　最後に奈々が扉をくぐると、背後で扉が閉まる音が聞こえた。

　真っ暗な空間に視線をさまよわせていると、不意に明かりがついた。リサが部屋の中にあるろうそくに火をつけたのだ。か弱い明かりだったが、それでも部屋の中を光で満たした。

　奈々はその部屋の中央を見てどきりとした。誰だれかがいる。それは西洋の鎧よろいをまとい身じろぎせずに直立している。そして、その前方の床には棒のようなものが立っている。五本の棒が奈々たちと鎧の間に立っているという位置関係。

　部屋の広さは十畳じようほどだろうか。向こう側の壁かべに扉が見えた。

「警けい戒かいしなくても大丈夫です。これはただの鎧ですから」

　リサが部屋中央の鎧をコンコンと叩たたいて言った。

「動かないでください」

　リサが、歩きだそうとしたキサラギを止めた。

「床のラインが見えますか。そこから出ないでくださいね」

　キサラギの足下にラインが見えた。部屋を横切るラインの上に、五本の棒が立っているという配置。

　奈々はその棒に近づいてみた。

「……剣？」

　棒は剣のようだった。剣先を下に五本の剣が床に刺さっている状じよう態たい。

　──どういうこと？

　奈な々なはこのシチュエーションを見て思考した。

「まだテストは始まっていませんから、リラックスしてください。あと、テストのセッティングを行いたいと思いますので、こちらをどうぞ」

　リサが運んできたのは五つのトランクだった。小型のトランクを床に五つ並べて置いた。

「自由に選んでください。特に違いはないので、喧けん嘩かしないでくださいね」

　リサが言い終わる前に、アズサがトランクのひとつを手に取った。他ほかの四人も視線を交わしながら、各自トランクを取る。

　奈々がそのトランクを開けてみると、中にはミネラルウオーターのペットボトルと青いカラーのＴシャツが入っていた。

「お水はコンビニエンスストアでも売っているものなので、自由に飲んでくださいね。各トランクにシャツが入っていると思うので、それに着替えてください」

　リサに言われシャツを取りだしてみたが、なんの変へん哲てつもないＴシャツだった。ちらりと横を見ると、キサラギが水を飲んでいたので、奈々もペットボトルに口をつける。喉のどを通り抜ける水がとても冷たく感じた。乾いた口内が潤うるおい、全身に水分が広がっていくようだった。

　見ると、すでに他の四人はシャツを着ていた。それぞれ色が違うことに気づく。キサラギはシルバー。ミドリはイエロー。アズサがレッドでマリアがゴールドだった。

　奈々はキサラギの視線に気づいて、青いシャツを見せてやった。そのまま、ワイシャツをするっと脱いで青いシャツに着替える。

「恥はずかしがることないじゃない。奈々は変わってるね。チャーミングな体だと思うよ」

　胸を隠かくしながら着替える奈々を見て、キサラギが言った。

「別に、恥ずかしがってなんていないわ」

　奈々はシャツの短い裾すそを引っ張りながら言った。自分だけブラがないのはずるいと思った。

「何が始まるんでしょうか……」

　黄色いシャツ姿のミドリがつぶやいた。

「あの剣で戦うんだろ。誰だれかが脱落するまで」

　アズサが平へい然ぜんと言った。確かに、このセッティングは戦いをイメージしている。奈々はぐっと歯を食いしばった。単純に剣で戦う場合、自分が一番不利だった。

「違いますよ。逆に皆さんで協力して別の敵と戦っていただくことになります。敵を倒したそのあと、それぞれが別の出口から出ていくのです。単純に表現すると、そんなシステムです」

　協力するとの言葉は意外だった。五人で協調してテストをクリアするシステムだというのか。

　そのとき、隣となりに立つミドリの顔色が変わった。奈々もすぐに気づいた。出口の扉の数だ。出口の扉が四つある。──四つしかないのだ。

　ここには五人がいるが、出口は四つしかない。つまり、この第一関門で誰だれか一人が脱落するということなのではないか？

「この部屋はですね、二つの世界をイメージしているのですよ。あなた方が立っている側が神々と天使の世界、つまり天界です。そして、鎧よろいが立っているエリアは魔ま界かいです。つまり悪あく魔まの領りよう域いきです。床のラインは境界線なのです。天界エリアが狭い理由は、悪魔の勢せい力りよくの方が優ゆう勢せいだということです」

　リサの説明を聞いて、もう一度部屋を確認する。
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　現在奈な々なたち五人は天界のエリアに立っていることになる。

「背景の説明をいたします。これは天使と悪魔の戦いの伝説をモチーフにしているのです。──その昔、人間の世界が神々によって統とう治ちされていた頃ころの話です。天使と悪魔の戦いがありました。その戦争はお互いに甚じん大だいな被害を出し、天界も魔界すらも荒こう廃はいしていきました……」

　リサが語り始めたストーリーはこうだった。

　天使と悪魔の激はげしい戦いは千年以上も続き、徐じよ々じよに均きん衡こうが崩れていった。勢力を伸ばしたのは魔界の悪魔だった。原因は過去に神々が封じ込めたはずの魔界の王サタンの復活にあった。悪魔の勢力はサタンを中心に天界に攻め入ってきた。

　天界の神々は戦いで次々に討うち死にし、悪魔の力に対抗できる残った戦力は、天界のフィフスエレメントと呼ばれる五大天使だけとなった。五大天使とは、炎と水と雷と土と光の力を授さずかった天使のことだ。その天使たちは神々の力が宿る剣を武器に戦う。

　しかし、戦力差は歴然としていた。悪魔の勢力の前に天界は崩ほう壊かい寸前だった。このままでは、天界は悪魔に奪うばい去られることになる。

　そこで神々は禁断の作戦の決行を選せん択たくした。その選択とは焦しよう土ど作戦だった。

　天界を破は壊かいするのだ。悪魔に天界のシステムを奪われてしまったら、全すべての世界を支配されてしまう。そこで、そのシステムを破壊し悪魔に利用させないかわりに、神々も人間の世界への介入から手を引く選択をしたのだ。

　しかし、問題がひとつあった。それはサタンの存在。サタンを野放しにしては、人間の世界が混乱してしまう。どうにかしてサタンだけは倒す必要があった。サタンさえいなければ、残りの悪魔は烏う合ごうの衆しゆうなのだ。

　そこで、サタン討とう伐ばつの重じゆう責せきを託たくされたのは五大天使だった。命めいを受けた五大天使は、それぞれ自分の武器を持ってサタン討伐に飛び立った。

　天使たちの決意は悲ひ壮そうだった。神々は天界を破は壊かいする準備を終えて無の世界へと旅立ったが、天使はたとえ戦いを終えても戻る場所がないのだ。

　五大天使とサタンの戦いは熾し烈れつを極めた。激げき闘とうの影えい響きようで、黒炎の嵐あらしが巻き起こり、雷らい鳴めいと地じ響ひびきが鳴り、山々は一斉に噴ふん火かし地上は血のようなマグマで覆おおわれた。

　それでも、五大天使はお互い助け合って、サタンの撃げき破はに成功したのだった。そのとき一人の天使が戦死し、魔ま界かいの深い谷に墜つい落らくしていった。

　サタン討伐を果たし、生き残った四人の天使は話し合った。このまま魔界にいては自らも悪あく魔まに堕おちてしまうと。

　話し合いの結果、選せん択たくしたのは人間界に落ち延のびるということだった。四人の天使たちは、人間の世界へと降下した……。

「……それが私たちのルーツらしいですよ。人間界に落ち延びた天使たちの末まつ裔えいということです。ですから、私たちもその正義を引き継ぎ世界の秩ちつ序じよを守るために尽力したいのです」

　リサはパチパチと手を叩たたいている。

「ちょっと安っぽすぎない？　どうせなら、もっとディテールに凝こればいいのにね」

　キサラギが呆あきれたように言った。

「どうせゲームのために都合よく作った話なのでしょうね」

　マリアが言った。

「この部屋は最後の聖戦の模も擬ぎなのです。部屋の中央にいるこの鎧よろいが、魔界の王サタンです」

　奈な々なはじっと自分のシャツを見た。では私たちは……。

「そうです、あなたたち五人には、五大天使をキャスティングします。それぞれの天使には、専用の剣も存在します」
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　それぞれの配役と与えられた剣とカラーはこうだった。

　目の前の五本の剣を見ると、それぞれカラーが違った。奈な々なの武器であるアクアソードはシャツと同じく青くペイントされていた。

「私は天界を破は壊かいする神の配役をいただきます。私はスタートの合図から一時間後に天界を破壊します。憎にくき悪あく魔まから世界の秩ちつ序じよを守るためです」

　リサは胸に手を当て悲しげにしている。完全に役にのめり込んでいる。

「そして、五大天使にサタン討とう伐ばつを命じます。しかし、いったん魔ま界かいに飛び立ったら天界に戻ってくることはできません。そこで、あなた方は人間界へ落ち延のびることになります。人間界の入り口はあの四つの扉です。扉は一人が抜けると、ロックがかかってしまいます」

　やはり、このステージを抜けることができるのは四人だけなのだ。

「ただし、人間界に落ち延びるのは、サタン討伐後です。もしもです、もしもサタン討伐が成功できずに一時間が過ぎると、天界が破壊され、その影えい響きようであなた方も死んでしまいます。天界が破壊されるとき、影響を受けない人間界に避ひ難なんしていなければならないのです」

「死ぬっていうのは、配役として？」

　キサラギが聞いた。

「いいえ。リアリティを出すために実際に死んでいただきます。一時間後に、この部屋に残っている駒ピースには電気ショックが与えられます。高電圧の負ふ荷かをかけ続けると、天使の人格が消しよう滅めつし空からっぽの体だけが残ることになります」

　五人は沈ちん黙もくしたまま視線を交わした。奈々は腕の輪を見つめながら、プログラムのときの不快な電気ショックの体験を思いだした。

「……それであんたの心は痛いたまないの？」

　奈々はリサを睨にらみつけた。このテストの失敗イコール死という現実。平へい然ぜんとその現実を押しつける不ふ条じよう理りさ。

「私もできたらこのようなことはしたくないのですよ。私は命ぜられるままここにいるのです」

　リサは悲しげに首を振った。

「……でも安心してください。テストはシンプルですよ。伝説でのサタンとの戦いは熾し烈れつを極きわめましたが、今回は模も擬ぎということで、サタンは一いち撃げきで死ぬ設定となっております。剣で斬きりつけた時点でサタンは死にます」

　リサが鎧よろいに触ふれると、兜かぶとの中が赤い光を帯びた。血のようなまがまがしい赤い光。

「死ぬと光が消えます。ちなみに、剣はここに刺すことになります。サタンの心しん臓ぞうの位置です」

　リサが指を差したのは鎧の左胸の細い穴だった。あの穴に剣を差し込むようだ。奈々は美み穂ほの家でやった黒ひげ危き機き一いつ髪ぱつというゲームを思いだした。どきどきしながら樽たるに玩具おもちやの剣を刺すゲームだった。

「剣を突き刺すとサタンが死に、出口の扉のロックが解かい除じよされます」

　他ほかの四人が緊きん張ちようするのがわかった。テストの内容が判明してきたからだ。これは五人が協調するテストだと言ったが実際は違う。このテストの本質は競争レースだ。リサの号ごう砲ほうと同時に剣を取って走り、サタンを倒して扉に向かう。そして、取り残された一人が脱落する。そんなシンプルなルール。

　サタンを倒す必要はないのだ。誰だれかが倒している間に扉に向かえばいい。と、考えて思った。

　誰がサタンを倒す？

　サタンに向かわず、そのまま扉に走ったほうが有利なのではないか？　実際に剣を手に取りサタンに突き刺した場合、扉に走った天使より行動に無む駄だができる。

「スタート──の前にルール説明をしますね」

　五人はびくっと反応したあとにリサを睨にらみつけた。すでに五人の緊張感は臨りん界かい点てんに達していた。

「魔ま界かいエリアに入るには剣を持っていないといけません。敵はサタンだけではないからです。剣を持っていなければ、すぐに死んでしまいます。あとですね、剣で仲間の天使を攻こう撃げきしたり、魔界に強引に押しだしたりするのも禁止です。五大天使は仲がよかったですからね」

　とにかく剣は持っていかねばならないのだ。奈な々なは自分の剣を確認した。青いカラーのアクアソードは真ん中に刺さっている。

　真っ先に剣を抜いて魔界エリアを走りサタンを突き、四つのうちの扉を開ける。その一連の行動を無駄なくできるだろうか。サタンを突く行動は、できれば他の誰かにやらせたい。

「──それではあと十秒後にスタートですよ」

　リサが淡たん々たんとカウントダウンを始めた。その声に押しだされるように、五人は自分の剣へと進む。お互いに視線を交わして牽けん制せいをしている。まだ考えがまとまっていない。奈々の手はべっとりとした汗で濡ぬれていた。

　カウントが五まで減ったとき、ふとリサが手を叩たたいた。

「あっ、言うのを忘れてました。伝説ではサタンを倒した天使が死んだんです。サタンの心しん臓ぞうに刺さった剣が折れてしまったのですね。剣が折れると、剣からエネルギーを受けている天使も死んでしまうのです。今回のテストでも、サタンを倒すと同時に剣が折れてしまいます。ですから、気をつけてください──スタート！」

　スタートの合図。

　しかし、誰も動かなかった。いや動けなかったのだ。

　サタンを倒した天使が死ぬ？　では、どうしろと……。

　五人は棒立ちになったまま、お互いに視線を交わした。

　天界の破は壊かいまで──あと一時間。




　　　　＊




　夏の街は、なんだか灰色だった。

　真まっ青さおであるはずの空も、何故なぜか遼りよう一いちの目にはくすんで映った。あの空の色は本当に青なのだろうかと思った。真夏の太陽の光や温度に影えい響きようを受けて揺らいでいる空の色は青でいいのか。夕方になって朱色に染まるどこまでが青なのか。青と朱色の境はどこにあるのか。目に映った色は本当に真実なのか……

　──あの色は何色なの？

　奈な々なは窓の外を指さし聞いていた。空に、公園の樹木の葉の色、朝日の当たったアスファルト……。

　今の遼一は空が何色なのかもわからなかった。たぶん、遼一は絵の具で空の色を再現できないだろうと思った。人間は空は青と決めつけた時点で、本当の色を探すことを放ほう棄きしているのだ。真実を知ることの放棄。

　遼一も奈々と名前をつけた時点で、彼女の真実を探すことを放棄していたのかもしれない。

　──ねえ、今の私の心を表現すると灰色なの。『世界の車しや窓そうから』で見るようなスカイグレーの農道じゃなくて、艶つややかな石いし畳だたみの色でもなくて、東京の街のくすんだ灰色。

　姿を消す寸前の奈々は、出で窓まどで膝ひざを抱えて黙だまり込むことが多かった。

　遼一は汗を拭ぬぐって、駅前のショッピングセンターへと入った。駅ビルのエスカレーターを上ってスポーツコーナーへ。夏休み寸前で、キャンプ用品などのコーナーが賑にぎわっている。

　遼一はしばらくロッククライミング用品を見ていたが、何も買うことなく上階のペットコーナーへ移動した。沢たく山さん並んだ商品にうんざりとした。買い物をする人々も邪じや魔まだった。

　遼一はペットコーナーで雀すずめの餌えさだけ買ってショッピングセンターを出た。再び街を歩き、リサのマンションの階段を上る。リサの部屋の前に立ちインターホンを押したがリサの応答はない。働いているカフェにもいなかったのだ。聞いてみたところ、休みを取っているらしい。

　遼一はしばらく待っていたが、出てくる気配がなかったので、雀の餌を扉のドアノブにぶら下げてマンションを離はなれた。

　それから遼一は街をただ歩き回った。空からっぽの部屋に戻るのが嫌いやだった。

　街の全すべてが遼一を拒きよ絶ぜつしているような気がした。なんだかこの街に自分の居場所がなくなったような……。

　気づくといつの間にか公園に来ていた。奈々が姿を消した場所。

　ぼんやりと園内を歩いていた遼一は、配られていたティッシュをなんとなく受け取った。

　どこかのレジャーランドの広告が入ったティッシュだった。

「平凡な日常にちょっとした刺激を」

　その声は、表現するなら、なんだかカラフルだった。

　ティッシュを握にぎって振り向くと、そこには見たことのある女性が笑顔を浮かべて立っていた。

　モノクロの景色の中、彼女だけはカラフルだった。ビビッドなコスチュームでなく、リップに塗ったピンクでもなく、笑顔が一番綺き麗れいな色をしていた。

「……ジェシカ」

　遼りよう一いちは啞あ然ぜんとジェシカを見つめた。

「東京に帰ってきました」

　ジェシカは、ピッと立てた指を額に当てた。







「……そっか、奈な々なはいなくなったんだね」

　遼一と並んで歩くジェシカは大きな段ボール箱を抱えている。ティッシュ配りの仕事をしていたのだ。オレンジと白を基き調ちようにしたテニスウエアのようなコスチュームで、サンバイザーを被かぶった髪かみはポニーテールに結んでいた。

「さみしい？」

　ジェシカが遼一の顔を覗のぞきこんだ。

「……別に。上手うまくやってるなら、それでいいんだ。でも、一応保護者としての責任があるから、気になってはいた」

「奈々も天使としての自覚が生まれたのかもね。正式な天使となって、社会の秩ちつ序じよを守ろうって」

　だから、何も言わずに遼一の元から姿を消したのだろうか。

「ジェシカはどうだった？　テストとか研修とかあるんだろ？」

　リサの上司の救済者セーバーが言っていたはずだ。

「もう終わったんだ。テストも研修も簡単だった」

「そっか。そんな感じか」

　遼一はほっとした。短期間で終わる程度の課題なのだ。

「でも、テストのほうはちょっと疲れたけどね。気分の悪いテストだった」

　ジェシカは、ほんの少しだけ冷たい表情になった。

「どんなテストだった？　プログラムみたいに危ないテスト？」

　奈々もテストを受けている可能性があるのだ。

「危険はなかったね。でも嫌いやだった。天使に必要な三要素があるんだって。理性と知性と身体能力。逆に一番必要ないのが感情。人間的な感情なの。私に少しだけあったそんな感情を削けずり取るようなテストだった」

　ジェシカを横目に思った。人間社会で働く救済者セーバーたちは、業務をこなすだけの道具だ。心を痛いためる感情は、彼女たちにとってマイナスにしかならない。遼りよう一いちは、どこか心の欠けているようなリサを思いだした。

「……心を拒きよ絶ぜつするか」

　奈な々なは無事だろうか。どこかで胸を痛めていないか。

「ねえねえ、喉のどとか渇かわいてない？　私がおごっちゃう」

　ジェシカは、ぼんやりと立つ遼一にティッシュの詰まった段ボールを渡してから、公園の売店に走っていく。

　戻ってきたジェシカは、遼一にアイスラテを渡して再び段ボールを抱えた。

「ティッシュ配りはなんのためにやってるんだ？」

　シェイクのようなものを飲んでいるジェシカに聞いた。

「短期間だけど東京に派は遣けんされることになったの。で、人間社会に派遣される天使はなんらかの仕事を持ってないといけないんだって」

「そっか、ジェシカは正式な天使になったんだもんな」

「だから、東京に待機スタンバイしながらティッシュ配りをやってるの。けっこう面白いよ。同じ男の子が何回も受け取りに来たり、携帯電話のカメラで写真を撮とられたりね」

「……もう少しさ、なんていうかおとなしめのコスチュームでいいんじゃないか？　体のラインが出ないような、胸元を隠かくすような、もう少し長めのスカートで」

「なんでなんで？　この格好おかしいかな？」

　ジェシカはスカートをぴらぴらとめくって首を傾かしげている。

「いや、別にジェシカがいいならいんだけど」

　リサにしろジェシカにしろ、天使たちは少々無む防ぼう備びすぎはしないか。奈々も年とし頃ごろの女の子にしてはそんなところがあった。ワイシャツ一枚で部屋をうろつくような。それでも、最近は羞しゆう恥ち心しんが芽生えてきたのか、遼一の視線を気にするようになったが……

「ねえねえねえねえ、ボートに乗らない？」

「……ボートか」

　遼一は高校の同好会のメンバーで、ゴムボートで多た摩ま川がわ下りをしたことを思いだした。奥おく多た摩ま辺りから丸一日かけて東京湾に出たが、あれで一生分のボートこぎをこなしたはずだ。

　そんな遼一の思いをよそに、ジェシカは受付で料金を払ってボートを借りている。

「早く早く。時間制だからさあ」

　ジェシカは段ボールをボートに積んで手招きしている。

「このまま地球が温おん暖だん化して南極の氷が溶とけちゃえばいいのにねえ。そうしたら、東京もベネチアみたいになると思うよ。誰だれか二酸化炭素発生装置とか作ればいいのにねっ」

　ジェシカがきゃっきゃとはしゃいでいる。ボートに乗り込んだ遼一がオールを動かすと、ボートが水面を滑すべるように進んだ。強きよう烈れつな日ざしのため、他ほかにほとんどボートは出ていない。

「でもさ、ペンギンとかシロクマとか困らないか？」

「困るだろうねえ」

「ジェシカは地球温おん暖だん化で困ってるシロクマがかわいそうだと思う？」

「そうでもないよ」

　ジェシカは素す手でで魚を捕つかまえようとしている。

「ふーん。俺おれのクラスの女子は、かわいそうだからエコエコって言ってるよ。学校の裏うら庭にわで焚たき火をしてたら、二酸化炭素が出るでしょ、ってすげえ怒られた」

　地球の長い歴史で考えると、温度が下がったり上がったりは普通のことだったはずだ。そんな変化に生命が翻ほん弄ろうされた。そんな長いフィルムのたった一枚のカットにすぎない出来事。それでも、テレビでシロクマの映像を見ると少しだけ心が痛いたむ。

「人間は──心を痛めるのが上手うまいからね」

　ジェシカが手で水をすくいながら言った。

「心を痛めて悲しむの。その次に心を痛める元凶に対して怒るの。そして、正義のために怒る自分を見て喜び満足する。きっと、揺らし続けてないといけないんだと思う。感情って水みたいなものだから、揺らさないと凍っちゃう」

　ジェシカは冷たい表情で波は紋もんの広がる水面を見つめていた。出会ったときのジェシカとは、少しだけ変化したような表情。

「私はもともと、少ししか水を持っていなかったけど、もしかしたらその水が凍っちゃったかもしれない……。さっきは、シロクマさんがかわいそうって泣く場面だったよね。でも、シロクマに知り合いもいないしさあ」

　ジェシカはしょぼんとため息を吐いた。

　そんなジェシカの姿がおかしかったので、つい遼りよう一いちは笑ってしまった。

「……今の会話にジョークがあったの？」

　ジェシカは、プンスカと言って顔を上げた。

「そうやって怒ったり、落ち込んだりしてるじゃないか」

「……君もやっと笑ってくれたよね」

　ジェシカは遼一を見て笑顔を浮かべた。

「もしかして心配してくれてた？」

「だって、すっごい暗い表情で駅前を歩いてたんだもん。だから公園まで追いかけてきたんだ。北極で困ってるシロクマよりは心を痛めたかも」

「そっか。ありがとう」

　不自然にジェシカがはしゃいでいたのは気き遣づかってくれていたからかもしれない。

「……君にありがとうって言われると、ちょっと切なくなる」

　ジェシカは寂さびしげにつぶやいた。

「プログラムのときも、ジェシカがいろいろおごってくれたりしたよな」

「久しぶりに会えてうれしかった。別に寂さびしくなんてなかったの。私と同じ立場の天使も沢たく山さんいたし、それよりも寂しいって感情自体が薄うすかった。でも、君を見たとき寂しかった自分に気づいたの」

「俺おれも会えてよかった。久しぶりに見たジェシカはカラフルだった。東京には沢山の色があるけど、ジェシカが一番綺き麗れいな色で構成されてた」

「私は白黒だったよ。でも君に会ってモノクロの景色がカラーになった感じだった。近くにいると、胸の中がカラフルになる感じがするの。君は世界の色を教えてくれる。そんな電波みたいなものを君は発信してるんだね」

　ジェシカは遼りよう一いちに視線を向けている。

　遼一と奈な々なは繫つながっており、離はなれていてもお互いに影えい響きようを及ぼしている。そんな繫がりの電波のようなものがジェシカにも影響しているのかもしれなかった。

「そろそろ戻ろっかな。ティッシュ配りもしなきゃいけないし」

　顔を赤らめたジェシカがさっと視線を逸そらした。

「さっきから大事そうに抱えてるけど、ティッシュぐらい適てき当とうでいいんじゃないか？」

「これを配り終えないと、次の段ボール箱をくれないの。一箱にティッシュが千個入ってて、全部配ると千円くれるんだ」

　ジェシカが段ボール箱をぽこぽこ叩たたきながら言った。

「そんな小金を稼かせがなくても、ジェシカは金持ちだっただろ」

　プログラム中に、ジェシカは頭脳を駆く使しして一財産を築きずいていた。

「それはね、全部天使サイドに回収されたの。基本的にお金は天使にとって汚けがらわしいものなんだって」

「俺おれが貸してやろうか？」

「ダメダメ。天使は人間からお金をもらっちゃいけないの」

　ジェシカはチッチと指を振った。

　遼一はリサのケースを思いだした。リサも生活費などは自分で稼いでいた。それも喫きつ茶さ店てんのウエイトレスのような労働でだ。

「なあジェシカ。東京での生活費は、そのティッシュ配りでまかなおうと？」

　遼一はどきりとしてジェシカを見た。

「うん。だからねえ、がんばって昨日きのうから配って、もう二箱も配り終えたの」

　ピースサインをするジェシカを横目に、遼一は素早く計算をした。さっきジェシカが買ったジュースが二人分で八百円。ボート料金が三十分千円……。

「なんだよ馬ば鹿か。そんな大事な金を使っちゃうなよ」

　遼一は顔を真まっ青さおにして怒ど鳴なった。

「……だって」

「せめて言ってくれれば俺おれが払った」

「だって、だって、君の喜ぶ顔が見たかったんだもん」

　ジェシカがシュンと下を向いた。

「あ、ごめん、言いすぎた。全部俺が悪かった。大きな声出すことなかったよな」

「そんなにお金使うことないから大丈夫。東京での待機スタンバイは短期間だし、食事だけは支給されるし、公園で水も飲めるし、夏だから芝生しばふの上で寝ねられちゃうし」

　遼りよう一いちはジェシカに誘ゆう導どうされ、池の岸辺にボートを近づけた。

「じゃあ、ティッシュ配りを再開するね。今度は駅前で配ってくる」

　ジェシカは段ボール箱を岸に投げると、軽い身のこなしで自分もボートから飛び移った。

「なあ、ジェシカ」

　遼一はジェシカの背中に声をかけた。

「あのさ、公園とかで眠るんなら……もしよかったら、うちに来ないか？　ワンルームだけど、奈な々なも一緒に暮らしてたし同じようなもんで、お互い全まつたく意い識しきする必要もないしさ」

　ジェシカは遼一に背を向けたまましばらく立っていたが、振り向いてしかめっ面つらをした。

「ばーか」

　ジェシカはそう言い、段ボール箱を抱えて走り去っていった。




　　　　＊




「……天界の破は壊かいまで、あと四十分です」

　部屋の端はしでリサが言った。

　奈々を含む五人は動けない。解決策が見つからないまま時間だけを経過させていた。

　五人はお互いを牽けん制せいし合い、膠こう着ちやく状じよう態たいを作りだしていた。一見、共きよう闘とうする関係であるが、一皮剝むけば疑ぎ心しん暗あん鬼きがはびこる部屋の状じよう況きようだった。

　奈々は壁かべ際ぎわで思考を巡めぐらせていた。テスト説明ではレースのように思えたこのシステムだったが、競きそい合う要素は全くなかった。逆に先に進んだ駒ピースが死ぬ。

　奈々はもう一度状況を確かく認にんした。

　奈々が立っているラインのこちら側が天界。向こう側が魔ま界かい。魔界の向こうに扉があり、そこを目指すレースの形けい態たい。ただし、扉をくぐることができるのは先着四名。

　そして、扉のロックが外れるのは部屋の中央にいるサタン討とう伐ばつ後。サタンは剣で簡単に討伐可能だが、サタンを攻こう撃げきした駒ピースは死ぬことになる。その後、扉が開くので残った四人はゲームクリアとなるのだ。

　考えてみると、やはり競争の要素は全く存在しない。

　このゲームは、自分の力では解決できないシステム形けい態たいを取っているのではないか？

　それでも奈な々なはこのゲームの必勝法を考えた。最終的に扉をくぐるのだから、とにかく扉の前で待たい機きするべきなのではないか。剣を抜いて魔ま界かいに入り扉の前で待つ。しかし、誰だれかがサタンを倒さねば扉は開かないのだ。五人が扉の前で待機し膠こう着ちやくするだけとなる。そもそも、扉をくぐるのに急ぐ必要はない。誰かがサタンを倒した時点で、ゲームの勝者の四人が決定するのだから。

　では、誰かにサタンを倒してもらうしかない。しかし、その志願者が出ないからこそ、この膠着状態があるのだ。

　それでも、誰かがサタンを倒さねば、時間切れで全員が死ぬのだ……

「あの……話し合う必要があると思うんです……」

　沈ちん黙もくを破ったのはミドリだった。

「そうだね。こうして牽けん制せいし合っていても解決しないよね」

　キサラギがうなずく。

「話し合いで解決する問題ですか？」

　マリアは静かに立っている。

「でも、何もしないと時間だけがすり減るわ。このまま残り時間が削けずられると、私たちは全員死ぬ。それに、基本的に私たちは共きよう闘とうの立場を取ってる。話し合う必要はあるわ」

　奈々は話し合いに同意した。

「違う。これは誰かを蹴け落おとすものだ。共闘ではない」

　アズサが奈々に冷たい視線を向けた。

「じゃあどうするの？　この状じよう況きようをあんたはどう解決する？」

　奈々の言葉に、アズサが近寄ってきた。

「方法はある。例えば……おまえにサタンを倒すように強要する」

　アズサは奈々の胸ぐらを乱らん暴ぼうにつかんだ。他ほかの三人は沈黙していた。成り行きを見守っている。このまま奈々がサタンを討とう伐ばつすることを願っているかのように……。

　奈々は胸ぐらをつかまれたまま平へい然ぜんとアズサを睨にらみ返した。

「暴力は禁きん忌きだってリサは言ってなかった？　電でん撃げきでのたうち回るのはあんたよ」

「……試してみるか？」

「それに、私はどんなに強要されようともサタンを倒すことはないわ。それとも、がんばって私をサタンまで運んで斬きりつけさせる？　無理だわ。暴力で強要しても、サタンを斬りつけるのは本人の意思が必要だもの。それでも試してみるというなら、私もあんたに試してみるわよ」

　しばらくふたりは睨み合っていたが、アズサは奈々を突き飛ばすように手を離はなした。

　奈々はまくれてしまったシャツの裾すそを引っ張りながら首をすくめた。アズサはどすんと壁かべに寄り掛かり、こちらを威い嚇かくするような視線を向けた。

[image: ]

「……大丈夫ですか？」

　ミドリが奈な々なに囁ささやいたので、奈々は小さくうなずいた。安っぽい生地のため、シャツがでろんと伸びてしまい胸元があらわになってしまっている。最低だ。

「強要じゃあないんじゃない？」

　口を開いたのはキサラギだった。

「要するに、心の優やさしい誰だれかが志願する」

　その言葉に奈々は考えた。それが一番の問題解決方法なのだ。犠ぎ牲せいも志願者のたった一人ですむ最善の方法。

　でも……。奈々の胸がちくりと痛いたんだ。

　彼ならどう考えるだろうか。やはり、このような方法はよくないと言うだろうか。たぶんこう言うはずだ。全員で助かる方法を考えよう、と遼りよう一いちは言うはずだ。

　しかし、この状じよう況きようでそんな甘い思考をさらけ出すわけにはいかなかった。そんなズレた意見を出した瞬しゆん間かん、奈々は五人の中の弱者に成り下がる。この状況から脱出するためには、もっと冷れい酷こくな思考が必要だった。

「誰か──志願者はいないのですか？」

　マリアが視線を投げかけたが、返答は沈ちん黙もくだった。五人は視線を交わすだけで、自己犠牲を受け入れる駒ピースは存在しない。

「そんな優やさしい駒ピースは、プログラムで脱落してる、か」

　キサラギは首をすくめた。

「それほどの自己犠ぎ牲せいの精神は必要ないと思うわ。だって、時間切れでどうせ五人とも死ぬのよ」

　奈な々なは言った。残りはあと三十分程度だろう。

「どうせ死ぬなら、やってもいいってくらいの気持ちよね。ねえ、もう一回聞くけど、どっちにしろ死ぬなら、討とう伐ばつを志願してもいいってひとはいる？」

　キサラギが聞いたが、誰だれも答えなかった。

「当然ですね。どうせ死ぬならやってもいい、という考えは、タイムリミット寸前に発生するはずです。まだ時間が残ってるこの状じよう況きようで、その議ぎ論ろんは無む駄だですね」

　マリアは冷たく言った。

　五人の議論は空くう転てんしていた。問題解決の糸口すら見つからないまま無駄な時間が流れる。

「おまえは、志願する気はないのか？」

　アズサが視線を向けたのはミドリだった。

「……お断りします」

　ミドリは擦かすれた声で言った。

「くじはどうかな。ハズレを引いた駒ピースがサタンを討伐する」

　キサラギが意見した。

「無駄だと思うわ。実際ハズレくじを引いた駒ピースが実行するとは思えない。重要なのは、サタン討伐は本人の意思が必要だということ。くじの公平さも疑ぎ問もんがあるし、それはこの場を混こん乱らんさせるだけになるわ」

　奈々はキサラギの意見を却きやつ下かした。ハズレくじを引いた駒ピースが拒否した場合は、なす術すべはないのだ。その場合、混乱と禍か根こんだけが残ることになる。

　一回でも混乱した場合、もう一度議論のテーブルを設定することは不可能だ。残り少ない時間を慎しん重ちように使わねばならない。

「……じゃあ、もう一度聞くけど、志願者はいる？」

　キサラギが言ったが、誰も答えない。

　空から回まわり。議論の進展どころか、状況は悪化している。思考の時間が削けずり取られていく。

　そのとき、奈々は魔ま界かいエリアを見て顔をしかめた。

「え、どうしたんですか？」

「……動いてない？　あのサタン役の鎧よろい」

　奈々はミドリに言った。鎧がこちらに近づいているような気がしたのだ。

「あ、サタンは動いてますよ。天界に攻め込んでいるのですから。でも、ご安心を。サタンが到達する寸前に天界を破は壊かいします。天界のシステムは決して悪あく魔まに渡しません」

　部屋の端はしに立っていたリサが言った。

「……意味のないシステムね」

　制限時間が設定されているのだ。サタンが動くのはパフォーマンスにすぎない。それでも、じりじりとこちらに近づいてくるサタンは、五人の焦あせりを加速させる。

「どうせ死ぬのよ。だったら、志願してもいいんじゃない？」

　キサラギが両手を広げてアピールした。

「自分が志願する気はないのですか？」

　マリアが言った。

「私以外の志願者を募つのってるの」

　キサラギの言葉に、奈な々なは遼りよう一いちの部屋で読んだ本を思いだした。あの部屋では、夜は近所の図書館から借りてきた本を読んでいた。

　役に立たない本ばかり読んでいるな、と、彼は馬ば鹿かにしていた。

　思いだしたのは、第二次世界大戦の米軍歩兵マニュアル。敵への攻こう撃げきケースやサバイバル方法から空くう爆ばくへの対応。そして、塹ざん壕ごうに手しゆ榴りゆう弾だんが投げ込まれたときの対処方法などもあった。

　仲間が密みつ集しゆうした塹壕に手榴弾が投げ込まれれば、塹壕の中の味方は全ぜん滅めつする。それを防ぐには誰だれかがその手榴弾を自分の体で抱え込むようにして爆ばく発はつさせればいいとされていた。手榴弾を抱え込んだ兵士は挽肉ミンチになるが、他ほかの仲間の命は救えると。

　利り他た的なひとりの英えい雄ゆうによって、他の仲間が救えるのだ。

　基本的にその兵士は損はしていないのだ。どちらにしろ死んだのだから。結果からみれば、他の仲間は助かり、死んだ兵士も英雄になった。全すべてが得をしている状じよう況きよう。

　しかし、果たして手榴弾が爆発するまでの二、三秒で志願を決意できるだろうか。

　塹壕の兵士たちは、他の誰かが志願することを望んで、その二、三秒を経過させる……。

「実はサタンの心しん臓ぞうに剣を打ち込むと、剣が折れてしまうことは五大天使は知っていたのです。それでも、サタンの討とう伐ばつを果たしました」

　リサがそう言った。

「天使にはそんな自己犠ぎ牲せいの精神が必要だということ？」

　奈々の問いにリサは首を振った。

「いいえ、必要なのは結果です。サタンを倒した結果しか評価されないことを五大天使は知っていたのです。私たち天使も、この人間社会の中で結果しか求められていません。バグの討伐だけです。天使と人間の繫つながりはそれだけです」

「ねえ、その五大天使たちはどんな性格だったの？」

　キサラギがリサに聞いた。

「私たちの模も範はんとなるような立派な天使でした。任にん務むに忠実な機械マシーンのような……」

　伝説の五大天使は神々の道具のような存在だったのかもしれない。目的を達成するための機械。そして、リサのような天使たちもこの世界で道具であることを求められている。冷れい酷こくに目的だけを達成する機械として。

　奈な々なは思った。眉まゆ唾つばものの伝説だが、もしもその話が本当にあったとしたら、五大天使たちはどのような選せん択たくをしたのだろう。冷酷な天使たちは自己犠ぎ牲せいを選択したのか。

　奈々のこの状じよう況きようでは、その自己犠牲が確実に求められている。しかし、同時にその自己犠牲を否定していた。何故なぜなら自己犠牲の精神を持った駒ピースが脱落するからだ。矛む盾じゆんだ。行動をした駒ピースが脱落するというパラドックスレース。

　これは天使創そう造ぞうのテストであるはずだ。自己犠牲の優やさしい心を持った駒ピースを排除するのは理解できるが、自己犠牲を強要することは違うのでは？　誰だれかが犠牲にならなければ、全すべての駒ピースは死んでしまうのだ。だとしたら、これはテストではない。

　テストであるなら、他人の動向に運命を左右されない解決方法が存在するはずだ。

「五大天使は、天使に必要な理性と知性と身体能力を兼ね備えていました。……残り十分ですよ」

　サタンが迫ってきていた。天界の破は壊かいも間近だ。

「志願者は？」

　アズサが言ったが、誰にも反応はない。

「とにかく討とう伐ばつ役を決めるべきね。決め方は……じゃんけんとか」

　キサラギが意見する。

「じゃんけん、って、知りません」

　ミドリは震ふるえる声で言った。迫る死に怯おびえている。

「行き詰まったときに運命を決めるシステムよ。人間はじゃんけんの結果だけは、何故か遵じゆん守しゆするの」

「それでいいだろう」

　アズサが同意する。

「あんたは負けてもサタン討伐をする気がないわ。だから気軽に同意してる」

　奈々はアズサを指さし言った。

「おまえの予想だろ、それは」

　アズサが奈々を睨にらみつけた。

「じゃんけんで負けて志願する駒ピースがいるなら、すでに志願者が出ているでしょう」

　マリアが言った。

「……あのう、犠牲を出さずにサタンを倒すことを考えるべきだと思うんですけど」

　その案を出したのはミドリだった。人間的な発想をしたミドリは、他ほかから冷たい視線を向けられた。弱者の意見。

「そんな方法はないよ。剣とかサタンとか複ふく雑ざつにしているけど、このゲームは誰だれが犠ぎ牲せいになるかというだけのシンプルなもの」

　キサラギの言葉に、奈な々なに疑ぎ問もんが生じた。

　確かにシンプルなシステムなのだ。たったひと言で表現できるほどに。しかし、何故なぜこんなに複雑なセッティングをする？　この部屋もサタンも五つの剣も伝説も、なんだかラジオのノイズのようだった。雑音によって惑わされている。

　奈々の頭に転ころがる思考の小さなピース。

「もうすぐ天界を破は壊かいせねばなりません」

　リサが言った。

「時間がないんだって。それで聞くけど志願者は？」

　無反応の四人を見て、キサラギが両手を広げて不満をアピールした。ループする会話。ブンブンと気味の悪い羽虫が同じ場所を飛び回っているような会話の空から回まわり。

「どうせこのままだとみんな死ぬのよ。だったら、誰だれか手を上げてよ」

「あなたがやればどうです？」

　マリアがキサラギに言った。

「言っておくけど、私は志願して死ぬなら、志願しないで死ぬ」

「私も同じだ」

　壁かべに寄り掛かっていたアズサが言った。利り己こ的な五人の意見はまとまらない。不快な音を立てて空くう転てんする室内の思考。

　五人が五人とも、自分以外の誰かの志願を待つ状じよう態たい。確実に志願者は出ない、と、奈々は確信した。この待たい機き状態は正解ではない。では、正解はどこにある？

　サタンが天界エリアに迫ってくる。汗を搔かいていた。奈々の青いシャツが体にべったりと張りついている。死の恐きよう怖ふではなかった。ただ戻りたいと思った。もう一度あの部屋に……。

「五人死ぬより一人でしょ。シンプルな算数じゃない。誰かがやるべきだよ」

　キサラギが指で自分の首を切る仕草をした。

「黙だまって。そんなこと言っても意味がないわ。あんたの言葉は場を混乱させているだけ」

　奈々も焦じれていた。考えがまとまらない。

　マリアは壁かべ際ぎわで静かに立っている。彼女はタイムリミットを待つ選せん択たくをしている。時間内に志願者が出ることに賭かけている。一方ミドリはだらだらと汗を搔いていた。不安と恐怖を露ろ出しゆつさせていた。

　このまま待つしかないのか。行動はできない。サタンを倒した瞬しゆん間かんに死んでしまうのだ。サタンの心しん臓ぞうに突き刺した剣が折れて……ん？

　奈々は疑問を持った。何故そんな歪わい曲きよくな表現を使うのだ？　剣を折る必要はあるのか？　そして、そんな複雑な伝説をこの部屋で模も擬ぎする理由は……。

「あと三分程度。最後の呼びかけになるけど、サタンを倒してくれる天使はどこに？」

　キサラギの声。

「しつこいですね。焦あせらなくても時間切れの寸前に答えは……」

　マリアが言葉を止めた。ゆらっとアズサがこちらに歩いてきたのだ。

「……私がやる」

　アズサは言った。

「あんたが志願するの？」

　啞あ然ぜんとする奈な々なの前に、アズサが立った。

「志願じゃない。……志願を強要させる」

　身構える奈々に、アズサが拳こぶしを振りあげた。

　硬こう直ちよくする奈々は、空気を切るような拳のスイング音を聞いた。

「きゃっ！」

　壁かべに吹っ飛んだのはミドリだった。強きよう烈れつなアズサの打だ撃げきがミドリの腹部にヒットした。さらに、床に倒れてうめくミドリにアズサが歩み寄る。

「……何をする」

　奈々は乱れる呼吸を整えながら声を絞しぼりだした。

　アズサがミドリの首を絞しめあげた。宙に持ちあげられたミドリが足をばたつかせている。

「暴ぼう行こうは……」

「禁きん忌きは剣で攻こう撃げきすることだけだ。こうして志願を強要してはいけないとは言っていない。言葉の裏を読むことが正解だ」

　首を絞めあげられているミドリは、抗あらがいながらもゴホッと血を吐いた。そんな光景からリサは視線を逸そらしている。黙もく認にんだった。暴行は許きよ容ようされている……。

「志願するほうが楽だと思うまで続ける」

　奈々はそんなアズサを止めようとしたが、寸前で思いとどまった。キサラギもマリアも沈ちん黙もくしている。結果を見守っているのだ。ミドリを犠ぎ牲せいにしようとしている。

　思ったことがあった。奈々がミドリを助けたとしたら、次は奈々自身が志願を強要されるのではないか。そんなことを考え、奈々は目の前の吐き気のする光景をただ見つめた。

　呼吸困こん難なんに陥おちいっているミドリの体が痙けい攣れんし始めた。顔が真まっ赤かに充血している。

　これが解答だというのか？　このように相手を痛いためつけて行動を支配することが。

　胸が痛いたかった。しかし、これが生き物の本質なのではないか？　全すべての生命は他ほかの生命を犠牲にして生きている。それが嫌いやなら、今すぐ自分の命を絶てばいい。それこそ自己犠牲の精神だ。生きることを選せん択たくするのならば、目の前の残ざん虐ぎやくな光景も受け入れなければ……。

「……やめろ」

　奈々は言った。

「やめてどうする。それとも、おまえが志願するか？」

　アズサがミドリを絞しめあげたまま奈な々なを見た。

「私が志願する」

　奈々がはっきりと言った。

　首のロックを外されたミドリが、どすんと床に落ちた。

「大丈夫？」

　ミドリはゲホゲホと血混じりの息を吐いている。

「……奈々」

「心配しないで」

　奈々は、未いまだに立ちあがれずにいるミドリを撫なでてやった。

「時間がないぞ。やるなら早くしろ」

　アズサが顎あごでサタンの鎧よろいをアピールした。

「やるわ。他ほかは下がってて」

　奈々は、アズサたちを下がらせ、ひとり剣の前に向かった。未だに膝ひざをついているミドリだけが心配げに奈々を見ている。

「あと一分です」

　リサが言った。

　奈々は剣の前に立った。水の天使である奈々の剣は、青くカラーリングされたアクアソード。

　振り向くと、マリアとアズサの冷えた視線があった。早くサタンを討とう伐ばつしろ、という視線。

「……私はできれば五人が全すべて助かる方法を考えたかった。でも、どう考えても誰だれか一人が犠ぎ牲せいになる必要がある。私は、その現実を受け入れようと思う」

　奈々は振り返って言った。

「わかった奈々。それより時間が。私たちが扉をくぐる時間も考えて」

　キサラギが焦あせっていたが奈々は続けた。

「もしも、私以外の誰かが志願して助かった場合、同時にそれは私が殺したということ。直接手を下さなくても、沈ちん黙もくしていたのだからね。そんな考えを受け入れて、私が剣を取ることにしたの」

「あと三十秒」

　リサがちらりと奈々を見た。

　──早く。マリアがそう唇を動かした。

「早く斬きれ！」

　痺しびれを切らしたアズサが奈々に向かってきた。

「ええ、斬るわ」

　奈々は素早く剣を抜くと、一気に鎧の穴に突き刺した。

　ガキンと剣に衝しよう撃げきが走った。サタンの心しん臓ぞうを貫いた震しん動どうが剣を通して伝わってきた。

　同時に絶叫のようなサイレンが響ひびいた。サタンの断だん末まつ魔ま。

　サタン役の鎧よろいの赤い光が点てん滅めつしてから消える。サタン討とう伐ばつが成功したのだ。同時にボキンと鈍にぶい音が響いて、奈な々なの持っていた剣が真っ二つに折れた。サタンの心臓に突き刺さった剣は折れるのだ。伝説どおりの設定。そして、自分の剣を折った天使も……。

　ばたっとひとりが床に崩くずれた。

　続いてロックの外れる音。脱出の扉が開いたのだ。

　キサラギとマリアが剣を抜いて魔ま界かいエリアへと走っていく。

「……早く」

　奈々は、床にへたり込んだままのミドリの腕を取って立ちあがらせた。

「え……奈々？」

　ミドリが混こん濁だくした視線を奈々に向けた。

「いいから、剣を持って扉に走るのよ。あと十秒で天界が破は壊かいされるわ」

　奈々に言われ、よろめきながらもミドリは、自分の剣の黄色いサンダーソードを抜いて魔界エリアに走る。奈々もワイシャツを拾ひろってから剣の前に立ち、ここで初めて自分の剣であるアクアソードを抜いた。

　前方で、キサラギとマリアが扉を抜けるのが見えた。脱出の成功。

　奈々もミドリと共に魔界エリアを走り、残った扉に手をかける。

　扉をくぐる前に奈々は振り向いた。

　天界エリアで倒れるアズサが見えた。サタン討伐の代だい償しよう。

　サタンの心臓に刺さり、真っ二つに折れていたのはレッドカラーの剣。レッドのフレイムソードの持ち主は、炎の天使役のアズサなのだ。

「あなたのおかげよ。言葉の裏を読むって言われて気づいた。そう、リサは言っていなかった。他人の剣を使っていけないとはね」

　サタンを倒した天使が死ぬのではないのだ。サタンを倒した剣の持ち主が死ぬのだ。この複ふく雑ざつな状じよう況きよう設定は、真実を隠かくすためのノイズだったのだ。

「早く、奈々も」

　ミドリが奈々に言ってから扉をくぐった。

「謝あやまらないわ。私は受け入れる」

　奈々はアズサを一いち瞥べつしてから扉をくぐった。

「……カウントゼロ。天界が破壊されました。四つの駒ピースは次のステージへ」

　部屋にひとり残ったリサが言った。
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「サタン討とう伐ばつ後、生き残った四人の天使たちは人間界に落ち延のびる選せん択たくをしました。しかし、人間界に到達する前に様々な試し練れんがありました。

　まずは魔ま界かいからの追っ手の存在です。悪あく魔まの群れが天使たちに襲おそいかかります。

　傷つき疲ひ労ろうした四人の天使たちは、追っ手をかわすために二手に分かれることにしました。

　しかし、さらに試練は続きます。突とつ如じよ天使たちの周囲に濃こい霧きりが立ちこめたのです。二人となった天使は、人間界への道を見失ってしまいました。

　実はその霧は堕だ天てん使しの仕し業わざでした。その堕天使は、五大天使に嫉しつ妬としており、機き会かいを窺うかがっていたのです。同時に堕天使は、魔界に身を投じて暗黒の力を手に入れています。

　深い霧の中で迷う天使たち。二人の天使は、はぐれないように手を繫つなぎ、霧が晴れるのを待ちます。

　しかし天使たちは気づいていませんでした。堕天使が霧に紛まぎれて接近していることに……。

　サタンとの戦いで傷ついた天使たちは、果たして無事に霧から抜けだし、人間界に到達できるのでしょうか……」
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　ふわふわとしてくすぐったかった。

　いつも膝ひざを抱えて寝ねている出で窓まどとは違った感かん触しよく。なんだかずぶずぶと沈しずんでいきそうだった。

　こんな不安定な場所じゃ眠れない、と、言ったのを憶おぼえている。

「……おまえが、今日きようはベッドで寝るって言ったんだろうが」

　不満そうながらも、苦にが笑わらいを浮かべている遼りよう一いちの表情。

　奈な々なはベッドに体を埋うめながら、「はーあ」と息を吐いた。妙に天井が低く感じられる。

　遼一は出窓に寄り掛かるようにして、ベッドの上でもぞもぞとしている奈々に視線を向けている。

「ねえ、遼一はさあ、前にいつでも殺してくれって言ってたけど、今でもそう？　いつでも私に食べられてくれるの？」

　奈々は天井を見つめたまま聞いた。

「やだよ。あんな溶とけるような死に方なんてしたくない」

　遼一は首を振った。

「私が頼んでも？」

「どんなに可愛かわいく頼まれたって嫌いやだよ」

「……なによ」

　奈な々なはベッドの外に投げだしていた足のかかとで床をどすんと蹴けった。

「俺おれを食べたいのか？」

「でも、遼りよう一いちに選せん択たく権けんはないのよ。いざとなったら力ずくでやるわ……って、私のエリアに入ってこないでよ。こっち側は私の場所って決めたんでしょ」

　ベッド脇わきの冷蔵庫の扉を開けている遼一に気づいて、奈々はベッドに横になったまま蹴り飛ばした。

「ここは共用スペースじゃないのか？　蹴るなって」

「私のエリアにあるから冷蔵庫は私のもの。入ってこないで……あっ、ちょっとなにしてんの」

　奈々は、遼一につかまれた足の裏をくすぐられて、ベッドの上でじたばたと暴れた。

「ちょっとふざけないでよね……ププッ……やめなさいよ馬ば鹿か、あっあっ、やめて……」

　奈々はベッドの上でうつぶせになってバンバンと枕まくらを叩たたいた。調子に乗った遼一は、奈々の脇わき腹ばらまでくすぐっている。

「もうやめて……」

　いきなり反応が鈍にぶくなった奈々を見て、遼一はくすぐる手を止めた。

「どうした？」

「……入ってこないでよ、馬鹿」

　奈々はぎゅっと枕を抱きしめながらつぶやいた。そんな奈々の言葉に、遼一は出で窓まどの前に戻っていった。

「……なあ、奈々はなんで今まで食べなかった？」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、遼一が聞いてきた。

「……だって、なんだか胸がいっぱいなの」

「飯を食べすぎた？」

「今日きようはカロリーメイトを三箱しか食べてないのに、胸がいっぱいなの。ねえ、このもやもやした感じはなんなの？　人間的にはどう表現するの？」

「……胸焼け？」

「違うのよ馬鹿、そうじゃない。なんていうか、胸に鉄アレイを載のせられたっていうか入ってるっていうか、でも触さわってみたら柔やわらかいの。胸の奥のほうが熱あつくなっちゃって、いくら冷たい水を飲んでも冷えないの。仕方がないから、ため息を吐いて温度調節をする感じ。でも、そんなに嫌いやな感じじゃないのよね」

　奈々は仰あお向むけになって大きくため息を吐いた。

「……ねえ、これって恋なのかな？」

　奈な々なが言うと、遼りよう一いちは呆あきれたように笑った。

「恋れん愛あいもしたことないのに、恋する気持ちが理解できるのか？」

「恋する女の子は、そんな症状が出るって、クラスの女の子が話してた」

「奈々が恋とか愛とかは、まだ早いんじゃないか？　それとも、クラスメイトに気になる男子とかいるのか？　目が合うと胸が熱あつくなったり」

「……クラスメイトじゃないと思う。もしかしたら、リチャード・ギアかも。ほら、この前映画を観に行ったじゃない。ＳＦアクションを観たかったけど、時間が合わなかったからしょうがなくリチャード・ギアが主演の恋愛映画を観たでしょ。中年女性が観るような感じのだったけど、思ったより面白かったよね。あれが原因かな……」

「女性向けの恋愛映画って、最終的にどっちかが死んだりするよな。作中で結婚することになったら、現実に引き戻されるからだろうな。現実の結婚の辛つらさを経験したような女の人が観に来るわけだし」

「……そんなことは聞いていないわ。私のこの胸の圧迫感についてディスカッションしているんでしょ」

　奈々の言葉に、遼一は少しだけ真面目まじめな顔をした。

「もしかしたら成長してるのかもな。ほら、なんていうか胸が膨ふくらむのって中高生あたりだろ。二次性せい徴ちようってやつかな」

「……え、大きくなるの？」

　美み穂ほに相談して、大きめのブラジャーを買いに行かなければと考えた。胸の大きさは、今よりちょっぴり大きいくらいでいいと思った。あまり大きすぎると動きづらそうだ……。
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　このあと、遼一とどんな話をしたのか思いだせない。なんでベッドに寝ねることになったのかも思いだせなかった。あの生活は遙はるか遠くにあるかのようにぼやけていた。

　まるで濃こい霧きりに囲まれているように……。

　目を開けると、そこは冷たいコンクリートの部屋だった。

　奈々は、その四畳じようほどの部屋の隅すみで膝ひざを抱えていた。いつの間にか眠ってしまったようだ。

　あの扉をくぐってこの部屋に来たのだ。しかし、扉のこちら側は人間界とは思えなかった。

　第一のテストをクリアし、タイムリミットギリギリで扉をくぐった四人は、それぞれ別れ別れになった。奈々が開けた扉の向こうは薄うす暗ぐらい通路が伸びていただけだった。

『剣と衣い装しようをここに置いてください』

　壁かべにそう書かれていたので、奈々は指示に従った。青いシャツを脱ぎ捨て、再びワイシャツ姿になった。そのまま通路を進むと扉に突き当たり、その中がこの小部屋だったのだ。

　部屋にはもうひとつ扉がついていたが、固く閉ざされていたため、奈な々なはこの部屋で待たい機きしていた。

　シンプルな部屋だったが、壁かべに大きな鏡がついている。なんのためにあるのかはわからない。立ちあがって鏡を覗のぞきこむ。こんな状じよう況きようでも変化のない自分の顔。なんだか、すこし冷たくなったような気がした。笑ってみようと思ったが、上手うまく表情を作れない。

　そんなとき、鏡の横のフックにぶら下がっているポーチが目に入った。小さなグレーのポーチは、部屋に入ってきたときにはなかったものだ。いつの間に……。

　ポーチを開けてみると、中にはヘアブラシと青いヘアゴムが入っていた。折りたたまれた紙も入っていたので広げてみる。

『人間界に逃げるあなたに、魔ま界かいからの追っ手が迫ります。水の天使のあなたは、追っ手をかわすために青いコスチュームも脱ぎ捨てました。

　逃げるにあたって長い髪かみが邪じや魔まですね。変へん装そうも兼ねて髪型を変えましょう。ポニーテールとかどうですか？　もうすぐ人間界です。人間の髪型をまねる必要もありますから……』

　紙にはそう書かれていた。

　奈々はしばらく思案していたが、鏡に向かい髪をとかし始めた。髪型に詳しくはなかったが、ポニーテールはたまにしていた。美み穂ほが奈々の髪型を作るのが好きだった。彼女は楽しそうに奈々の世話をしてくれていたことを思いだした。

　奈々は絡み合った髪をとかすと、ゴムを口にくわえて長い髪を一本にまとめた。自分でやると美穂がやってくれるように上手くいかなかったが、なんとか髪を結ぶことができた。

　首を傾かしげると、ぴょこんと結んだ髪が揺れるのが見えた。

　カチンと音が聞こえた。

　扉からだった。奈々がドアノブに手をかけると、ロックの外れた扉が開いた。

　扉の向こう側は、また直線通路が延びている。

　ぺたぺたと奈々の足音が通路に響ひびく。扉に突き当たると、文字が表記されているのが見えた。




　Second trial（第二関門）




　奈々は扉を開けて目を瞬まばたいた。

「奈々？」

　部屋の中に、すでに人影があった。

「……ミドリ」

　床に座り込でいたミドリが立ちあがった。

「よかった。ちょっと怖こわくて……」

　下着姿のミドリが近寄ってきた。

「どうなってるの？」

　奈な々なはミドリに寄り添そいながら聞いた。

「いえ、わかりません。私もさっきここに来たばかりで……」

　蛍けい光こう灯とうの冷たい光に照らされたコンクリートの部屋。奈々が通う学校の教室くらいの広さだろうか。

　目に留とまったのは正面の五つの扉だった。正面の壁かべに等とう間かん隔かくに五つの扉が設置されている。それだけの室内。他ほかには何もない。ここで二つ目のテストが行われるのか？

「鍵かぎは開かなかったんです」

　ミドリが眼鏡めがねに指を添えながら言った。

　奈々は入ってきた扉に手をかけたが、やはりすでに鍵がかかっている。ミドリが入ってきた扉も同様だった。再び密室。

「他の人たちはまだなんでしょうか……」

「わからない」

　奈々は質問に答えながら正面の壁に近づいた。

　鉄製の重じゆう厚こうな五つの扉。ノブを引いてみたが開く気配はない。まるで牢ろう獄ごくの扉のようだ。

　一番気になったのが、扉に書かれている数字だった。それぞれの扉にローマ数字が表記されているのだ。左からⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、と並んでいた。

　何を意味しているのだろうか。

　[image: ]

　奈々は扉を拳こぶしで叩たたいてみたが、分厚い鉄扉はびくともしなかった。

「……どうしましょうか」

　ミドリが心配げに見つめている。

「待たい機きするしかないわ」

　奈々は、部屋の壁を背にして座り込んだ。なんだか待機状じよう態たいが多いような気がする。人間社会に派は遣けんされた天使たちの仕事の大半は待機だというが、そんな状態を再現しているのだろうか。

「あのう、隣となりに座っていいですか？」

　ミドリは、奈々がうなずくのを確かく認にんしてから隣に座った。

「ありがとうございました」

「ん？」

「助けてくれました」

　ミドリが抱える足の膝ひざに顎あごを載のせて奈な々なを見つめている。

「……あれは、私が生き残るためにやったの。お礼を言われることじゃないわ」

「それでも、結果的に助けてくれました。うれしかったです」

「でもさ、結果的にあのひとりを犠ぎ牲せいにしたわ。私が処分した」

「……奈々は悪くないです。悪いのは、このテストだと思います。いくら世界の秩ちつ序じよを守る天使創そう造ぞうの通過儀礼イニシエーシヨンだとしても、こんなことをやるなんてひどいと思います」

「そうよね。悪いのはテストよね」

　奈々はそう思い込み、冷れい酷こくな自分を慰なぐさめた。あれは自然な行動なのだ。あの状じよう態たいで、ああするしか方法がなかった。

　迷路を走らされるマウスのように、ただ壁かべを辿たどってゴールを見つけただけ。迷路のマウスは一見複ふく雑ざつなルートを辿っているように見えるが、ただ走っただけなのだ。複雑なのは迷路の形状でマウスの知能ではない。同じく、残ざん酷こくなのは奈々ではなくこのテストなのだ。

「ミドリは大丈夫？」

　奈々はそっとミドリの首筋に手を添そえた。彼女の首にくっきりと残る赤いアザは、痛みを感じさせつつも、なんだかぞくりとするほど綺き麗れいだった。

「奈々こそ、口が切れてます」

　ミドリが奈々の唇に指を添えてから、ぺろりと血を舐なめた。

「唇が乾きすぎて、切れちゃったの」

「お水、飲みます？」

　ミドリが差しだしたペットボトルには、少ししか水が残っていない。

「……じゃあ、少しだけ飲むわね」

「全部飲んでいいですよ」

「ちょっと押さないで……けぷっ、あっ、こぼれちゃった」

　ミドリが奈々に全部飲ませようとペットボトルを押しつけるので、残りの水が全部ワイシャツにこぼれてしまった。

「あーあ」

　ふたりは顔を見合わせて小さく笑った。まだ自然に笑える。そう思って安あん堵どした。

　そのまま、ふたりは身を寄せ合って待ち続けた。二番目のテストはいつ始まるのか……。

　奈々とミドリは何気なく会話を交わした。好きな食べ物や女優について。シャンプーのメーカーはどれがいいかと意見を交わし、ペットを飼うなら何がいいかと議ぎ論ろんした。

「そういえば、奈々は髪型を変えたんですか？」

　ミドリが奈な々なのポニーテールに軽く触ふれた。

「……うん」

　ミドリは元からの三つ編あみのままだ。髪かみ型がたを変えろとの指示がなかったのだろうか。なんらかの変更があったのか、それとも指示があったのは奈々だけなのか。

「似合ってますよ」

「ありがとう」

　ミドリが微笑ほほえんだので、奈々はお礼だけを言った。

「知ってます？　七月七日ってポニーテールの日なんですよ。七夕たなばたの織おり姫ひめがこの髪型だったからですって」

「ポニーテール大賞とかもあるわよ。過去の受賞者は歌手だと宇う多た田だヒカルとか倉くら木き麻ま衣い。他ほかは涼すず宮みやハルヒ、宮みや里ざと藍あいとかも受賞してたかな。来年は私も取れないかなあ。たまにこの髪型にすると、クラスの女の子が奈々は可愛かわいいねえ、って褒ほめてくれるの」

　奈々は髪を撫なでながら言った。

「クラスってなんですか？」

「高校のクラスのこと。宿主の妹設定で配られたからね。結構クラスで人気者なの。でもね、クラスにもう一人ナナっていう名前の女の子がいるから、私のニックネームを作ろうってことになったの。体が小さいからロクって呼ぼうって決まったんだけど、びっくりするくらい浸しん透とうしなかったのよね。だからクラスメイトは、それぞれセブンとかチーとか奈々たんとか好き勝手に呼んでるの」

　そんな奈々を見て、ミドリは首を傾かしげる仕草をした。

「……ミドリは行かなかった？」

「私はずっと部屋の中で過ごしてて……。本を読んだりテレビを見たりするくらいでした」

「宿主とどんな暮らしをしてたの？　社会生活のマナーとか教えてくれた？」

　奈々が聞くと、ミドリは少しだけ視線を落とした。

「やっぱり、トランクを開けて驚おどろいていた？」

　奈々はトランクが開かれたときのことを思いだした。ぼんやりとした記き憶おくだったが、トランクを開けた遼りよう一いちが目を丸くしていたのを憶おぼえている。奈々にとって最初に見た人間。

「……いえ、驚いてはいませんでした。説明を受けたらしいですし、あと、天使の特とく殊しゆ能力の影えい響きようで事実を受け入れていましたよ」

　そうだ、奈々が遼一の元に配られたのはトラブルからだったのだ。トランクを持ったリサが、バグに襲おそわれなければ、奈々は別の宿主の元に配られたはずだった。

「最初は普通に部屋で過ごしてました。つけっぱなしのテレビなどで言葉を学習しました。あとは本や漫画を読んだりして……」

　詳しく聞くと、ミドリが体験したプログラムは、奈々のプログラムとルールに違いがあった。全すべて同じ内容でプログラムを行うわけではないようだ。

「と言っても、私はプログラムの本線を経験したわけじゃないですけど。あの部屋の中から出ることなく、宿主を食べましたから」

「食べたとき、どうだった？　どんなきっかけで食べたの？」

　奈な々なが聞くと、ミドリの表情が強こわばった。

「……生活が続くうちに、だんだんと彼の前では血流が乱れ発汗し、体が震ふるえるようになったんです」

「私も血流が乱れて発汗して胸がいっぱいになるときがあったわ」

　遼りよう一いちといるとき、ふと体調変化が起こるときがあった。原因不明の変化……。

「今なら、その原因がわかります。人間の感情で表現すると怖こわかったんです。私はそんな恐きよう怖ふという感情だけは理解できます。それで、あるとき私は、その恐怖から逃れるために宿主を殺しました。反射的に首に嚙かみついて……」

　ミドリは偶然天使となる条件を満たしたのだ。思考し解答を導きだしたわけではなく本能的に。本来なら自然な行動なのだ。しかし、天使として社会の秩ちつ序じよを守るには、理性に管理された行動が必要となる。

「今でも、私は人間への恐怖という感情だけは持ってるような気がします」

　奈々は第一ステージを回想した。ミドリは、生き残りを目指したというより、死という恐怖から逃れるために行動していたのかもしれない。

　天使にもっとも必要されないとされる感情。天使は機械でなければならない。だから、ミドリはこうして危険なテストを受けさせられているのかもしれない。奈々も同じく。

　感情を持っていると、バグになる可能性が高いのだろうか。バグを倒すよりバグを作らない、とのリサの言葉を思いだした。

「奈々のプログラムを聞きたいです」

　元の表情に戻ったミドリが奈々を見た。感情の切り替えは早いようだ。少しだけ微笑ほほえんでいるかのような、ミドリのベースの表情。

「私もプログラムはギリギリだったかな。それで、プログラムをやりながら学校に行ったり、東京を逃げ回ったり。ゲームの駒ピース扱いされて最低だったわ」

　血に濡ぬれたプログラム。こうしてプログラムに勝ち抜いたことは、他ほかの駒ピースを蹴け落おとしたということだ。先ほどの第一ステージのテストのように、他人を犠ぎ牲せいにして生きている。

「宿主の人間はどうでした？」

「喧けん嘩かばっかりしてたわ。学校では近づくなとか、にんじんを残すなとか、読んだ本をしまえとか口うるさいの。あいつも悪いところがあるのよ。男のくせに異様にシャワーが長いの。何やってると思ったら、ただ右肩にシャワーを当ててボーッとしてるらしいのよね。他にも三菱銀行のＡＴＭの声が一番綺き麗れいだとか訳わからないこと言って遠くのＡＴＭに行くし、私が非常用に持ち歩いているカロリーメイトを鈴すず木きさんちのペスに勝手にあげちゃったりする」

　奈な々なは常にカロリーメイトを一箱持ち歩いている。いつでもカロリー補ほ給きゆうができるという理由と、パッケージも綺き麗れいなので持っているだけで楽しい気分になるからだ。

「もしかして、まだ生きているんですか？」

　ミドリがじっと見つめている。

「……食べたわ。ある日のこと、私が邪じや魔まになったのか、夜の誰だれもいないプールに沈しずめようとしたの。きっと、私が泳げないことを知っていたのね。でも、私は必死で抵抗して嚙かみついてやったの」

「ひどい宿主です」

　ミドリがぶるっと体を震ふるわせた。

「ねえミドリ。宿主を食べたときどんな感じだった？」

　奈々は話題を逸そらした。

「体に力がみなぎる感じで、気持ちよかったです。きっと、食べたことで私という存在が完成したかのような……」

　微笑ほほえむミドリを見て思った。やはり、駒ピースとして自然な行動は宿主を食べることなのだ。食べることでシステムが完成する。奈々の状じよう態たいは不完全だということだ。奈々という欠けつ陥かん品ひん。

　あのとき、食べるべきだったのだろうか。

　それが生命として自然な行動だったのかもしれない。それを受け入れなかったため、奈々はこんな場所で苦しんでいるのだ。せめて、苦しむ心がなかったら……。

「大丈夫です？　震えてます」

「……寒い」

　奈々が言うと、ミドリが奈々を抱きしめた。ふたりはそのまま、抱き合って過ごした。

　家に帰りたいと思った。もう一度あの部屋に戻りたい。それが駄だ目めならやり直したかった。もう一度トランクから出るところからやり直すのだ……

「それでは、二つ目の課題を始めます」

　顔を上げると、いつの間にか目の前にリサが立っていた。

　奈々とミドリは抱き合ったままリサを見つめた。

「……もうやめたいです」

　ミドリがつぶやいた。

「がんばってください。テストをクリアすればいいのです」

　リサはミドリに微笑みかけた。

「確かに私たちは不完全かもしれない。でも、こんなやり方はひどすぎるわ。あなたたち天使は傲ごう慢まんすぎる。私たちのような弱い存在に対して、もっと別のやり方を考えなかったの？」

　奈々は立ちあがってリサを睨にらんだ。

「ですから、私に言われても……困ります」

　リサは奈な々なの視線に首を振った。

「人間を守る前に、弱い仲間を守るべきなのでは？」

「言っていることは理解できます。しかし、従っていただくしかないのです。ただし、ひとつだけ言わせていただけるのなら……弱さは正義ではないということです。特に人間は弱者であることを振りかざし権利をアピールしたがりますが、本来なら弱さは悪です。それが自然の摂せつ理りなのですよ」

　リサは冷たく言った。

　奈な々なは諦あきらめ気持ちを切り替えた。言葉では駄だ目めなのだ。行動でこの状じよう況きようを切り抜けるしか方法はない。隣となりを見ると、ミドリも立ちあがっていた。やはり人間とは違い、精神の立て直しが早かった。

「それでは、テスト内容の説明をいたします。その前にどうぞ」

　リサは二つのジュラルミンケースを床に置いた。

「もう二人は？」

　キサラギとマリアは合流しないままテストを始めるのか。

「第二ステージは、二組に分かれて別の場所で行うのです。四人となった五大天使は、追っ手をかわすために二手に分かれたのです」

　まだ天使の伝説を引きずっているようだ。とにかく、テストの第二ステージは、奈々とミドリで行うことがわかった。

　ということは、奈々とミドリで争うことになるのか……。

　ふたりが複ふく雑ざつな視線を交わす中、リサが口を開いた。

「ご安心ください。第二ステージは協力できる内容ですから。第一ステージは一人の脱落が決まっていましたが、今回はそんな制約はありません。二人抜けも可能でしょう」

　その言葉に、ミドリは表情を緩ゆるめたが、奈々は信用しなかった。所しよ詮せん上うわっ面つらの言葉だ。

　奈々は少しだけ迷ってから床に置かれたケースを手に取った。それを開けて顔をしかめる。中に入っていたのは……。

「……拳けん銃じゆうですかね」

　ケースを開けたミドリも不ふ審しんげな顔をしている。

　ケースの内側は赤いクッション張りで、その中に拳銃らしきものが埋うもれている。拳銃と弾だん丸がんが一発だけ。

「もちろん本物ではありません。どうぞ手に取ってください」

　リサに促うながされ、奈々はその拳銃を取りだした。

「Ｓ＆Ｗスミスアンドウエツソンだっけ？」

　銃器マニュアルで見たことがある拳銃だ。映画にも漫画にも重要な役割を担になう拳銃に興味があったので、遼りよう一いちにねだって銃器の雑誌をいくつか買ってもらっていた。できればモデルガンもほしかったのだが、それは却下されてしまった。

「よく知ってますね。Ｓ＆Ｗの M686Plus を改造したものです。たまたまその型が手に入ったので改造したのです。回転式リボルバーの拳けん銃じゆうです」

　シリンダーという弾だん倉そうが回転するタイプの拳銃だ。図書館の本で読んだ銃器マニュアルで見た形状と同じ。『ゴルゴ13』という漫画を読んだことがあるが、その主人公もＳ＆Ｗのリボルバーを使っていた。

　シリンダーを回転させるリボルバーは、日本の警察官も標ひよう準じゆん装そう備びしている。『ゴルゴ13』の主人公が言うには、リボルバータイプの利点は、作動不良の可能性の低さと、頑がん丈じよう故ゆえに大きく強い弾たまを撃うつことができる点らしい。超一流のプロが言うのだから間違いはないだろう。

　奈な々なは冷たい鉄製の拳銃を確かく認にんした。シルバーにカラーリングされたそれはずしりと重量を感じた。人間が人間を撃つためにある武器。

　シリンダーを見ると弾を入れる穴が七つあった。

「Ｓ＆ＷのM686 は装弾数が六じゃなかった？」

「M686Plus、通称マグナムプラスは七発です」

「そっか、シリンダーに強化ステンレスを使って七発に増やしたやつがあったわよね」

　奈々は言葉を止めた。どんな拳銃だろうと関係ないことだった。問題はテストの内容だ。

「第二ステージのテスト内容をシンプルに表現すると、ロシアンルーレット、です。知ってますか？」

　奈々は顔をしかめた。そんな運だけのテストを行うというのか。

「なんですか、それ？」

　ミドリがぽかんとしている。

「昔の映画なんかでよく見るわよ。こうして拳銃のシリンダーを回して、頭につけるの」

　奈々はカラカラとシリンダーを回してから、自分の頭に銃口を向けた。

「そして引き金を引く。弾丸が入っていなかったらセーフ。入っていたら──ゲームオーバー」

「な、なんでそんなことするんですか？」

「さあ。じゃんけんみたいなものじゃない？」

　映画や漫画でよく見るシーン。そして、そのロシアンルーレットというゲームは、一人ではやらなかった。二人で交互に撃ち合い決けつ闘とうする……。ロシアンルーレットとは、生き残った勝者を決定するシステムなのだ。

　まさか、奈々とミドリでロシアンルーレットを行えというのか。

「ただし、拳銃でロシアンルーレットを行うのではありません。あの扉でロシアンルーレットを行います」

　リサが指さしたのは五つの扉だった。あのローマ数字の表記された扉。

　扉でロシアンルーレットとは、どういうことだ？

「崩ほう壊かいした天界から人間界に落ち延のびることを決意したあなた方。しかし、現在のあなた方は迷っています。人間界への道を見失っているのです。そして、人間界への道は、あの五つの扉のどれかひとつにあるのです」

　リサが扉の設置された壁かべに近づいた。

　人間界への道……。出口の扉をくぐればあの街に帰れるのだろうか。真まっ青さおな海も一面の星空もない街だったが、それでも戻りたかった。その場所にいては気づかないのに、何故なぜ遠く離はなれるとキラキラと輝かがやくのだろう。そばにいるときは、その重要さに気づけないのだ。

「ただし、あなた方を妨ぼう害がいする存在もいます。それは堕だ天てん使しの存在です。五大天使に強きよう烈れつな嫉しつ妬とを燃やしており、こんな機き会かいを窺うかがっていたのです。もともと、サタンを天界に誘ゆう導どうしたのも、その堕天使だと言われています。堕天使は魔ま界かいの暗黒面に堕おち、強大な力を得た代だい償しように、自我を崩ほう壊かいさせてしまいました。どす黒い炎のような感情に突き動かされる存在です……」

　ミドリがぞくっと体を震ふるわせた。

　未いまだに奈な々なたちが五大天使役を設定されているように、その堕天使役も存在するはずだ。そして、その堕天使を利用したロシアンルーレットとは……。奈々は五つの扉を凝ぎよう視しした。

「そうです。この五つの扉のどれかに堕天使が潜ひそんでいます」

　リサが、扉を警けい戒かいする奈々に言った。

「堕天使役は誰だれ？」

「今回の堕天使役は、あなた方は見たことがあると思いますよ」

「私たちが知ってる人っていうこと？」

　奈々は眉まゆをひそめた。奈々の知っている救済者セーバー関係は限られている。

「画面越ごしに見たことがある程度、ですかね。プログラムのときにＤＶＤを観たことを憶おぼえていますか？」

　プログラム中のＤＶＤ？　プログラムを終えてからなら、遼りよう一いちとＤＶＤをいくつか観たことはあった。温泉旅行やアクアリウム、ロッククライミングなどのＤＶＤ。プログラム中と限定すると、どうだろうか。

　奈々はあることを思いだして目を見開いた。そうだ、リサに見せられたＤＶＤがある。それは……

「そうです、バグを映したＤＶＤ映像を見せましたよね。五つの扉のどれかに、そのバグが潜んでいるのです」

　奈々はＤＶＤの映像を再生したときのことを思いだした。バグに嚙かみつかれた男性の目や口から血が垂れ流されるシーン。バグに食われる人間の残ざん酷こくな映像。

「バグは……私たちも食べるっていうこと？」

　奈な々なの着たワイシャツが汗でべっとりと肌に張りついていた。

「バグが食べるのは人間だけです。あなた方は免めん疫えきがあるので、あの人間のようになることはありません」

　奈々の隣となりでは、ミドリが体を震ふるわせている。恐きよう怖ふに支配される少女の姿。

「大丈夫よ、食べられはしないんだから」

　奈々はミドリの体を抱きしめてやった。

「ただし、バグは混こん乱らんしています。あなた方が人間でないとは気づかないでしょう。目の前の動くものを攻こう撃げきするだけの存在と化してます」

　混乱したバグとの戦いが行われた場合、とりあえず数ではこちらに利がある。

「個人的な私の意見となりますが、単純にあなた方とバグが戦った場合、三十秒でしょうね」

　リサは指を三本立てた。

「──三十秒でふたりとも殺されるでしょう」

　それが現実だろう。第一ステージでアズサに一方的に暴ぼう行こうを受けたミドリ。そして、宿主を食べていない奈々。このふたりは、あまりに戦せん闘とう向きではなかった。

「それに、駒ピースサイドにはさらにハンデがあります。バグと戦うことになった場合、手足のロックがかかります。プログラムのときと同様です」

　奈々はどきりとした。手足のロック。両手両足の鉄の輪がお互いにくっつき、手足の自由を奪うばうのだ。そんな状じよう態たいになったら、戦うどころか逃げることもできない。ジャンプして移動するのが精一杯なのだ。

　結論として、バグと戦うことになったら、その時点でゲームエンドとなる。

「状じよう況きようは理解したわ。で、説明を続けて」

　奈々はミドリを抱きしめながら言った。この説明は、あくまでも失敗の罰ばつ則そくだ。バグとの対決はテストクリアの本線ではない。

「もちろん、バグの対処方法は存在します。それは、その拳けん銃じゆうです。その拳銃でバグを撃うつことができるのです」

　奈々とミドリは手に持った拳銃を見た。バグに対抗する武器。

「要するに、これはあなた方の武器です。第一ステージは剣でしたが、第二ステージは銃です。五大天使の持つ武器は、状況に応じて形を変えることができたのです」

「伝説でも天使が拳銃を扱ったっていうの？」

　奈々は呆あきれて言った。

「もちろん弾たまが発射されるわけではありません。拳銃はイメージだと思っていただいて結構です。弾だん丸がんを発射するかわりに、バグに電気ショックを与えることができるのです。バグの手足には鉄の輪が装そう着ちやくされており、そこから電気ショックが与えられます」

「どの程度の電気ショック？」

「電気ショックは、プログラム程度の強さです。あなた方も一回は経験しましたよね」

　奈な々なはあのときのショックを思いだした。全身の筋肉が痙けい攣れんし体が自由に動かなくなる強きよう烈れつなダメージ。しかしバグに通じるのか。

「基本的にバグも電気ショックに弱いです。あなた方と同じ程度に効きます。ただ、連発しても死ぬほどまでダメージは与えられませんが」

　少しずつルールが理解できてきた。扉のひとつが出口と繫つながっている。また、どこかにバグが潜ひそんでいる。出口探しの過か程ていで間違えてバグの扉を開けてしまった場合、この拳けん銃じゆうで対処する。

　しかし、そこまで考えて、違和感を憶おぼえた。このルールにゲーム性は全まつたくない。第一ステージの難なん易い度どと比べると、あまりにソフトすぎる。

「それでは拳銃の使用方法をお教えします。まず、シリンダーを見てください。……こうして左サイドに振り出すことができます」

　リサがミドリの拳銃を手に取り、スイッチを押してシリンダーをスイングアウトした。レンコンの断面のような弾だん倉そう。シリンダーには七つの穴が開いている。全すべて弾丸を装そう塡てんし、連続して撃うったら七発撃てるということだ。

「この一発の弾丸をどこかの穴に入れることになります」

　リサは弾丸を手のひらで転ころがした。

　奈々はあることに気づいた。シリンダーの七つの穴の脇わきに、それぞれ番号が振ってある。ⅠからⅦまでのローマ数字。

「簡単に説明します。例えば、バグがⅠの扉から出てくると予想した場合、弾丸もⅠにセットするのです。ちなみに弾丸のセットは自分の拳銃しかできませんので、各自で操作してください」

　リサはシリンダーのⅠの穴に弾丸を入れると、カチリと拳銃をセットした。

「……そしてこうです」

　リサは拳銃の引き金を引いて「バーン」と言った。

「ちなみに自動的にシリンダーが回転することはないので攻こう撃げきに回数制限はありません。実際に弾丸が発射されるわけではなく、電撃装置が作動するということです。弾丸がスイッチになっているのです。ただし、一回弾たまを込めたら変更はできませんので慎しん重ちように」

　やっと数字の意味がわかった。扉と弾丸の数字はリンクしているのだ。ただ撃てばいいのではなく、数字を合わせないと武器としての効果がないのだ。

　そのとき、奈々は思った。扉は誰だれが開けるのだ？　たとえ数字を合わせたとしても、開けた瞬しゆん間かんにバグに襲おそわれては対処方法がない。例えば、ひとりが扉を開け、もうひとりが拳銃を構えたとする。危険なのは扉を開ける側だ。

　いや、それでも拳銃のナンバーを合わせた扉を開ける場合はいい。問題はナンバーを合わせていない扉を開けるときだ。どちらが開けるかで争いが起こらないか。

「時間がくると、ナンバーⅠの扉から順に自動的に開いていくのです」

　リサはそう言い、奈な々なの心配をあっさりと覆くつがえした。扉は自動的に開くのなら、離はなれて待たい機きできる。問題はなかった。

「どれかが出口です。そして、どれかにバグが潜ひそんでいます……」

　リサは説明を続ける。バグを回かい避ひして出口を探すシンプルなゲームだった。

　これから一時間後にⅠの扉から自動的に開く。続いてⅡの扉が開く。

　奈々とミドリは、どの扉にバグがいるか予想しなければならない。そうして、バグをやり過ごしたのち、出口から脱出する。

「……バグを確かく認にんしてから弾だん丸がんをセットするのはどうでしょう」

　説明を聞いたミドリが奈々に言った。

「拳けん銃じゆうのセットはⅠの扉が開く前に行います。扉が開いてからではセットはできません」

　リサが首を振った。

「そして、当然、出口とバグの扉はお教えできません。質問も受け付けません」

　一時間後にⅠの扉が開き、続いてⅡの扉が開くのは五分後。五分間かん隔かくで開いていくようだ。

「扉の向こうの出口を見つけたら、中に入って扉をロックします。そうすれば、バグの追走を振り切ることができます。どうです、シンプルなシステムでしょう」

　横を向くと、ミドリは怯おびえた様子ながらも、少しだけ表情を弛し緩かんさせていた。ふたりはずっと考えていたのだ。もしかしたら、第二ステージも勝ち抜き戦ではないかと。どちらかを振り落として生き残るゲームではないかと。

　しかし、その最悪の事じ態たいだけは回避できた。今回は死ぬも生きるもふたりでなのだ。ふたりで協力できるのだ。第一ステージのような他人を蹴け落おとすテストを続けられたら、奈々の心は真っ白に凍りつくことになる。機械のような冷れい酷こくな天使に……。

「五分の二ですね」

　ミドリが扉を見ながら言った。

　確かに五分の二の確率だ。五つの扉と二つの拳銃。奈々とミドリで別の数字にセットすればいいのだ。と、考えて、本当に確率の問題だろうか、と思った。このテストには別の要素が入る余地はないか。

「ねえミドリ。確実にバグの方が小さな数字に潜んでいるわ。だって、Ⅰから順に開いていくのよ。先に出口が見つかったら、私たちはノーリスクでこのステージを突破できる」

　出口がⅠの扉の向こうにあった場合、なんの危険もなくステージクリアだ。だとしたら、出口が出現する前に、必ずバグは登場する。

「だから、Ⅴの扉にバグは潜ひそんでないってこと。だって、出口より先に出す必要があるもの」

　でなければ、ゲームは成立しない。

「確かにそうです」

　だとしたら、四つの扉に対して二つの拳けん銃じゆう。確率二分の一になる。生存確率五〇パーセント。

「バグの配置はランダムなの？」

「配置についての質問にはお答えできません」

　リサは首を振った。

「扉の向こうが出口だってことは、ちゃんとわかるようになってる？」

「はい。ライトアップされた階段があります」

　奈な々なは頭の中でシミュレーションをした。一時間以内に、どの扉にバグが潜ひそんでいるかを予想する。選せん択たくできるのは二つの扉。奈々とミドリはそれぞれ別の数字を選択して拳銃をセットする。

　出口がⅤの扉にあると仮定する。とすると、奈々とミドリはⅤの扉が開くまで避ひ難なんできない。バグをやり過ごさねばならない。予想通りの扉からバグが出てきた場合、拳銃を使って電気ショックで撃げき退たい。攻撃回数に制限はないのだ。連続攻撃でバグの動きを封じ、Ⅴの扉が開くのを待つ。

　しかし、予想外の扉から出てきた場合、奈々とミドリに対処法はない。Ⅴの扉が開く前にふたりは殺される。

「もうひとつ伝えることがあります」

　思いだしたようにリサが言った。

「ナンバーを間違えたと仮定します。当然バグに対処する武器がない状じよう態たいとなりますね。その場合のバグの行動について説明します。まず、目の前の捕とらえやすい敵を探します。この段階ではアグレッシブに攻撃してきません。相手の様子を見ながら行動します。バグの精神は崩ほう壊かいしているとはいえ、あくまで知的生命体ですので」

　相手は腹を空すかせた猛もう獣じゆうではないということだ。

「あなた方も、手足をロックされた状態で逃げ回ることができます。バグは捕つかまえやすい方に攻撃を仕掛けるでしょう。弱い敵を察知するのですよ。バグは捕まえたどちらかを人間と間違えて食べようとします。首筋に嚙かみつくのですが、あなた方は人間でないので、食べることができません。しかし、バグはそれに気づかずに食べようと嚙みつき続けるのです」

　ミドリがガタガタと体を震ふるわせている。

「……バグに捕らえられた駒ピースは、じわじわと死んでいくことになります」

「やめて。これ以上脅おどしてどうするつもり？」

　奈々はミドリを抱きかかえて言った。

　そのとき、ふと思った。数字を外した扉からバグが出現した場合、果たしてどちらが襲おそわれるか。バグは、奈々とミドリのどちらに最初に襲いかかるのか……。

「それでは、私はこれで失礼します。第二ステージでは、私の配役はありませんから。これから一時間後にブザーが鳴ります。ブザーは一分ほどの長さで、鳴り終える前に拳けん銃じゆうのナンバーをセットする必要があります。ブザーが鳴り終わってから五分後にⅠの扉が開き、その後、五分間かん隔かくで順番に扉が開いていきます」

　リサは奈な々なが入ってきた扉へと向かったが、ドアノブに手をかけてから振り返った。

「あっ、言い忘れてました。バグの配置は教えられないのですけど、ひとつだけヒントがあるのです。バグは──あなた方が予想する以外の扉に入っているでしょうね」

　リサはそう言い、扉を抜けた。

　バタンと扉が閉まり、奈々とミドリは密みつ室しつに取り残された。

　──最初の扉が開くまで、あと約一時間。




　　　　＊




　遼りよう一いちは散らかった部屋のベッドに座っていた。

　本や雑誌が散らばったままの室内は、どこかガランとしていた。

　奈々は、いくら言っても部屋を散らかすだけで片付けることがなかったことを思いだした。

　遼一の部屋は、必要最低限の家具が置かれているだけだった。生活。遼一の部屋は、その二文字を表現するためだけの場所だった。

　──奈々が来るまでは。

「……なあ、自分で読んだ本は本棚に片付けろ。図書館の本はちゃんとまとめとけ。友達からもらった雑誌は読み終わったら捨てろ。ナイフ＆ガンマガジンは、おまえがあまりにねだるから買ってやったんだぞ。ちゃんと大事にしまっておけ」

　遼一は、出で窓まどに座って読書をしている奈々に怒った。

「一見散らかしているように見えるけど、実は法則性があるの。床に散らばった本の内容は、どこかリンクしていて、情報を連れん携けいさせるためにあえて放り投げている」

　奈々はしれっと言った。

「あと、学校でガラクタをもらってくるのをやめろ。この部屋はワンルームなんだ。何かを入れたら、同じ質量のものを捨てるってやっていかないと、物で埋うもれることになる」

　奈々は学校から様々なものを持ってきていた。大量の携帯ストラップ、ファンシーな文具、古いテニスラケット、陸上の砲ほう丸がん、アニメキャラのマグカップ……。

「これとか、捨てるからな」

　遼一は部屋の端はしに置いてあるプラスチックの虫かごを手に取った。

「駄だ目めよ。友達に頼んで家から持ってきてもらったんだから」

　奈々はチッと舌打ちをして、虫かごを取り返した。

「トゲアリトゲナシトゲトゲを捕つかまえるんだから」

「なんだよそれ」

　遼りよう一いちはゴミ袋を片手に呆あきれた。

「コウチュウ目ハムシ科トゲハムシ亜科の昆虫よ……って、何やってるの！」

　奈な々なが出で窓まどから飛び降り叫んだ。

「だからあ、勝手に捨てないでよ。ルール違反だわ。お互いのプライベートに干かん渉しようしないっていう規約違反よ」

　奈々が遼一の持つゴミ袋を奪うばった。

「おまえのゴミが俺おれのプライベートに干渉してるんだよ。いい加減にしろよ。もともと俺の部屋なんだ。文句があるなら出ていけよ」

「そんなこと言うの？　本当に出ていっちゃうわよ。私は実行するわよ」

「美み穂ほの家とかはどうだ？　ここから近いし、金持ちだから部屋が余ってるらしいぞ」

「……出ていこうと思ったけど、遼一があまりにも具体的な意見を出したからやめた。私は、私の権利を主張するわ。相あい沢ざわ奈々として、この部屋の半分の権利があるはずだもの。今から境界線を引くわ。それでお互いのエリアには干渉しないことにする。カーテンとかで区切って、私のプライバシーも確かく保ほする」

「プライバシーって、隠かくすようなものあるのか？　だいたいさ、トランクから出てきたときは真っ裸だったんだぜ。羞しゆう恥ち心しんも全然なかったじゃんか」

　遼一がケラケラと笑っていると、奈々が胸ぐらをつかんだ。

「……ロック」

　奈々が目を見ながら言った。

「ん？」

「忘れなさい。記き憶おくをロックするわ」

「おまえにはそんな能力がないだろ」

　記憶のロックは、天使のリサなどが使っていた能力だった。社会を混乱させないように、天使たちは様々な能力を持っているのだ。しかし、遼一を食べていない奈々は、そんな能力を開花させていない。

「……まあいいわ。でも境界線を引くのはリアルにやるわ。通路やユニットバスは仕方ないから中立エリアにして、部屋を分割する」

　キッチンやトイレなどの共用部分は除いて、奈々は部屋を四つに分けた。部屋の右サイド、中央、左サイド、ベランダの四スペース。ベッドのある側が右。出窓のある側が左。その境目が中央。そしてベランダ。

　選ぶ順番を決めるじゃんけんは奈々が勝利した。

「やったわ、必殺のグーで勝った！　じゃあねえ、中央エリアをまずは取る」

　奈々は部屋を飛び跳はねて喜んでいる。中央部と出窓の左サイドを確保して、部屋の三分の二を奪うばうつもりだ。

「……俺おれは左サイド」

　遼りよう一いちが言うと、奈な々なは顔面蒼そう白はくになった。

「なんで？　遼一は右サイドでしょ。ベッドもあるじゃない。遼一が確実に右サイドを取るはずだから、中央から確保したのよ」

「左サイドがいいんだ」

「嫌いやがらせでしょ。私の出で窓まどを取って嫌がらせをしたんでしょ」

　奈々がじたばたと足あし踏ぶみをして悔くやしがっている。

「わかった、それでいいわ。遼一はそっちサイドとベランダだけしか使わないで。今日きようから私はベッドで寝ねるからね。あとで泣き言を言っても絶対に許さない」

　奈々は遼一を睨にらみつけたまま、ベッドの上にどすんと倒れ込んだ。

「あー、ベッドはふかふかで気持ちいいなあ」

　奈々は、出窓に寄り掛かっている遼一をちらっと見てから目を閉じた。

「…………こんな不安定な場所じゃ眠れない」

　しばらくして奈々が泣き言を言った。

　トランクから生まれたので、狭い場所じゃないと眠れないのだろうか。

　その日の奈々は、結局出窓で眠ったような……。

　ベッドに座る遼一が出窓に視線を向けると、ワイシャツ姿の人影がこちらを見ていた。

「奈々？」

　遼一は暗くなった部屋で立ちあがった。

「いや、違うけど」

　ジェシカは出窓に腰をかけて首を振った。

「あ、そうか、なんか自分でも驚おどろくほどぼんやりしてた」

　夕方になって、ジェシカが家に来ていたので、散らかった部屋を片付けていたのだ。

「どう似合う？　奈々みたいでしょ」

　ジェシカが遼一のワイシャツを羽は織おっている。シャツの裾すそからは、ジェシカのすらっとした足が覗のぞいている。濡ぬれた髪かみからぽたりと滴しずくが落ちた。シャワーを浴びていたのだ。

「電気つけないでほしいな。蛍けい光こう灯とうの光は、ちょっと苦手」

　遼一がベッドの下にあったカロリーメイトを投げてやると、それを受け取りにこりと笑った。

「……研修をしたときの部屋もこんな感じだったな」

　ジェシカがカロリーメイトを食べながらつぶやいた。

「どんなことやった？」

「人間社会での自然な行動やバグとの戦い方の学習。他ほかにも天使の能力の操作方法とか、流行のファッションや保健体育とかも。そして、寮に帰ってなんにもやることがないから、ボーッと窓まどの外を眺めてた」
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　ジェシカは窓の外の月を目に映している。

「ねえ、月ってさあ不ふ思し議ぎだよね。科学的に見ても、なんかおかしいところがいっぱいあるんだってね」

　ジェシカが明るいトーンで話しかけてくる。

「太陽系の他ほかの惑星の衛星と比べても大きすぎるとか、中が空くう洞どうだとか言われてるよな」

「他にも月の軌き道どうが真円だとか、月の石を分析して判明した月の年齢が太陽系の起源より古かったり、表と裏で地形が異なりすぎてたり、おかしいところが多すぎるんだよね」

　月には確かに未いまだに解明されない多くの謎なぞがある。それ故ゆえ、月は人間にとって神しん秘ぴの象しよう徴ちようでもあるのだ。

「その謎を一気に解明する仮説があるんだ。実は月は宇宙船だったとか。それで太陽系の外からやってきて、一番都合のいい軌道に乗せた。月の裏側がボコボコなのは宇宙空間を旅する間に小惑星にぶつかったりしたからだとか。あと大きなクレーターの面積の割に浅いのは、修復の跡だからだとか」

「ふーん。夢があるんだかないんだかわからない話だねえ」

　ジェシカはじっと月を見つめている。

「きっとさ、私たちって月から来たんじゃないかなって思うんだよね。プログラムだけ月から降ってきた。月の中にそんなシステムがあってさあ」

「なんのために？」

「月はこう思ったんじゃない。ちょっと人間が多すぎるって。人間の数が半分になれば、地球の汚染も半分ですむし、戦争も半分になって、秩ちつ序じよと安定は二倍になるって」

「まるで月が人間を支配しているようだな」

　遼りよう一いちは苦笑いした。

「そう、月は私たちに人間を食べることを望んでいる。でも、私たちはその指令どおりに行動していない。きっと、それはこの世界のシステムからは反してるのかもしれない」

　自然の摂せつ理りに反して人間を食べない天使たちの行動。人間と手を結んだのは、天の意思に背そむいているのでは、との疑ぎ問もん。

「人間を食べなくてすむようになったからだろ。そんな能力を持った天使がいるんだろ」

「天使のお姫様ね。私が研修をした場所にいるらしいよ。私も契約のときにちらっと見たことがある。表向きは東京湾の湾岸地区のレジャーランドなんだけど、多くの天使で守ってる。バグに攻こう撃げきされたら大変なことになっちゃうから」

「人間を食わないってことで、バグとの対決姿し勢せいが明確になってるよな」

　彼女の存在はかなり大きいことだろう。どんなに天使が人間に協力姿勢を見せようが、人間を食べねばならない事実があったら、やはり協調は無理だったろう。天使たちが、現在の社会的地位を築きずいたのは、彼女の存在があってこそだ。

「でも、思うの」

　ジェシカは小さくつぶやいた。

「もしも……もしも、バグがいなくなったら、私たちの存在はどうなるのだろう、って。バグの存在があるから、人間社会で私たちの居場所はあるけど、でも、バグのいない世界で、私たちの居場所はどこにあるのかな。……そんなことを考えると、天使たちはバグがいる世界を望んでいることになるよね。でも、私たちはバグを殲せん滅めつするために存在している」

　ジェシカは矛む盾じゆんを抱えていた。矛盾を抱えて心を痛いためている。

「もしもさあ……」

　窓まど辺べのジェシカが遼一を見つめている。

「もしも、バグが消えて天使の存在価値がなくなったら、私をこの部屋に置いてくれる？」

「え？」

「……なんでもない」

　ジェシカは窓の外に視線を逸そらした。

　遼一が眠ったあとも、出窓に座ったジェシカは月を見つめたまま沈ちん黙もくしていた。




　　　　＊




「時間はあるわ。落ち着いて考えれば大丈夫」

　奈な々なは額の汗を拭ぬぐって言った。

　すり減る時間は、思考を乱すノイズだった。思考というブロックが綺き麗れいに積みあがっていかない。そんな足場の悪い、この特異シチュエーション。

「ええ、大丈夫ですよね」

　汗でびっしょり濡ぬれたミドリがうなずいた。

　ふたりの目の前には五つの扉がある。あのどれかひとつに獰どう猛もうなバグがいる。制限時間内に、そのバグの居場所を探すというシンプルなルール。

　バグは何番の扉の向こうにいる？

　奈々はずっと扉を調べていたが、バグ探しのヒントは見つからなかった。

「気配がないの。私たちは、バグの存在を感じ取ることができるはずなのに」

　プログラムでも、奈々は他ほかの駒ピースの接近を感じ取ることができた。同様にバグの気配も感じ取れるはずだ。しかし、全まつたくわからない。扉に耳を当ててみても何も聞こえない。

「私も駄だ目めです。そういう気配を消すことができるのか、それとも、距きよ離りが離はなれているのか……」

　ミドリも扉をひとつひとつ調べていたが、解決の糸口は見つかっていない。

　時間がくると、扉はⅠから順に開いていく。出口もどこかに隠かくれている。

「確かく実じつに、出口は五番目の扉だと思うわ。Ⅴの扉。最後に開く扉の向こうに出口があるのは当然の設定だもの」

　出口が最後に見つかるというのは、奈々たちにとってよくない設定だ。逆に、最初の扉に出口があればノーリスクでクリアできる。要するに、小さい数字に出口があるほど奈々にとっては有利になるのだ。それ故ゆえ、出口は最後に出現するはずだ。

　あとは、バグをどこに隠したか、だ。

　このゲームは、シンプルなカードゲームに置き換えられる。五枚の裏返したカードに当たりが一枚だけある。プレイヤーはそのうち二枚を指定することができる。その二枚に当たりがあればプレイヤーの勝ち。なければディーラーの勝ち。

　要するに心理の読み合いではないか？　ディーラーはどこにバグを隠したか。

　ただし、奈々たちの場合、出口からの脱出という要素が加わる。出口を見つけた時点でゲームクリアなのだ。つまり、ディーラーは出口を出す前に、バグを仕込まねばならない。

　その理由からバグはⅠからⅣの扉にいるはずだ。

　しかし、その意見を否定したのはミドリだった。

「……思ったんですけど、出口とバグは別の扉に配置している、とは言ってなかったような」

　ミドリがⅤの扉に手を添そえながら言った。

　その言葉に、奈な々なはぞっとした。確かにそうだ。出口とバグの配置が別の場所に設定されているというのは、勝手に奈々が思い込んでいたことだ。

「そうよね。出口とバグが一緒の扉から出現する可能性は当然あるわ」

　言葉の罠わなだった。リサの何なに気げない言葉には毒が含まれている。先入観は危険だった。このテストは天使としての理性と知性を試されている。

「ごめん、私のミスよね」

　思い込みでⅠからⅣだけをマークして、Ⅴにバグを配置されたら、Ⅴの扉が開くまでの時間、自分の間抜けさを呪のろわねばならなかった。

　この時点で、奈々たちの生存確率は二分の一から五分の二へと戻ってしまった。

「こういうときは、相手の立場で考えたほうがいいのよね」

　奈々は遼りよう一いちとゲームをやっていたことを思いだした。カードにしろオセロのようなゲームにしろ、遼一は常に奈々の嫌いやがることをした。奈々はそのゲームにおける最もよいとされる行動を取ることに専念していたのだが、彼はそれを逆手にとっていた。

　ゲームに勝つということは、相手を蹴け落おとすということなのだ。いくら綺き麗れいにオセロの石を並べても、効率のよい掛け金を算出しても無む駄だなのだ。逆にそれは、相手に手を読まれるだけとなる。

「バグを配置する相手は、私たちを殺そうとしている。だとしたら、どこにバグを配置するのが最もよいか、って考えればいいの」

「……私ならⅤに配置します。相手の立場からすると、このゲームはバグを見つけさせないというより、いかに拳けん銃じゆうを使わせるか、だと思うんです。恐きよう怖ふに負けて先に拳銃を使ってくれれば越こしたことはありませんから」

「なるほど。私は逆にⅠに配置するわ。そんなプレイヤーの思考を逆手にとって、Ⅰに配置する。最初は様子を見ようっていう思考も生まれるだろうし」

　奈々とミドリは視線を合わせてため息を吐いた。

　意味のない議ぎ論ろんだ。そもそも、バグの配置はランダムであるかもしれない。

「でも、ただの確率ゲームだとは思えない。なんらかの必勝法があるはず。第一ステージもそうだったように」

　何か見逃している事実はないだろうか。第一ステージでの言い回しの違和感のようなものはなかったか。

「あと、私は気になってることがあって……。それは、最後にガイドが言った言葉です」

「バグは、あなた方が予想する以外の扉に入っているでしょうね、って言ってたわよね」

　リサの最後の言葉は、奈々もずっと気になっていた。

「天使の能力、じゃないですかね。私たちの行動を読む力」

「私たちがどの扉を選ぶなんてわかるわけないわ。タイムリミットの一秒前に考えを変えるかもしれない。そこまでわかるはずはないもの」

　ダイスの目を予測することは不可能だ。投げる力や角度、床の微び妙みような傾けい斜しやや空気の流動によって変化する。投げる人間の心の揺れさえも影えい響きようするだろう。どこか遠くで蝶ちようが羽ばたいただけで、ダイスは転ころがり方を変えるかもしれない。

「で、でも、私たちに理解できない能力を持っているようですよ」

「だとしたら、直前で変えればいいわ。決めたナンバーを、タイムリミット寸前で変更しちゃうの」

「その行動すら範はん疇ちゆうかもしれません……」

　奈な々なは沈ちん黙もくした。いくら議ぎ論ろんをしても前に進まない。逆に無む駄だなものばかりが出現しているように思えた。街に散乱するゴミのように無駄なものばかりが増ぞう殖しよくする。

「ガイドのあの言葉は、私たちを惑まどわしているだけだわ。バグの潜ひそむ扉は予想できない、って言ってるだけ。当然のことだわ。バグの位置を知ることはできないんだから。でも、予想できなくても対処法はあるはず」

　奈々はある話を思いだした。王様と囚しゆう人じんのゲーム。

　王様は、囚人に向かってこう言った。これからおまえを一週間以内に死刑にすると。そして、その死刑執しつ行こうはおまえの予期しない日に実行する、と。

　囚人の死刑執行予定日は、月曜日から日曜日までの一週間。

　しかし、囚人はこう答えた。

　王様は私を死刑にすることはできません。何故なぜなら、私が土曜日まで生きていれば、最後の日曜日に死刑を執行することになります。となると、死刑執行の日を予期できるのです。

　最後の日に死刑執行はできないのだ。前日に予期されてしまうのだから。すると、死刑執行の日は実質土曜日までの六日間となる。

　しかし、日曜日に死刑執行をできないのだから、実質土曜日が最後の日となり、金曜日まで囚人が生きていれば、今度は土曜日が死刑執行の日だと予期できてしまう。

　しかし、今度は実質金曜日が最後の日に……。

　こうして死刑をできない曜日を取り除いていくとなくなってしまい、王様は私を死刑にすることはできません、と囚人は言った。

　この理り論ろんは成立するのだろうか。

　もしも、この話を扉に置き換えたとしたら、五番目の扉にバグを置くことはできない。何故なら、四つ目の扉まで開いてバグが出なかった時点で、五番目の扉にバグが潜んでいると予想できてしまうからだ。

　なので五番目の最後の扉にバグを隠かくすことはできない。よって、実質最後の扉は四番目の扉ということになり……。

　言葉のパラドックスだ。水曜日に死刑執しつ行こうしたとして、囚しゆう人じんは予期できるのか？　いや、あっさりと死刑は執行されるはずだ。

　同じく、バグがどの扉から出てくるかも予想はできないのだ。

　そのとき思った。リサの言葉はそのまま真実なのではないか？

　要するに、奈々たちが選んだ扉以外にバグがいる。

　つまり、弾だん丸がんを込めたあとにバグを設置するのだ。それなら、予想する以外の扉にバグが入っている条件を満たす。しかしそれは……

　それはフェアじゃない。

　そんな行動を取られたらなす術すべはない。テストのシステムが崩ほう壊かいすることになる。

　確かにリサは先にバグを設置するとは言っていない。奈な々なたちが拳けん銃じゆうのナンバーを決めたあとに、バグを潜ひそませる可能性も充分あった。

　しかし、ナンバーを外すことが決まっているなら、この拳銃は必要ないではないか。

　奈々はぎゅっと拳銃を握にぎった。すでに三十分以上が経過しているだろうが、未いまだにどのナンバーを選ぶか決まっていない。

　──落ち着け。奈々は自分に言い聞かせた。相手の立場で考えるのだ。相手は何を望んでいるかを。これは天使になるためのテストなのだ。理性や知性を駆く使しして勝ち残らなければならない。ここで思考を放ほう棄きしてはいけない。何か問題解決の方法があるはずなのだ。

「あと十分くらいです。拳銃のナンバーくらいは決めておきませんか？」

　ミドリが言った。その声は擦かすれて上うわずっている。タイムリミットの減少と反比例して増加する恐きよう怖ふと緊きん張ちよう。

「ミドリは……決めてるナンバーはあるの？」

　弾丸をセットするのはあくまで本人だ。本人しか扱えないのだから。

「はっきり決まってませんけど……」

「……声を出して話し合わないほうがいいかな。バグはこちらを窺うかがってる可能性もあるわよね。このテストは、私たちとバグの対決かもしれない」

　慎しん重ちようにやるに越こしたことはない。それも天使に求められる資し質しつなのかもしれない。この状じよう況きようを見られていることは、充分に予想しなければならないことだ。

「あの、こうしませんか？　お互い担当の数字を分けて、自由に数字を設定すると。タイムリミット直前に何も言わずに入れるんです。そうすれば、外部への情報の漏ろう洩えいは極きよく力りよく避けられます」

「いいと思うわ。数字が重なる危険もないし。どうやって、数字を割り振ろうか」

　奈々はちらりとミドリを見た。数字は五つ。

「先に選ぶほうが、二つの数字を選ぶ、とかどうでしょう？」

「……じゃあ、私が先に選んでいい？」

　ミドリはうなずいた。

　奈な々なはしばし思考する。できれば、自分の拳けん銃じゆうでバグの扉を当てたかった。バグに対抗する武器を自分の手で持っておきたい。

「……ⅣとⅤ」

　奈々は言った。

「わかりました。私はⅠ、Ⅱ、Ⅲの中からどれかを選ぶので、奈々はそれ以外で」

　数字の振り分けは決まった。奈々はⅣかⅤのどちらかの数字を選ぶことになる。もしも、バグがそれ以外に潜ひそんでいた場合、奈々が運命を決めることはできない。

「扉が開くまで口に出すことはやめよう。例えばⅠに弾だん丸がんを入れていて、バグが出てこなかったとしても、それを言ったり悔くやしがったりしない。そのとき、バグはまだ扉を選せん択たくできるかもしれないわ。ミドリがⅠにセットしていたことを知ったら、バグはⅡかⅢを選択するから」

　沈ちん黙もくも武器なのだ。こちらの様子を見ていると仮定した場合、たとえナンバーが外れても反応してはいけない。まだ武器は残っているとアピールする必要があるのだ。

「そうですよね、わかりました」

　情報漏ろう洩えい防止のための処置だが、これでお互いがどこに弾丸をセットしたかもわからなくなる。なんだか、このテストを疑うたがうほどに、奈々とミドリの距きよ離りも開いていくような気がした。疑ぎ心しんの拡大は際さい限げんがない。

　奈々とミドリは沈黙したまま時間を経過させる。

　議ぎ論ろんの意味のなさを知ったからだ。どう推すい測そくしても、どの扉にバグが潜んでいるかはわからない。五分の二の確率を受け入れるしかないのだ。

　ミドリが床に座り込んだ。膝ひざを抱えて丸くなっている。

「もうすぐ時間ですよね……」

　ミドリは眼鏡めがねを外して顔の汗を拭ぬぐった。

「大丈夫？」

「……はい」

　ミドリは真まっ青さおな顔でうなずいた。ミドリの小さな肩が震ふるえ始める。運命の時間の接近に伴ともない、奈々の鼓こ動どうも乱れだす。すり減る時間と共に身を削けずられていくようだ……。

「正式な救済者セーバーになんてなりたくないんです。なったとしても、人間社会の中に出てつらい思いをしたり、バグとの戦いがあったりします。だったらここで終わったほうが……」

「諦あきらめちゃ駄だ目めよ。弱い心を見せたら終わっちゃうわ」

　ミドリの手を握にぎると、べったりと汗で濡ぬれていた。

「でも怖こわい。……怖くて止まれない。本当はここでやめたいのに、怖いから先に進まなきゃいけない……」

「落ち着いて、ミドリ。こんなときだからこそ、冷れい静せいにならないと」

「この感情から逃げるためなら……私はなんでもします」

　奈な々なは震ふるえるミドリをきつく抱きしめた。

　──私も同じだ。なんでもする。もう一度あの部屋に戻れるのなら。今度はちゃんとやり直そう。喧けん嘩かもせずに、わがままも言わずに、もっと生産的な会話をして……

「───────!?」

　ミドリを抱きしめていた奈々は、雷に打たれたかのように体を硬こう直ちよくさせた。

　それは激はげしく痛いたみを発する思考だった。このゲームの必勝法。このゲームは運などではなく、自らの運命を切り開くルートが存在する。そんな考えが電気ショックのように閃ひらめいたのだ。

　いや、まだわからない。まだ思考が整理できていない。しかし、奈々の目は、このゲームを攻略するにあたって重要なものをはっきりと映したのだった。残ざん酷こくなパズルのピースが部屋に転ころがっていた。

　……まさか。奈々は礫つぶてのような唾つばを飲み込んだ。膝ひざがガタガタと震えた。体を支えることができずに床に膝をついた。頭が焼けるように痛い。

「……奈々？」

　真まっ青さおな顔をしたミドリが奈々を向いた。

「……ええ、大丈夫。心配しないで」

　奈々はロボットのようにうなずき、ミドリの汗ばんだ首筋をそっと撫なでた。

　このゲームが求めているのは……

　ポニーテールに髪かみをとめていたゴムを乱暴にとって床に放り投げる。奈々の長い髪がばさっと広がり肩に掛かった。

　呼吸が乱れる。心しん臓ぞうが無む秩ちつ序じよに鼓こ動どうしている。自分の体を操作できなかった。体は別の生き物であるかのように勝手に乱れた。この乱れはバグの恐きよう怖ふではなかった。残酷なテストの現実。そして、その恐おそろしい決断に対してだった。

　どうすればいい？

　奈々は必死で震える自分の体を抱きしめた。どうしても戻りたかった。しかし、それと引き換かえに大切なものを失ってしまう。崩ほう壊かいしかけている自分の心にさらに被害を出すことに……

　奈々は思った。あの部屋に戻ったとして、果たして自分はあのときの奈々であるのか。テストをクリアしても、あの部屋に戻りたいと願う奈々は消しよう滅めつしてるかもしれない。

　会いたかった。会ったら、この凍りつく寸前の心を温あたためてくれるだろうか。

　私はどうすればいいの…………

　ブザーが鳴った。

　タイムリミットのブザー音。ふたりはその音に弾はじかれるように立ちあがった。

　ブザーの長さは一分。それまでに、心に決めたナンバーに弾だん丸がんを装そう塡てんしなければならない。

「……お互い決めた番号に、見せないように入れよう」

　奈な々なはミドリから距きよ離りを取った。

　ミドリは震ふるえる手で弾だん丸がんを装そう塡てんしている。奈々も決断しなければならなかった。

　ミドリがカチリと拳けん銃じゆうをセットした。奈々は三十秒ほど迷い弾丸を装塡する。シリンダーをセットしたと同時にブザーが鳴り終わった。

　ブザーの終わりは解答時間の始まりだった。

　これから五分間かん隔かくで扉が開いていく。最初に開くのはⅠの扉。

　ミドリはどのナンバーに銃弾をセットしている？

「……ミドリ、ちゃんと拳銃を持って。Ⅲの扉まではミドリの担当よ。自分の身を守るためにもしっかりして」

　ミドリは顔面蒼そう白はくだった。その表情を見て、はっきりとわかってしまった。

　──ミドリはⅠにはセットしていない。

「それでも拳銃は構えて。絶対に諦あきらめちゃ駄だ目め」

　奈々はミドリを支えて言った。

　ミドリは震えながらもうなずく。もしも、拳銃の照しよう準じゆんまで合わせなければならないシステムだったら、確かく実じつにミドリの拳銃はバグを捉とらえることはできなかっただろう。

　この拳銃はただのイメージなのだ。同じ番号を攻こう撃げきできるというイメージ。

　奈々はこの期ごに及んで迷っていた。自分の行動について。どうしたらよいか結論を先さき延のばししたまま立っている状じよう態たい。

　強きよう烈れつな吐き気に必死で耐たえた。果たして死刑執しつ行こうの番号は……

　Ⅰの扉の上に設置されていた回転灯が赤く光って耳を劈つんざくサイレンが鳴り響ひびいた。まさか、出てくるのか？

　ミドリの口から悲鳴が漏もれた。最初の扉にジョーカーを隠かくしたというのか。

　ガタンと扉が開き、ミドリが腰から崩くずれた。

　Ⅰの扉の向こうは……壁かべだった。

　壁で塞ふさがれている。出口もバグもいない。バグはⅠではなかったのだ。

　強烈な緊きん張ちよう感が一いつ瞬しゆんだけ途切れ、意い識しきが飛びそうになった。まるで接せつ触しよくの悪いテレビのようだ。まだ終わっていない、意識を保て……。

「大丈夫よ、大丈夫……バグはいないわ」

　奈々はミドリの肩に手を添そえて言った。

　サイレンが止やみ、扉が自然に閉まった。もしも、扉の向こうに出口はなくとも、部屋になっていたら、まだ作戦はあったのだ。扉の向こうに隠れてやりすごす、など。しかし、扉の向こうは壁に塞がれていた。これではシェルターにはならない。

　次はⅡの扉。

「表情を変えちゃ駄目。諦めちゃ駄目よ」

　奈な々なはミドリの背中をさすってやった。チャンスはあるのだ。このふたりが一緒に生き残るチャンスは数字上は存在する。

　今度はミドリは震ふるえながらも立ちあがり、拳けん銃じゆうを扉に向かって構えた。壁かべを背にしながら、必死でⅡの扉を凝ぎよう視ししている。

　奈々は次にバグが来い、と願った。ミドリがセットしたのはⅡのナンバーだ。ミドリは二番目を選せん択たくしたのだ。ふたりが一緒に助かるチャンスは実質ここしかない。

　Ⅰの扉とは違い、今度はバグを望む状じよう況きよう。

　バグが出てくれば、ミドリが拳銃でバグを押さえ込み、出口の出現を待つだけとなる。

「気をつけて。バグが出現すると、手足のロックがかかるわ」

　その状態でバグとの対決は臨めない。対処方法は拳銃しかないのだ。その拳銃を落とすことだけはまずかった。

　待つ時間は長くも短くも感じる。淀よどんだ川の流れのように混こん濁だくしている。

　Ⅱの扉の回転灯が回り、サイレンが鳴り響ひびく。絶叫のようなサイレン。

　心しん臓ぞうが握にぎりつぶされるような感覚。歯を食いしばりすぎて、口の中に鉄のような血の味が広がった。

　Ⅱの扉が開き、ミドリが悲鳴を上げた。

　扉の中にいたのは絶望だった。

　──壁。Ⅱの扉にもバグは潜ひそんでいない。

　災いはどこの扉に隠かくしているのだ？

　奈々の隣となりでどすんと音がした。ミドリが膝ひざをついている。

「……ミドリ」

　奈々は首を振って拳銃を握にぎった。もしも相手がこのシーンを見ていたら、Ⅲにナンバーを合わせてはいないと推すい測そくするだろう。

　残りの扉はあと三つ。どこかにバグが隠かくれている。予想していない扉からバグが出てくると。

　カウントダウンが続く中、奈々にはまだ迷いがあった。まだ選択しなければならない問題があったのだ。決断がつかない。このゲームの必勝法は……。

　ワイシャツが奈々の体にべっとりと張りついている。汗に湿った髪かみが額にくっつき不快だった。ちらりと膝をつくミドリを見る。彼女も全身を汗で濡ぬらしていた。汗に濡れた髪がうなじに張りついている。

　扉の開放時間が近づく。次はⅢの扉。扉の背後にあるのは、希望かそれとも絶望か……

「立ってミドリ」

　奈々が言ったが、ミドリは膝をついたまま首を振った。

「立って拳銃を構えるのよ、ミドリ」

　拳銃を構えるだけでブラフになるのだ。もしも、相手がこの様子を見ながらどこの扉から出てくるかを決めるゲームなら、間違いなくⅢの扉から出てくる。

　もしもバグが出てきたら……。

　どうする？　どうすればいい？

　これ以上、自分の心に被害を出したくなかった。全身が冷え、大切なものまで凍りついてしまうような気がする。しかし、それでも……。

　サイレンが響ひびいた。Ⅲの扉の上の回転灯が回っている。運命の時間。

　ミドリがすっと立ちあがった。全身を震ふるわせながらも拳けん銃じゆうを握にぎっている。

　まさか、ミドリは……。

　ミドリは奈な々なをちらりと見た。その視線に気づいた。

　ミドリがセットしたのはナンバーⅢだ。彼女の怯おびえは本物だったが、その中で演技をしていたのだ。相手から見られている可能性を考え演じていた。

　Ⅲの扉の後ろにバグがいればふたりは助かる。

　──扉が開いた。

　奈々とミドリは硬こう直ちよくした。壁かべだった。バグも出口も存在しない。

　三つ目までの扉には何もなかった。扉から出てきたのは恐おそれだけ。真実を知らない奈々とミドリをあざ笑うかのように恐怖だけを与えたのだ。

　その恐怖は自分自身の心にあるものだった。心で膨ふくらませた怯え。破は裂れつ寸前まで膨らませたのは、自分自身なのだ。

[image: ]

　これほどの恐きよう怖ふを与える理由は？

　奈な々なはその理由に気づいた。これも天使になるための試し練れんの一部。恐怖に打ち勝つことではない。天使として一歩踏ふみださせるための後押しなのだ。

　空からっぽの扉はこう言っている。

　怯おびえの根本を消せと。感情を消去しテストを成功させろ。

　──そして生き残れ、と。

　そうだ、この感情さえなければ、これほどまでに苦しまずにすむ。冷れい酷こくな機械のように、目的の達成だけを望めばいいのだ。

　カタンとミドリが拳けん銃じゆうを落とした。この時点で、ミドリは自分の力でバグを倒すことが不可能となった。自らの運命を奈々に委ゆだねて、残りの時間をただ待つしかないのだ。

「……どっちにセットしました？」

　ぞっとするほど冷たい声だった。

　恐怖の感情のリミッターを振り切ったようなミドリの表情だった。体の震ふるえも発汗も止まり、ミドリは人形のように立っていた。

「言わないわ。Ⅳの扉が開いたあとに教えてあげる」

　監かん視しされている可能性がある限り油断はできない。

　奈々がⅣかⅤにセットしている場合、運命を決めるのはⅣの扉だ。

　Ⅳの扉からバグが出てこなかった場合、残りのⅤの扉にバグが潜ひそんでいることが決定される。要するに、次の扉が全すべての運命を決するのだ。

　奈々は拳銃を構えて扉を見み据すえた。

　Ⅳの扉にバグが潜んでいることを望んでいなかった。時間がほしい。選せん択たくする時間がほしかった。この状じよう況きようでも奈々の心は振り子のように揺れ続けていた。

　たぶんⅣの扉にバグが潜んでいるのではないか。予想しない扉から出てくるとしたら、やはり最後の扉は除外される。最後の扉にバグを隠かくすことはできないのだ。

　奈々はあの王様と囚しゆう人じんの話の続きを思いだした。

　死刑執しつ行こう予定のうち六日間が過ぎ、土曜日まで生き残っていた囚人は喜んだ。これで生き残った。明日あしたの最終日の日曜日に死刑執行が行われると予測できてしまったのだから、死刑は執り行われないはずだ、と。

　しかし、そんな囚人は最終日の日曜日に死刑執行された。死刑執行がなくなったと喜び、日曜日の死刑執行を予測できなかった……。

　……バグはどちらの扉だ？

　流れる時間。この世界で一番残ざん酷こくなのは時間だった。全ての存在に平等で、冷酷に生命を削けずり取る時間という存在。ショートカットして未来を見ることも、過去に戻ってやり直すことも許さない。厳げん格かくな宇宙のルール。

　──運命の時間が来た。

　回転灯が赤い光を撒まき散らし、サイレンが雄お叫たけびを上げる。

　ふたりは、静かに立ちつくした。鼓こ動どうも血流も呼吸も一いつ瞬しゆんだけ停止したような感覚。ふわふわとした宇宙空間を漂っているかのような……

　ガタンと扉が開いた。

　Ⅳの扉が隠かくしていたものは……

　……壁かべだった。

　出口もバグも潜ひそんでいない。こうして死刑執しつ行こうは最終日に持ち越こされた。

　奈な々なは首を振った。ふたりに恐きよう怖ふを与えるために、バグを最後の扉に潜めたのだ。このゲームは扉に潜むバグを当てるのではなく、恐怖の後押しで感情を消去させるもの。

　五分後に最後の扉が開く。最後の五分間。受刑者の待ち時間。

「……私は拳けん銃じゆうのナンバーをⅢにセットしてました」

　眼鏡めがねを外しながらミドリがつぶやいた。

「で……奈々のナンバーは？」

　顔を上げたミドリの表情からは、恐怖が消えていた。まるで機き械かいのようなマスク。揺らし続けて、感情を発生させるシステムが振り切れ故こ障しようしてしまった。そんな感情を失った人形のような少女。

「……私が弾だん丸がんをセットしたナンバーはⅤじゃないわ」

　そう、バグの居場所を当てることはできなかった。奈々は弾丸をⅤにセットしていない。

　バグ当てゲームの敗北決定。

「きっと、私たちがセットしたナンバーは筒抜けだった。そして、それ以外にバグを潜めた」

　リサの言葉は真実だったのだ。バグの扉を予想することはできない、と。

「私もそう思います。そして、私はこのゲームの必勝法にも気づきました」

　ミドリが奈々を見た。

「……聞かせて」

「このゲームは、バグの居場所を当てるゲームではなかったんです。このゲームの本質は、どっちかを蹴け落おとすことにあります。言ってましたよね、バグは決めたターゲットに襲おそいかかり、食べようとして嚙かみついたままじわじわと殺していくと」

　人間ではない奈々たちは食べられることはない。しかし、それでもバグに殺される。

「たぶん、もとからバグと出口はセットで出現することが決まってたと思います。壁も可動式で自由に出口を設定できるんです」

「私もそう思うわ」

　バグと出口をセットで出現させる理由はひとつ。

「……ということは、ひとりが殺されている時間に、もうひとりが逃げることができますよねえ」

　ミドリが冷たい目で奈な々なを見た。

　──バグは捕つかまえやすい方に攻こう撃げきを仕掛けるでしょう。弱い敵を察知するのです。

　リサの言葉だった。バグは捕まえやすい敵を察知する。

　バグがどちらかに襲おそいかかった隙すきに、ひとりはセットで出現した出口に逃げ込むことができる。このゲームの勝利者は、出口に逃げ込むそのひとりなのだ。

　初めから、このテストはどちらかひとりを蹴け落おとすものだったのだ。

「……私はもうひとつ気づいたことがあります。それは、奈々が宿主を食べていないということです。だから、このような危険なテストに回されました」

「よく気づいたわね。そうよ、私は宿主を食べていない。能力も解放してないってこと」

「会話の中で気づきました」

　奈々は拳けん銃じゆうを握にぎったまま立ちつくしていた。ミドリはもう決意していた。勝ち残りのひとりになる決断。

「奈々は喋しやべりすぎでした。あんなに喋らなければ、私に気づかれませんでした。でも、あのときの会話は楽しかったです。少しだけ恐きよう怖ふが和やわらぎました……」

　ミドリは少しだけ寂さびしげな表情をした。

「それで、ミドリはどうするの？」

「テストクリアを目指します。出口から出るのは私です」

　ミドリは、はっきりと言った。

「バグが私を襲うとは限らないわよ」

「はい。ですから、最後の扉が開くまでの時間を使います」

　距きよ離りを取る奈々に、ミドリが近づいてくる。

　ミドリは暴力を選せん択たくしたのだ。扉が開くまでに、奈々を痛いためつけ半死半生に。そして、そんな奈々に、バグの注意が向いた隙に出口に逃げると。

　そんなミドリが描く必勝法。

「来ないでミドリ」

　奈々は部屋の中央に立ち言った。

「本当はふたりで脱出したかった。そんな希望に最後まですがっていた。でもね、もしも失敗しても、本当は私が犠ぎ牲せいになろうかと思ってた。そんな考えがあったの。でも、戻りたかった。もう一度会いたかった。だから、ずっと迷ってたの」

　奈々はボロボロと涙を流した。この涙は、奈々の体の中に残っていた最後の感情のように思えた。元から少なかった感情という水が流れ出ていく。

　この涙を流し尽くしたときに、冷たい機き械かいになってしまうと思った。

「じゃあ、私のために犠ぎ牲せいになってください」

　ミドリが言った。

「あなたがそんな行動を取るから……私も決断しなきゃいけなくなった。残ざん酷こくな決断を後押ししたのはあなたよ」

　奈な々なはミドリに拳けん銃じゆうを向けた。

「その拳銃は役目を終えてます。それとも、Ⅴにセットしてました？」

「違うわ。Ⅴにはセットしていない」

「残念です。私もできればふたりで勝ち残りたかったです」

　ミドリが近づいてくる。

「ねえミドリ、この拳銃のおかしいところに気づかなかった？　それは、なんで装そう弾だん数すうが七つなのか」

　奈々の言葉にミドリが足を止めた。

「Ｓ＆Ｗのマグナムプラスを改造したからですか？」

「それは言い訳よ。このゲームには装弾数が七つの銃を使う必要があった。そして、シリンダーの穴にはナンバーがⅠからⅦまでの七つが割り振られていた。扉は五つよ。だったら、シリンダーの数字も五つでいいわよね」

　ミドリの表情が少しだけ変化した。不ふ穏おんな空気が流れる。

「はっきり言うわ。この部屋の中に、残りの二つの数字が隠かくれている。要するに、ⅥとⅦの扉があるのよ」

　ミドリはまず出入り口の扉を確認する。奈々とミドリが入ってきた扉。その扉は二つ。

　奈々は首を振った。

「その扉じゃないわ。念入りに調べたけど、何もなかったじゃない」

「じゃあ、どこにあるんですか？」

　ミドリが扉に手を添そえたまま振り向いた。

「あなたには見えないわ。でも、私はその数字を見たの」

「……わかりません。奈々はいったいどのナンバーにセットしたんですか？」

　ミドリは首を振って言った。

「私がセットしたのはⅣでもⅤでもないわ。もちろんⅠからⅢでもないの」

　時間が過ぎていく。もうすぐ最後の扉が開く。

「奈々……もう終わりにしましょう」

　ミドリはそう言うと、奈々に突進した。相手を蹴け落おとす冷酷な決断をしたのだ。

「ああっ！」

　部屋に響ひびく悲鳴。がくっと膝ひざをついたのはミドリだった。

「……何故なぜ？」

　ミドリは床にへたり込んで痙けい攣れんしている。電気ショックのダメージ。

「……ごめんなさい、ミドリ」

　奈な々なは拳けん銃じゆうを構えたままつぶやいた。

「私がセットしたナンバーはⅥ。そして、あなたがⅥだったの」

　奈々は倒れるミドリの首筋を見つめた。首の裏についている小さな傷で書かれたマーク。そこにはⅥとあった。

「自分で見ることができないけど、きっと私はⅦ」

　奈々は無造作に垂れ下がる長い髪かみを手で払った。

「これがゲームの真の正解よ。相手の番号を見つけて、その番号に弾だん丸がんをセットする。そして、弱らせた相手をバグに捧ささげて、自分は出口から脱出する」

　残ざん酷こくな解答だった。第一ステージと同じく、他人を犠ぎ牲せいにする選せん択たく。人間的な感情をそぎ落とすシステム。それが天使の試し練れんなのだ。

「……奈々」

　痙攣するミドリがこちらを見た。

「私はミドリを恨うらむわ。私はもう後戻りできないもの。そんな選択をさせたあなたを恨むわ」

　もう涙は止まっていた。涙のストックは空からっぽになった。

　それでも奈々は思った。もう一度戻りたいと。

　……最初からやり直したい。今度は、別の宿主に配られて、痛いたみを感じる心を得る前に食べてしまうのだ。

　そうすれば、苦しみも痛みも感じることなく…………

　サイレンが響き、回転灯が回った。

　──最後の扉が開いた。
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「……ねえ、こんなふわふわした上じゃ眠れないの」

　奈な々なはベッドの上で手を広げて言った。

「そろそろベッドで寝ねるくせをつけたほうがいいんじゃないか？　出で窓まどで膝ひざを抱えて寝てると、そんな形になっちゃうかもしれない。背が伸びなくなるかもしれないぞ」

　遼りよう一いちは、出窓に腰をかけて外を見ている。

「……背が伸びないのは困る。私、クラスで一番小さいのよね。別に背の順に並ぶことなんてないんだけど、日直で黒板の上の方を消せないし、女子力アップにはもう少しだけ背が伸びたほうがいいと思うの」

「じゃあ、ピーンと足を伸ばして寝たほうがいいな」

「でも、不安定なの。なんだか目をつむると沈しずんじゃいそう。遼一のせいよ。私をプールに沈めたりするからトラウマになった」

　奈々はうつぶせになり、ぎゅっと枕まくらを抱きしめた。

「この前、美み穂ほの家に泊まりに行ったことがあっただろ。あのときは美穂と一緒のベッドで寝たんだろ？」

「あのときは自然に寝られたの。ベッドの上で楽しいゲームをやったからかなあ……」

「ん、ん？　楽しいゲームって？」

「何を書いたか当てましょうゲーム」

「あー、確かに楽しそうだな。指で背中に何書いた？　みたいにな」

「違うわ。私が考案した、舌の先で何を書いたかなゲームなの。最初はお腹なかだったけど、徐じよ々じよに胸とかになったのよね。美穂はくすぐったがりで全然当てられないから、ほとんど私のターンだったわ。わざと敏びん感かんな部分を舐なめたりしてくすぐったくさせるのがポイント」

「そんなことやってたのかよ」

　遼一は呆あきれている。

「あのときは、ゲームを終えたあと美穂に抱きついて眠ったの。だからかなあ。何かにつかまって眠ればいいのかもしれないわ」

「抱き枕とか買ってやろうか？　出窓で寝続けて骨格が曲がったりしたら困るもんな」

「抱き枕みたいのじゃ心細い。ねえ、今日きようだけ特別に私のエリアに入っていいから、ちょっとベッドに寝てみてよ」

　奈々はバンバンとベッドを手で叩たたいた。

「やだよ、おまえと一緒に寝るの。寝言とかうるさいし」

「いいから、試してみたいの」

　奈な々なが言うと、遼りよう一いちが仕方なくベッドに横になった。奈々は、美み穂ほのときと同じように遼一の体に抱きついた。

　目を閉じて心を落ち着ける。遼一の鼓こ動どうが妙に大きく聞こえてしまう。そんな心音に合わせて、奈々の鼓動も速くなってしまうような……

「……なにか違う」

　何故なぜか鼓動が乱れる。眠るにはもっと鼓動を安定させる必要があった。

　何が違うのかはわからない。しかし、体は眠る準備をしてくれないのだ。胸の圧迫感や額の発汗など身体の異常反応……。

「これじゃあ眠れない。美穂のときと違って落ち着かない。美穂のときはねえ、もっと脈みやく拍はくが落ち着いて安心した気分になったわ」

　奈々は首を振って体を起こした。

「……やっぱり出で窓まどで眠る」

　奈々は出窓の上に乗のると、膝ひざを抱えて座り込んだ。まだ妙に体が火ほ照てっており、大きくため息を吐きだした。

「ねえ、やっぱり別々に暮らしたほうがいいかな」

　奈々は膝に顎あごを載のせてつぶやいた。

「……そのほうが自然なのかもな」

　遼一はベッドに横になったまま言った。

　離はなれて暮らせば、この違和感がなくなるだろうか。それとも、食べてしまえば解決するのか。

　でも、この違和感はそんなに悪くはなくて…………

　震しん動どうを感じた。ここはあの部屋じゃない。

　そうだ、まだ終わっていないのだ。

　目を開けても真っ暗だった。奈々はトランクの中のような暗くら闇やみに座っていた。

　不意に天井の小さな豆ランプが灯ともり、狭い室内が茶色い明かりで満たされた。

　何もない部屋に、かんぬきの掛かった扉がひとつ設置されている。




　　　　＊




　Last trial（最終関門）




　扉に書かれた文字が見えた。

　奈々は立ちあがり、かんぬきを外して両開きの扉を開く。

　扉は軋きしみながら外に向かって開いた。強きよう烈れつな風が吹き込み、奈々は目を細めた。

　扉の外は夜の街だった。街の灯あかりがまるで光の絨じゆう毯たんのように広がり、その上は星のほとんど見えないくすんだ夜空。

　紛まぎれもない東京の風景。奈な々なは東京に戻ってきたのだ。

　奈々はコンクリートの地面にスタンと飛び降りた。そこは立体駐車場の屋上のようだった。背後には奈々を運んできたらしき小型のトラックがある。トラックは二台並んで停まっており、他ほかに車の姿はない。

　足音に振り向くと、近づいてきた人影が奈々と向かい合った。

「無事でよかったです」

　にこりと微笑ほほえんだのはリサだった。

「どういうこと？」

　奈々の着たワイシャツがバタバタと風に煽あおられている。

「濃こい霧きりの中、道を見つけだし、ついに人間界に辿たどり着いたということです」

　あの五大天使の伝説の続き。

「じゃあ、これでテストは終わりってこと？」

　人間界に辿り着いた天使は、そのまま街の片かた隅すみに住み着いて平和に暮らした……。

「ところがですね、ちょっとしたトラブルが起こったのです」

「トラブルって？」

　奈々はため息を吐いた。ラストステージのテストに関することなのだろう。

「その前に、あなたと同じく人間界に辿り着いた天使がいますので──」

　リサは奈々の背後のトラックのコンテナに視線を向けた。同時に、ガタンと搬はん入にゆう口ぐちが開き、中からひとりの少女が飛び降りてきた。

「……奈々が残ったのね」

　奈々を見て小さく笑ったのはキサラギだった。下着姿のキサラギは、妙に東京の夜景にマッチして見えた。赤みのかかった髪かみが風に揺れている。

「私とキサラギで最後の課題を行うっていうこと？」

　キサラギも奈々同様に第二ステージを勝ち抜いたのだ。ということは、キサラギと一緒に第二のテストを行ったマリアは敗北したことになる。

「天界で最強を誇ほこった五大天使も、ついに二人になってしまいました」

　リサは寂さびしげに言った。

「続けて。その五大天使の伝説もけっこう気に入っちゃった。最終的に天使はどうなったのかも知りたくなった」

　キサラギは無造作に結んだツーテールを弄もてあそびながらリサを見つめている。

「霧の中から正しい道を見つけたふたりの天使。しかし、激はげしい戦いと長い旅に、天使たちの翼つばさは深く傷ついていました。人間界の空に辿り着くと同時に、翼はついに限界を迎えたのです。ふたりの天使は人間界に墜つい落らくしました……」

　地上に墜つい落らくした天使。つらく長い旅の終しゆう焉えん。

「ただし、翼つばさは主人の体を守るために、最後に大きく羽ばたき地上に着地させたのです。そのときに翼はぽきりと折れてしまい、天使は二度と飛べなくなりました」

「へえ、無事に辿たどり着いたってのは、意外ね」

　キサラギが首をすくめた。

「翼を代だい償しように地上に降り立ったふたりの天使。ふたりはそれぞれの無事を喜び合いました。これからこの人間界で助け合って生きていこうと決意をしたのです」

　ハッピーエンドかはわからないが、天使たちの物語はこうして幕を閉じ……

「……しかし、ふたりはお互いの姿を見て大変なことに気づいたのです。それは、どちらの頭上にも、あるべきものがなかったのです」

　奈な々なは首を傾かしげた。天使の頭上にあるべきもの？

「天使の輪っかだったりしてね」

　キサラギが言った。

「そうなのです。大変なことになりました。ふたりは大切な天使の輪を失ってしまったのです」

　リサは両手を広げて悲しげな顔をした。

「天使の輪とは、データの送受信システムを担になっているのです。もともと天使たちは神々の創そう造ぞう物ぶつで実体がないのです。ですからデータを常に更新しないといけません。その役目を担っているのが天使の輪でもあるのです。天使の輪がなくなってしまうと、天使の体は情報をフィードバックできずに消えていってしまいます」

「よくわからないけど、大変なことになった、ってことなのね」

　キサラギはトラックに寄り掛かり、リサの話を聞いている。

「天使の輪は、何故なぜなくなったの？」

　奈々は聞いた。

「人間界に墜落したときでしょうね。ふたりの天使は必死にポケットを探ってみましたが、天使のアイテムも全すべて地上に落としていました。同じく天使の輪も、墜落のショックで外れてしまったと」

　リサは続きを話し始めた。

「慌あわてふためくふたりの天使。せっかく遙はるか遠くの人間界まで逃げてきたというのに、最後の最後での痛つう恨こんのミスでした……。

　周辺を探し回り、ついに片方の天使の輪が見つかりました。天使の輪をひとつ見つければ、通信機能を利用して、もうひとつも見つけられます。そう喜んだのもつかの間、天使たちは顔面蒼そう白はくになりました。それは天使の輪が壊こわれていたからです。

　墜落のショックで割れてしまった天使の輪。しかし、そこは冷れい静せいな天使です。とにかくもうひとつの天使の輪を見つけるべく行動を起こしました。割れた天使の輪を手に取り、探知機き能のうを作動させたのです。システムは壊こわれかけていたが、それでも、散らばったアイテムなどの所在が判明しました。

　もうひとつの天使の輪が無事であることも確認できました。しかし、システムが壊れかけているため、どうも正確な位置を確認するのに時間がかかりそうです。検けん索さく時間は人間界の時間で約三日程度。天使の輪を外して行動できる時間とほぼ同等なのです」

　奈な々なはリサの話を静かに聞いていた。もう、何を聞かされても驚おどろくことはなかった。この話を要約するとこうだ。天使の輪の一つが壊れてしまった。だから、どちらかが消えて、どちらかが生き残る、と。

「不幸中の幸いだったのが、この生き残っていたふたりの天使は、五大天使の中でも最も仲のよいふたりなのです。ですから、現実を知っても取り乱すことはありませんでした。そして、二つに折れてしまった天使の輪をふたりで分け、人間界を走り回ることにしたのです。もちろんもうひとつの天使の輪を探すためです。どちらか一方しか生き残れないということを受け入れたのですね」

　こうして最後の試し練れんが始まった。体の消しよう滅めつを防ぐために、時間内に天使の輪を探しださねばならない。果たして五大天使の伝説の結末は……。

「要するに、時間切れで、どちらかの天使が消えるってことよね」

　キサラギが言った。

「タイムリミットは三日後の深夜零れい時じです。その時点で天使の輪を手にしていないと、消える可能性が高いですね」

「それがラストステージの課題？」

　奈々はリサを見た。

「天使の輪を見つけてタイムリミットを迎えれば、駒ピースは天使へと昇格できます。研修は残っているものの、くくりは天使となるのです。まあ、はっきり言いましょう。三日後の深夜零時に、天使でなければ死にます。駒ピースのままで四日後はありません」

　最後の課題は、タイムリミットがきたときに天使であること。そして、天使となるための天使の輪はひとつだけ。

「天使の輪のありかがわかるのは、三日後の夕方くらいです。それまでは、自由に行動をしていてください。まあ、時間を有効に使ったほうがいいとは思いますけど」

　リサは、ふたりの前にそれぞれ小型のトランクを置いた。

　トランクを開けてみると、そこには電子手帳のような機き器きと、ウサギのぬいぐるみが入っていた。ウサギのぬいぐるみには見覚えがあった。プログラムで使った武器だ。

　一方、キサラギのトランクには、奈々と同じ機器の他ほか、小さめのバイオリンケースが入っていた。中には彼女専用の武器が入っているのだろう。

「現在持っているものはこの二つです。壊こわれた天使の輪が電子機き器きです。墜つい落らく時じに街に落としたアイテムの位置がわかります。そして三日後の夕方に、天使の輪の所在をその機器が知らせます」

　電子機器はスイッチが入っており、画面に東京だろう地図が表示されている。

「そして天使の専用武器は墜落時にもなくすことはありませんでした」

　奈な々なはウサギの中の剣を確かめた。折りたたまれた剣が入っているのだ。

「特に行動の指定はありません。お互い協力して行動するのもいいでしょう。実際に伝説での天使のふたりは助け合って天使の輪を探し回ったらしいですよ。飛ぶことに慣れていたため、走ることが大変だったようですから」

　ふたりで協力をし、天使の輪を見つけたとしても問題がある。どちらが天使の輪をはめるか。ふたりはどうやってその問題を解決したのか。

「あと、テストに関してのルールがあります。テストは東京都内で行います。ですから、問題を起こしては困ります。何かトラブルがあれば、その地域に派は遣けんされている天使たちが対応することになるでしょう。ですから、行動はおしとやかにお願いします」

　基本は隠おん密みつ行動。それは、奈々にとっては願ったりのことだった。まず、行動するにあたって最初に手に入れなければならないものがある。

「その格好はあれなんで、服は特別に差し上げます」

　リサは自分のトランクから、白いワンピースを二着取りだし、ふたりに渡した。

　奈々とキサラギがワンピースを着ていると、コホンとリサが咳せき払ばらいをした。

「それでは、スタートの合図と共に私とはお別れです。私は東京の派遣地区に戻ります。もちろん、私の地区で問題を起こしたらあなた方を処分しますからね」

　リサは、またあの派遣場所に戻るのだろう。

「……もしも、正式な天使となったら、私と一緒に世界の秩ちつ序じよを守るために働きましょう。つらく孤こ独どくで危険な仕事ですが、そんなに悪くはないんですよ。バグを排はい除じよするだけではなく、ゴミを拾ってお花を植えてやりがいのあるアルバイトを見つけて、いつか私たちを受け入れてくれるような綺き麗れいな街を一緒に作りましょうね」

　リサは胸に手を添そえてにこりと笑った。

「──それでは、ラストステージ、スタートです」




　　　　＊




　果たしてこのメッセージは伝わっているのだろうか、と思った。

　無造作に飛び交う言葉のように、使い捨てられ記き憶おくにも残らないメッセージ。それでも、街を歩く人々が受け取ってくれると、ほんの少しだけうれしい気分になる。

　遼りよう一いちは、街角に立ってティッシュ配りをしていた。レジャーランドの広告入りのティッシュ。受け取ってくれるのは、そんなレジャーランドに興きよう味みがなさそうな中年女性が多かった。

　遼一がティッシュ配りに勤いそしんでいると、段ボールを抱えたジェシカが歩み寄ってきた。

「どんな感じ？　あんまり減ってないねえ」

　ジェシカがティッシュを入れていた紙袋を覗のぞきこんでいる。

「ジェシカが早すぎなんだよな。なんかコツがあるのか？」

　段ボールの中のティッシュは順調に減っている。

「笑顔と真心と、ちょっとしたエロ可愛かわいらしさ？」

「なるほど。俺おれにはひとつもないな」

「まあまあ、休憩しようよ」

　ジェシカは、缶コーヒーを遼一に見せた。

「だからいいって。俺におごると、俺が手伝ってる意味がないだろ」

「いいから、いいから」

　ジェシカは並木道の脇わきのベンチへと歩いていく。

　遼一も仕方なくジェシカに続いた。今日きようは学校の帰り道でジェシカを見かけたので、ティッシュ配りを手伝っていたのだ。しかし、あまりティッシュをさばけず、役に立ってはいなかった。炎天下の立ち仕事は非常に厳きびしい。

「こっち、こっち」

　段ボールを脇に置いて、ジェシカが日ひ陰かげのベンチにどすんと座った。

「じゃあ、カロリーメイトでも食べるか？　半分ずつにしようぜ」

　遼一は鞄かばんからカロリーメイトを取りだして、ジェシカに半分やった。夏の午後の並木道は、人通りがあまりない。隣となりのベンチでは、女性に抱かれた犬がぐったりとしているのが見えた。

「このティッシュ配りは、天使関係の仕事なのか？」

　遼一はコーヒーを飲みながら、ティッシュを手に取った。

「そうだよ。仕事は自由に選べないからね」

「宣伝してるレジャーランドも、天使関係の施し設せつだっけ？」

　ティッシュの裏には、湾岸のレジャーランドの広告がある。

「ユーロランドね。内ない緒しよなんだけどね、あそこの美人揃ぞろいのスタッフはほとんどが天使なの」

　クラスメイトの川かわ崎さきが異常に興味を示していたことを思いだした。敷しき地ち内にクライミング用の人じん工こう壁へきがあるらしく、同好会の活動として夏休みにそこに行くようなことも言っていた。

「あとね、私が研修をやったのもそこなんだ。レジャーランドの仕事を手伝いながら、研修をしたの」

「救済者セーバーのお姫様がいるんだよな」

「あ、それ言っちゃってたっけ。天使はいろいろな能力を使えるけど、あのお姫様が一番すごい能力なんだってさ」

「ジェシカもなんか変な能力使える？　研修で学んだりするんだろ。テンプテーションとか」

　遼りよう一いちは、リサにお姉ねえ様と呼ばれていた女性を思いだした。あのとき、リサが止めてくれなければ、彼女の虜とりこになっていたかもしれない。他人の心を動かす能力。

「できるよ。君くらいの心なんて簡単に動かせちゃう。ねえねえ、こっち見て」

　ジェシカは、スカートの裾すそをギリギリまでまくり上げてウインクをした。

「こ、こんなことするの君だけなんだからっ。で、でも、やっぱり恥はずかしいよお。そんなに見られると、ジェシカ困っちゃう……」

「……うん、わかった」

「あら、効き目が薄うすい感じ？　もっとスカートを……」

「も、もういいって、ちょっと困るよ、ジェシカ」

　遼一が鞄かばんでジェシカのスカートを押さえていると、ふたりの目の前に女性が立った。

「あ、こんにちは」

　ジェシカが言った。

「用件が終わったので、戻ってきたんです」

　目の前に立っていたのはリサだった。

「仕事関係でどっかに行ってたのか？」

「はい。できれば、ここを離はなれたくなかったのですけどね」

　リサはリボンのついた真っ白な帽子を取って微笑ほほえんだ。下ろした髪かみが風にさらさらと揺れた。着ているワンピースも白でそろえており、なんだかこの場所にそぐわない。コマーシャルで海辺を涼すずしげに歩いていそうな雰ふん囲い気きだった。

「てことは、この地区の待機スタンバイに戻るの？」

　ジェシカが聞いた。

「はい、そうです。ジェシカさんは、別の場所に配属になるでしょうね。ただ、お姉様から伝言で、日曜日まで休暇だそうです」

「……そっか」

　リサの言葉に、ジェシカは一いつ瞬しゆんだけ表情を凍りつかせた。

「まあ、場所を教えてくれれば会いに行くからさ」

　遼一が言うと、ジェシカは複ふく雑ざつな表情でうなずいた。

「それでですね、遼一さんにはお話があります」

　リサは遼一の隣となりに座り、ポケットから金色の駒ピースを取りだした。

「これって、プログラムで使ったやつか？」

　遼一は、その駒ピースを受け取った。両眼を赤く光らせる兎うさぎの駒ピース。

「プログラムで奈な々なの分身であったように、今回のテストでも奈々の分身であるのです」

「ん？　奈な々ながどうかしたのか？」

「はっきりと言いますと、奈々は天使になるためのテストを行っています」

　遼りよう一いちは息を吞のんだ。奈々は、まだテストの段階なのだ。

「……どこにいる？　奈々は無事なのか？」

「無事でしょうね。光が消えない限り生きているということです」

「そのテストに俺おれも参加をしろということか？」

　遼一は兎うさぎの駒ピースをぎゅっと握にぎった。こうしてリサが説明をしに来たということは、プログラム同様に遼一の参加を促うながしている。

「奈々と遼一さんの場合はレアケースでしてね。今回は、遼一さんは奈々の一部として参加が認められたわけです」

「どうすればいい？」

　遼一はベンチから立ちあがった。

「待ちなよ、ちゃんと聞いたほうがいいよ」

　遼一に言ったのはジェシカだった。

「それでは、テストの説明をします」

　リサはコホンと咳せき払ばらいをして続けた。

「兎の駒ピースの光が点てん滅めつしているのがわかりますね。点滅の速さと奈々との距きよ離りは比例しております。点滅が速くなるほど近くにいるということです」

　プログラムのシステムを微び妙みように引き継いでいる。駒ピースの光を見たが、点滅はとてもゆったりとしていた。近くにはいないということだ。

「テストの内容は？」

「それは言えません。奈々に協力する、というだけです。あくまで、奈々のテストなのですから」

　奈々はどのようなテストを受けているのか。ジェシカが受けたテストは、大して危険ではなかったようだったが、なんだか胸むな騒さわぎがする。

「じゃあ俺おれの行動は、駒ピースの光を頼りに奈々を探すだけか？」

「はい、そうなります」

　とにかく奈々を見つけなければならない。遼一との物理的な距離も、奈々の身体能力に影えい響きようするのだ。

「遼一君には危険はないの？」

　入れ込む遼一の脇わきで、ジェシカが聞いた。

「遼一さんは基本的に一般人であります。ですから権利は守られ、テストで遼一さんが危険にさらされることは極きよく力りよく避さけられるでしょうね」

「極力避けられる、って危なかったりはするのか？」

「テスト内容は言えませんが、例えば戦せん闘とう形式だった場合、巻き込まれる可能性はありますね。その場合は、逃走の意思表示をしてください。自ら願って巻き込まれる場合には、事故が起こる可能性もあるのです」

　遼りよう一いちはリサとの出会いを思いだした。あのときリサは、奈な々なの入ったトランクをバグに奪うばわれそうになり、街中でバグと戦っていた。周囲の人間にも被害が出ていた。今回はテストなので、そこまでのことはやらないだろうが、戦いは起こる可能性がある。

「わかった。とにかく参加をする。そのテストはいつから？」

「もう始まっています。昨日きのうの深夜からです」

　遼一はどきりとした。昨日の夜から、ただ漠ばく然ぜんと時間を過ごしていた自分を呪のろった。

「終了時間は明後日あさつての深夜零れい時じです」

　今日きようは金曜日。終了予定時刻は日曜日の深夜零時。何が行われているかわからないが、とにかく行動するしかなかった。

　遼一は駒ピースを片手に走りだそうとして顔をしかめた。

　焦あせりに反して、奈々がどの方角にいるのかわかりづらすぎた。ちょっと走ったところで、点てん滅めつ速度はほとんど変化がないのだ。

「落ち着いて。私も協力してあげるから」

　ジェシカがそんな遼一の手を取った。

「いいんだよね。日曜日まで休暇だから」

　ジェシカの視線に、リサはうなずいた。

「とにかく駅に行こう」

　交通機関を使ったほうがいいと考え、遼一はジェシカと共に駅へと向かった。

「あの……」

「ん？」

　遼一が振り向くと、リサは首を振った。

「いえ、なんでもありません」

　リサは走るふたりの背中を見送った。




　　　　＊




　扉を開けて駆かけ込んだが、部屋の中には誰だれもいなかった。

「……なんでいないのよ」

　奈々は息を切らしながらつぶやいた。

　ユニットバスの中も確かく認にんしたあと、奈々は部屋の中で立ちつくした。懐なつかしさも安あん堵どもなかった。空からっぽの部屋の中でただイライラとしていた。

　腕をつたう血が、指先からポタポタと垂たれて床を濡ぬらした。

　奈な々なは床に置いてある学校鞄かばんの中からブルーの財布を取りだし、中の札を全部抜いて財布を投げ捨てた。額は三千円ある。続いて本棚から乱暴に本を取りだし床に放り投げる。図書館バザーで買ってきた『漫画で学ぶ青色申告ガイドブック』を見つけて手に取った。開くと中がくりぬいてあり一本のナイフがしまってある。

　ナイフのブレードのスイッチを押すと、バチンと音を立てて刃が飛び出た。奈々がナイフ関連の雑誌やインターネットを見て手作りした飛び出しナイフだった。日本では所持が禁止されている。

　クローゼットを開け、ワンピースを脱ぎ捨てて学校の制服に着替えた。ベッドの下を覗のぞきこんで舌打ちをする。隠かくしていたカロリーメイトがほとんど消えていた。それでも二箱残っていたそれをナイフと一緒にポケットにねじ込んだ。

　脱ぎ捨てたワンピースで腕の血を乱暴に拭ぬぐった。待たい機きか移動かしばらく迷った。時間がなかった。そんな時間のない中ここまで来たのだ。待つべきだった。

　奈々は出で窓まどに近づき、ほんの少しだけ表情を緩ゆるめた。出窓からの景色は変わらない……。

　出窓に手を添そえて奈々はぐっと唇を嚙かんだ。出窓に置かれていたヘアバンドは奈々のものではなかった。よく見ると、出窓の上に置かれた本やマグカップの位置が変わっている。誰だれかが座ったような感じでクッションの位置が直されていた。

　奈々は足下に転がっていたプラスチックの虫かごを足で踏ふみつぶすと、部屋から出ていった。




　　　　＊




「東方向だね。なんとなく点てん滅めつ速度が上がったような気がする」

　遼りよう一いちは、ジェシカと一緒に街を走り回っていた。駒ピースの点滅速度の変化がほとんど判別できないので、奈々の捜そう索さくは困こん難なんを極きわめている。まずは、電車で大まかに移動してから、奈々のだいたいの居場所を判明させ、その後、自分の足で走り回った。

「……こっち方向かなあ」

　ジェシカが駒ピースを見ながら首を傾かしげている。彼女は駒ピースの点滅の微び妙みような変化を察知することができた。

「向こうだよ」

　遼一は夕暮れの道を駆かけた。

「なんで？」

「ここは俺おれの家の近くだよ。きっと、奈々は家に向かってる」

　駒ピースを持って奈々を追いかけているうちに、遼一の住む街に戻っていた。奈々は遼一の部屋を目指しているに違いない。

　遼りよう一いちは駒ピースには目をくれずに、自宅マンションを目指した。

　階段を駆かけ上がり、玄関ドアに手をかける。鍵かぎは開いていた。やはり戻ってきている。

「奈な々な！」

　部屋に駆かけ込んだが返答はなかった。空からっぽの部屋。

「……いないね」

　遼一を追いかけてジェシカが部屋に入ってくる。

「いや、戻ってきてた。部屋が散らかってるだろ」

　遼一は散さん乱らんした本を見つめた。何かを探したかのように部屋が散らかっている。ベッドの下を覗のぞくと、やはりカロリーメイトがなくなっていた。

「遼一君、これ」

　ジェシカが手に取ったのは、ベッドの上に置かれた白い布だった。

「変な模も様ようだな……血だ」

　それは白いワンピースだった。傷を拭ぬぐったかのように血で汚れている。まさか、奈々は怪け我がをしているのだろうか。

「……それほどひどい怪我じゃないと思うけど。やっぱりテスト関連かな」

「そうだろうな」

　遼一はさらに部屋を探した。この部屋に戻ってきたなら、なんらかのメッセージが残されていると考えたが、そんな形けい跡せきはなかった。それほど焦あせっていたのか、それとも遼一を求めていないのか。

「とにかく追いかけようよ。近くにいるかもしれないよ」

　ジェシカが、部屋を探し続けている遼一に言った。

　遼一は渋しぶ々しぶうなずいた。奈々は何をしているのだ？　この部屋に来たのなら、なんで遼一を待っていなかったのか。

　遼一はマンションの階段を駆け下りると、駐輪場から自転車を持ちだした。最近乗っていなかったが、これで追いかけるしかない。

　本来はタクシーなど車を使うのがいいのだが、金銭的な面の他ほか、一般人に知られてはいけない制約もあるため断念したのだ。

「俺おれが自転車をこぐから、ジェシカは駒ピースを見ててくれ」

　遼一は、ジェシカを後ろに乗せて自転車をこいだ。

　奈々の追跡は困こん難なんを極きわめた。少々接近したところで、駒ピースの点てん滅めつ速度はほとんど変化がない。ジェシカのフォローでなんとなくの方角がわかる程度だ。そして、奈々は常に移動し続けている。遼一たちの追走の速度が遅いため、追いつくことができないのだ。

「どこに向かってるんだ？」

　遼一は息を切らしながら必死で自転車をこいでいた。自転車を追い越こしていった車がクラクションを鳴らした。すでに周辺は暗くなり、道路の街灯がオレンジ色の光を発していた。

「ゴールがあるわけじゃないみたいだよね。……ねえ、そっちの道に入ってみて」

　荷台に座ったジェシカは駒ピースを凝ぎよう視ししている。

「常に動いているでしょ。たぶん、いくつかの目的地が設定されているのかも」

「で、東京を移動していると？」

　どんなルールだかはわからないが、奈な々なは何かを探しているのかもしれないと思った。それか、ラリー制のゲーム。街の各所にポイントが設置され、そのポイントを通過しながらゴールを目指すのだ。

　人ひと気けのない道を自転車で走っていると、ジェシカが声を上げた。

「ちょっと止まって」

　ジェシカに言われて自転車のブレーキをかけた横には、取り壊こわし中のマンションがあった。三分の一ほど削けずられて建物の鉄骨が剝むきだしになっている。そんな横に腕を振りあげるような形でショベルカーが置いてあった。

「ねえ、これさあ、血の跡あとじゃないかな」

　出入り口を塞ふさぐ黄色いテープに血のようなものが付着している。

　遼りよう一いちはテープを乗り越こえて、半はん壊かいした入り口から建物の中に入っていった。一階部分は駐車場のようになっており、砕くだけたブロックが散さん乱らんしている。壊れた壁かべから明かりが入ってくるが、ほとんど真っ暗だ。人がいる気配はない。

「……なんだこれ」

　中央付近に小さなテーブルのようなものが置いてあった。遼一は、キーホルダーにつけていた小型ライトを灯ともした。

『武器Ｄ』

　テーブルにはそんな文字が書かれていた。しかし、武器らしきものは存在しない。

「……遼一君、その辺あまり触さわらないほうがいいよ」

　背後にいたジェシカが低い声で言った。

「ん？」

　何か手が濡ぬれたような気がした。小型ライトで照らして体を硬こう直ちよくさせた。手のひらは真まっ赤かに染まっていた。

「机に血が？」

「いや、その辺にいっぱい血がついてる。足下も気をつけて。血だまりがあるから。……もう出よう」

　ジェシカが遼一の手を引っ張った。

「……どういうことだ？　まさか、奈々が怪け我がを」

　遼一は、外に設置されていた水道で手を洗いながら表情を固めた。あの血は奈々のものだろうか。全まつたく関係ない可能性もある。

「プログラムを憶おぼえてる？　ポイントを回復させる自販機が東京中に配置されていたじゃない。それと同じく、そんな場所が設定されてるのかも」

「実は俺おれも同じことを思ったよ」

　できれば関連のない事じ象しようであってほしかった。しかし、現実を見つめなければならない。

「多人数でのテストかもしれないな」

　怪け我がをしたのは奈な々なであるとは限らない。

　ただし、多人数であるということは、プログラム形式を取っている可能性もある。プログラムはバトルロイヤルだった。誰だれかと戦っている場合、たとえ奈々が怪我をしていなくても、遼りよう一いちにとっては顔を背そむけたくなることだった。

「サポートのアイテムとか武器が東京に散らばっている。奈々はそれを探しながら移動しているのかもね」

「なんでそんな複ふく雑ざつな形式を……いや、プログラムも複雑だったよな」

　遼一は高鳴る鼓こ動どうをなんとか抑えた。嫌いやな予感ばかりが膨ふくらんでいく。

「それより重要なことがあるよ。それは、奈々が移動し続けているってこと。たぶん、アイテムを集めるようなルールのゲーム内容だと思う。だとしたら、プレイヤーにとっては時間が重要。たえず移動しなきゃならないよね」

「だとしたら、奈々を見つけることは困こん難なんだよな」

　もともと遼一側は奈々の大まかな位置しかわからない。それも動き続けている目標を追うとなると、さらに難なん易い度どが上がってしまう。

　果たして奈々を見つけることができるのか。そして、奈々の行っているテストの内容とは。

「とにかく追いかけよう。奈々も夜になったら休むかもしれない。位置を特定するチャンスがあるかもしれないよ」

　ジェシカに促うながされ、遼一は奈々探しを続行した。

　深夜になっても、追つい跡せきを続けたが駒ピースの点てん滅めつはなかなか変化しない。一定の距きよ離りを保っているようだが、それ以上に接近できないのだ。点滅と距離の関連もわからないので、奈々とどれほど離はなれているのかもわからない。

　奈々の位置はつかめないまま、焦じれと不安と疲ひ労ろうだけが蓄ちく積せきされた。

「駒ピースに問題はないのか？」

　遼一は缶コーヒーを買ったあと、腹立たしげに自動販売機を蹴けり飛ばした。すでに、夜が明けていた。一いつ睡すいもしないで追跡をしたのだが、奈々の通った形けい跡せきすらも見つからなかった。

「仕方ないよ。奈々もノンストップで動いてる。だから、どうしても後れを取っちゃう」

　ジェシカは兎うさぎの駒ピースを手のひらで転ころがしながら言った。土曜日の早朝の街は静かだった。目の前のゴミ箱をカラスがあさっているのが見えた。

「タクシーを利用しているとかあると思うか」

「いや、それはないと思うよ。一般人を巻き込まないっていう制約があるみたいだし、それに、姿が見えないってことは、こっそり隠かくれながら移動していると思う。だから、公共の移動手段を使ってはいないんじゃないかな」

「早めに見つけないとまずいよな」

　遼りよう一いちは空き缶を投げ捨てた。

「そんなに焦あせらなくていいとは思うよ。奈な々なの形けい跡せきが見つからなくなったってのは、そんなに悪いことじゃないじゃない。無事だってことでしょ」

　理り屈くつではわかるのだ。しかし、テスト内容がわからない限り、遼一の不安は膨ふくれる一方だった。近寄ってやるだけで奈々の力になれるのだ。

「じゃあ乗って。今度は私がこいであげるからさ」

　ジェシカがパンパンと自転車の荷台を叩たたいた。

　その後、ふたりは街を自転車で走り回ったが、無む駄だな時間だけを経過させた。街の気温は急上昇し、遼一の疲ひ労ろうも限界に達しようとしていた。

　……彼女は東京のどこにいるのだ？

　遼一は呆ぼう然ぜんと空を見つめた。こんなときだけ東京の空は広く感じる……。

　空には灰色の雲がかかっている。今日きようも雨が降りそうだった。最近、都心付近を襲おそうゲリラ豪ごう雨う。都心のビルに雨雲が引っかかるからだとか、温おん暖だん化が全すべての元凶だとか言われているが、真実はわからない。

「結構近づいてる。明らかに点てん滅めつの間かん隔かくが短くなってる」

　ジェシカが走り寄ってきた。

「やっぱり自転車はもう駄目だ。ここで捨てよう」

　自転車は二人乗りの酷こく使しがたたりパンクしてしまっていた。空気を入れたりしたが、穴が大きすぎる。直している時間はなかった。

「走り回って見つかるのかな。丸一日こうして走ってたけど、奈々の姿は見つからない」

　何か別の方法はないだろうか。奈々が移動しているのは確かなのだ。

「高いところに上って見てみようか。この付近にいることは間違いないんだから」

　遼一はジェシカの案に賛成し、この付近で一番高いマンションへと向かった。

　二十階建てほどのマンションを見つけると、その非常階段を駆け上る。とてつもなく長く感じる階段を上っていると雨が降ってきた。雨はいきなり大粒の水を街に降らせた。突然の豪雨に、人は店や駅などに避ひ難なんしていく。

　遼一はお構いなしに階段を上った。逆に気温が下がるので雨はありがたい。

　非常階段を上りきり、鉄てつ柵さくを越こえて屋上に出る。周囲には高い建物が少ないので周辺を見渡すことができた。

　熱ねつせられた街に雨が降り注いでいる。傘かさを差す人影がぽつぽつと見えるだけで、人影はほとんどない。傘も役に立たない豪ごう雨うに、ほとんどの人が避ひ難なんをしているようだ。

　強きよう烈れつな雨。この雨が三日三晩続くと東京は沈しずんでしまうのではないか？　無責任に地球温おん暖だん化のせいにするわけではないが、もしかしたら地球規模で何かが狂っているのでは、と思わせるほどの強さだった。何かを警けい告こくしているかのような激はげしい雨。

「──動いてる。私たちから離はなれていってると思う」

　ジェシカが兎うさぎの駒ピースをアピールした。

「どこだ？　動いてるならここからわかるかもしれない」

　遼りよう一いちは必死で周囲を見渡した。どこだ？　奈な々なはどこにいる？

「この雨じゃ見えないか……」

　遼一が目に入る雨水を拭ぬぐったとき、ジェシカが声を上げた。

「あそこ。あの通りを見て」

　ジェシカが指さしたのは、広めの公園のような敷しき地ちだった。緑の木々が見える。

「あの公園の脇わきの道路を見て」

　遼一は目を見開いた。公園と駐車場の間の道路をひた走る人影がひとつあった。豪雨に紛まぎれるように駆かけるセーラー服姿の人影。

　──奈々だった。

「奈々！」

　遼一は鉄てつ柵さくをつかんで叫んだが、激しい雨に声は数メートルも飛ばずに散った。

「行こうジェシカ。奈々を追いかける」

「待って。何か変だよ」

　ジェシカの言葉に奈々を見る。奈々は雨の降り注ぐ道の真ん中で立ち止まっていた。

「……何を見てるんだ？」

　奈々は何かに気づいた様子だった。

「もうひとり、誰だれかがいるよ」

　雨でよく見えないが、奈々に立ちはだかるような、もうひとつの人影が確かく認にんできた。奈々と距きよ離りを取って対たい峙じしている。奈々の微び妙みような緊きん張ちようがこの距離でも感じ取れた。

「とにかく、立ち止まってるうちに奈々のところに……」

　遼一が駆けだそうとした瞬しゆん間かん、奈々が動いた。

　剣を振り上げて突進する奈々に対して、相手も迎げい撃げきの体たい勢せいを取る。お互いの武器が交差し、激はげしく水しぶきが散った。

　遼一は愕がく然ぜんと立ち止まった。やはり、テスト内容には戦せん闘とうが組み込まれている。天使は強さを求められているからだ。所々に残されていた血は、そんな戦いの跡あとだったのだ。

　戦うふたりが散らす水しぶきに、赤い色が混じり始めた。形けい勢せいが不利なのは明らかに奈々だった。このままでは……。

「早く行ってあげないと」

　ジェシカが棒立ちになる遼りよう一いちの手を引っ張る。

　遼一は頭を振ってから非常階段を駆かけ下りた。奈な々ながどんなテストをやっているのかはわからないが、遼一が必要なのは確実だった。奈々を助けるためには遼一自身が必要だ。

　非常階段を駆け下りても、降り注ぐ雨の勢いきおいは弱まらない。

「こっちだ、向こうの公園の方向」

　遼一は公園方向に駆けだした。住宅街の路地を駆け抜け急ぐ。顔にばしばしと雨粒が当たり方向感覚を失いそうになる。

　住宅街を抜けると少しだけ開けた場所に出た。左手に空あき地や駐車場などがあり、右手には緑の敷しき地ち。先ほど奈々がいた道だ。

　遼一はその最後の力を振り絞しぼって、その道を全力で駆けた。

「……おかしいね。この辺だった」

　後ろを走っていたジェシカが立ち止まった。しかし奈々の姿はない。交戦していた相手もいなくなっている。

「ここだったはずだ」

　遼一は息を切らしながら周囲を見渡した。なんだか、真っ白な煙のようなものが立ちこめている。その白い煙は雨に洗い流されるように消えていった。

「やっぱりここで戦ってたんだよ」

　ジェシカが足下のアスファルトを指さした。そこを見てどきりとする。アスファルトに広がる赤い色。その血は、雨に流され道ばたの排水溝に吸いこまれていく。

「逃げたのか？」

　そうであってほしかった。遼一はここまで走る間、傷だらけで道に倒れる奈々という最悪の光景を想像していた。

「私たちの足音とかを聞いて戦闘を止めたのかも。テストとはいえ、東京で戦ってるのが見られると、処分の対象になるからね」

　しかし奈々はどこに逃げた？　周囲に人影は全く見あたらない。

「逃げるとしたら公園かな」

　ジェシカが右手の公園を見つめた。屋上から見たときは、緑の森のような広い敷地だった。隠れるにはもってこいだが。

「たぶん隠れてるな」

　ジェシカから駒ピースを奪うばって見ると、今までで一番速く点てん滅めつをしている。奈々は近くにいる。

「手分けして探そうか」

「ああ、そうしよう」

　遼りよう一いちとジェシカは、膝ひざほどの高さの柵さくを跳とび越こえて公園に入った。

　遼一は駒ピースを持って敷しき地ち内を走り回る。鯉こいが泳ぐ池は激はげしい雨で濁にごっている。所々に設置された屋根付きのベンチには、雨から避ひ難なんしている子供の姿があった。

　駒ピースの点てん滅めつの変化はなかった。これ以上点滅は速くならないのかもしれない。

　駒ピースはポケットにしまった。駒ピースを見ないほうが奈な々なを探せるような気がした。

　あまり管理されていない木々のうっそうと茂るエリアに入った。膝まで伸びた雑草やツツジなどが立ち入るのを邪じや魔ましている。

　心音を感じた。弱々しく乱れるような心しん臓ぞうの鼓こ動どう。

　ガサッと音に振り向くと、木こ陰かげから犬が走りでて、そのまま逃げていった。突然の豪ごう雨うに飼い主とはぐれてしまった犬だろう。

　視線を戻して、はっとする。

　雨の中、木の下に隠かくれるように立つ少女の姿があった。血まみれで弱々しく木に寄り掛かっている彼女は、ふっと消えそうな気がして声をかけることをためらった。

「……奈々？」

　遼一が呼びかけると、奈々は視線だけを向けた。

　奈々の全身は真まっ赤かに濡ぬれていた。セーラー服は引き裂さかれ、露ろ出しゆつした手足も赤黒い血がこびりついている。泥と血に汚れぼんやりと立っている彼女は、ゴミ捨て場で雨に濡れている壊こわれた人形のようだった。
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「どうした？」

　雨に濡ぬれた奈な々なは、まるで泣いているかのように見えた。

「……どうした奈々、大丈夫か？　こっちにこいよ」

　遼りよう一いちが両手を広げると、奈々はよろめきながらも近寄ってきた。

　手を触ふれてみると奈々の体はとても冷たかった。こんなにも華きや奢しやだっただろうか。強く抱きしめると折れてしまいそうだった。

「…………」

　奈々が混こん濁だくした視線を向けて唇を動かした。

「喋しやべらなくていい」

　遼一は奈々の体をそっと支えた。

「……なんか、いろいろひどい目に遭あった」

　奈々はそう言うと、遼一に体を預けた。




　　　　＊




　マンションの二階の部屋の前に立ち、遼一はドアをガンガンと叩たたいた。

「俺おれだ。相あい沢ざわだ」

　しばらくして、ドアが少しだけ開いた。

「おい、いきなりなんだよ」

　ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは川かわ崎さきだった。

「ちょっと頼みがある」

「なんだよ、これからいい雰ふん囲い気きになりそうだったのによお」

「相沢が来たの？」

　顔をしかめる川崎の背後から女性の声がした。

　ここは川崎の彼女の部屋なのだ。短大生の彼女はもともと川崎と遼一の高校の先輩なのだ。遼一もたまにこの家に呼ばれたことがあった。毎週土曜日は川崎がこの部屋に来ていることも知っている。といっても、テレビゲームをやる程度の関係で、それ以上に進展しないと川崎は愚ぐ痴ちっていた。

「いいから聞いてくれ」

「そんなずぶ濡れの格好で……」

　ドアを開いた川崎は、遼一に抱かれた血まみれの奈々を見て言葉を止めた。

「なあ川崎、何も言わないで俺たちにこの部屋を貸してくれ」

　遼一は奈々を抱えながら頼んだ。

「ねえ、貸してくれって、ここは私の部屋よ。ふざけたこと言わないでよね」

　川かわ崎さきの彼女が玄関に近づいてきた。

「黙だまってろ」

　川崎が彼女に向かって叫ぶと、彼女は「なによお」と、部屋に戻っていく。

「なあ、それって奈な々なちゃんじゃねえか？」

　川崎が顔をしかめている。

「頼みがあるんだ。まずはこの状じよう況きようの理由を聞かないこと。そして、治ち療りようをしたいから、シャワーとベッドを貸してほしい」

「……わかった、いいぜ。早く入れ」

　川崎はうなずき、遼りよう一いちを中に招き入れる。

「シャワーはここだ。あと、綺き麗れいなタオルがここにあるから……」

　川崎がバスルームの脇わきにあるカラーボックスからタオルを取りだしている。

「すまない川崎」

　遼一がバスルームに入って服を脱がせようとしたが、奈々が拒きよ絶ぜつした。

「……自分でやるわ」

「できるわけないだろ。とにかく泥まみれの体を洗わないと治療もできない」

「自分で洗えるからいい」

　奈々は遼一をバスルームから押しだそうとしながらも、ぐったりと膝ひざをついた。

「いい加減にしろ。そんな状じよう態たいで……」

「そんな状態とか関係ないわ」

　何を言ってるんだと思った。奈々は自分の状況がわかっていない。ボロ切れのような自分の体の状態をわかっていないのだ。

「これ以上くだらないこと言うと怒るぞ……」

　イライラとする遼一の頭がパコンと叩たたかれた。振り返ると、部屋の主が遼一を睨にらんでいる。

「あんたね、相変わらず女の子の気持ちがわかってないわね。どんな状態でも、嫌いやなものは嫌なのよ」

「先輩、ちょっと……」

　遼一は傷だらけの奈々を隠かくそうとした。

「理由を聞かなきゃいいんでしょ。私が洗ってあげる」

　彼女は遼一を突き飛ばしてバスルームの扉を閉めた。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす遼一の肩に、川崎が手を置いた。

「まあ、任せようぜ。順応力だけはあるから、騒さわぎはしないだろ。それより、おまえも着替えろよ」

　川崎が遼一に乾いたタオルを放り投げた。バスルームからはシャワーの音が聞こえた。痛いたみにうめく奈な々なの声と、傷だらけの奈々の体に息を吞のむような彼女の雰ふん囲い気きが伝わってきた。

「……すまない」

　遼りよう一いちは部屋に入って、ぐったりと椅い子すに座り込んだ。

「そういやさ、同好会の夏休みのイベントが決まったぜ。ユーロランドっていうレジャーランドにクライミング施し設せつがあるからそこに行くことになった。他ほかの連中が部活があるとかで忙しいから、近場になったんだよな」

　川かわ崎さきは冷蔵庫からコーラを取りだし遼一に放り投げた。

「あのレジャーランド、スタッフがすげえ美人らしいんだよな」

「……天使が働いているからな」

　遼一がつぶやくと、川崎は声を上げて笑った。川崎はいつもどおりの会話をしてくれていた。

「そういや、相あい沢ざわと知り合ったきっかけも、これだったよな。一年のときに俺おれが三年の彼女に手を出してよ、そのクラスの男どもに絡まれたんだよな」

　そのときの彼女が、この部屋の主なのだ。

「なんか、校舎の壁かべを登らされそうになってたよな」

「ちょっと色いろ恋こい沙ざ汰たでグチャグチャしてて、あれって俺も悪かったんだよなあ。まあ、あのときは何も聞かずにいてくれて楽だったぜ」

　川崎はコーラを飲みながらニヤニヤしている。

「ねえ、応急処置するからベッドにバスタオル敷しいて。そしたら、あんたらはベランダに出てなさい」

　彼女の声が聞こえたので、ふたりは言われたとおりにセッティングをしてベランダに出た。

　ベランダに出ると、すでに雨はやんでいた。灰色の空を背景に都庁のビルが小さく見えた。このマンションは、奈々が潜ひそんでいた公園と同じ区内にあった。遼一は、傷だらけの奈々を抱えて呆ぼう然ぜんとしているときに、ここを思いだしたのだ。

　ジェシカとは別れている。奈々を攻こう撃げきした相手が公園にいる可能性があり、とにかく離り脱だつだけを優ゆう先せんしたからだった。

　テストの終了は明日あしたの深夜零れい時じ。そうリサは言っていた。奈々は、それまでに何をしようと東京を走り回っていたのか。

　雲間から光が差し込み、暮れ始めた東京の街を赤あか紫むらさきに染めた。その色は、複ふく雑ざつに色が混じって何色なのだかわからない。まるで遼一自身の現在の感情を表現しているかのような色だった。







「痛いたみは？　何か飲むか？」

　遼一はベッドに横たわる奈々に聞いた。

　手足を包帯でぐるぐる巻きにされた奈々が、青いシーツのベッドに仰あお向むけに寝ている。借りたＴシャツを着ているが、中も同じように包帯で巻かれている。

「……いらない」

　奈な々なは首を振った。

　ふたりは依い然ぜん、川かわ崎さきの彼女の部屋にいた。「このまま泊まっていいわ」と、部屋の主は川崎と出ていってくれていた。タクシー代を借りて遼りよう一いちの部屋に戻る選せん択たくもあったが、あの部屋に戻ることは危険もあった。

「危ないところだったな」

　遼一はゴミ箱に捨てられた血だらけの制服を見ながらつぶやいた。最悪の場合、今いま頃ごろ傷だらけの奈々を抱えて途方にくれていた可能性もある。

　奈々の傷は思った以上に深しん刻こくだった。全身の裂れつ傷しようや打だ撲ぼくのアザ。体を洗ったバスルームは血だらけになったようだ。それでも、川崎の彼女はなんとか冷れい静せいに処置を終えて、立ち去っていった。

　あのふたりは何を思っただろうか。何も聞かずにいてくれたが、この状じよう況きようは明らかに異常だった。もしかしたら、と思った。今後川崎たちに救済者セーバーの介入があるかもしれない。記き憶おくのロックなどをして忘れさせる。だとしても、遼一だけでもこのことは憶おぼえておこうと誓ちかった。

「この治ち療りようキットはどうしたんだ？」

　治療道具は奈々が持っていたのだ。包帯や痛み止めの錠じよう剤ざい。他ほかにもスプレータイプの止血兼消毒剤や、裂れつ傷しようを塞ふさぐ糊のりのような塗ぬり薬もあった。市販のものではなさそうだ。

「治療キットは、私が手に入れたアイテムなの」

　奈々は天井を見ながらつぶやいた。奈々の表情は人形のようだった。別れる前の奈々の表情とはどこかが違った。いや、こんなものだっただろうか……。

「あのプログラムで使ったウサギのぬいぐるみもあるよな。これは電子手帳か？」

　遼一は電子手帳のような機き器きを手に取った。画面には地図が表示されている。

「それは壊こわれた天使の輪。ウサギは私専用の武器で地上に持ってきた。私はフィフスエレメントって呼ばれる天界の天使のひとりで地上に降こう臨りんしたの。でも、翼つばさが折れてもう飛べない」

「……それで？」

「で、壊れていないもうひとつの天使の輪を探さないといけない。その間に、地上に落としちゃったアイテムを回収してた」

「わかった。少し寝ねたほうがいい」

「……違うわよ。それがテストの設定なの」

　奈々は少しだけ怒った表情になった。

「そういう設定で東京を走り回っていたのか？　こんな治療キットとかが配置されている？」

「そう。さっきの公園もアイテムポイントだったの。でも、先を越こされちゃったみたい」

　奈々は小さくため息を吐いて説明を続けた。行っているテスト内容について。

　目的はひとつ。天使の輪を手に入れること。それを手に取っていると天使となれる。そして、天使でなければタイムリミットで死んでしまう。そのタイムリミットは明日あしたの深夜零れい時じ。天使でなければ、その時間を越こえられない。

　ただし、その天使の輪の所在が判明するのは、明日の夕方頃ごろとなる。

「じゃあ、なんで東京を走り回っていた？」

「天使の輪の他ほかに、天使が落としちゃったアイテムが地上に散らばっている設定なの。だから、それを集めて回ってた。防ぼう御ぎよアイテムとか補ほ助じよアイテムとか武器とか……」

　電子機き器きは東京のマップが表示されており、それらの散らばったアイテムがわかるようになっているようだ。

「武器が剣のマーク。防御アイテムが盾のマーク。補助アイテムが星のマークとかシンプルに表示されてるだけ。だから、行ってみないと何があるかわからないのよね」

「なんで、そんなに積極的に動く必要がある？」

「天使の輪がひとつしかないからよ」

「相手を倒さなきゃいけないっていうテストじゃないんだろ。内容は、いかに早く天使の輪を見つけるか、だよな」

　シンプルな設定なのだ。明日の夕方に所在が判明する天使の輪を探しに行けばいいだけだ。

「本質は対戦式よ。プレイヤーは二人。そして、生き残れるのは一人だけ。天使の輪の奪うばい合いをしなければいけないわ。だから、天使の輪のありかが判明するまでに、いかに相手よりもいいアイテムを集めて有利に立つかということ」

「天使の輪が見つかる前に、相手を倒そうとした？」

　すでに奈な々なはボロボロになっている。

「東京の街中で戦うつもりはお互いになかったわ。トラブルを起こしたら処分されるもの。でも、アイテム争そう奪だつ戦で何回か場所が重なったときがあった。人ひと気けがなければ当然交戦になる」

　アイテム回収後も、マップに表示されたマークが消えることはないらしい。なので相手の動きもわからず、そこに行ってもすでにアイテムがないときもあったようだ。

「武器がほしかったの。相手もそう考えたみたい。だって、このゲームのラインは、最終決戦までにどれほど戦力を高めることができるか、だもの」

　しかし、結果的に集められたのは防御や補助アイテムの類たぐいだったようだ。治ち療りようキットや逃走を助ける道具など、いわゆる消極的なアイテム。あのときの交戦で逃げられたのも、煙えん幕まくのような道具を使ったらしい。豪ごう雨うの中でも威い力りよくを発はつ揮きして、奈々はなんとか逃走に成功した。

「結果的に、アイテム集めに私は出遅れた。あの部屋に戻らなきゃいけなかったからね。だから、全体的に後れを取ったわ」

「俺おれを捜さがしてた？」

「ええ、当然よ。相手を蹴け落おとすには、君が必要なだけ。私は、手に入れなければならないアイテムが相手よりも一つ多かっただけ」

「……でも、奈な々なが勝つってことは、相手が死ぬってことだよな」

　相手が人間でないとはいえ心の痛いたむことだった。

「当然よ。そして勝つのは私」

「なあ、本当にどっちかなのか？　ふたりとも助かる方法はないのか？」

「そんな甘いことを言ってたら勝てないわ」

　奈々は平へい然ぜんと言った。冷え切った奈々の言葉だった。

「それで、明日あしたはどうする？」

「当然天使の輪を見つける。でも、確かく実じつに戦うことになるわ。その前に行っておきたいアイテムの場所もあるし、戦せん闘とうには君の力も必要。ついてきてくれるわよね」

「……ああ」

　遼りよう一いちはため息を吐くように返事をした。これしか奈々にしてやることができないのだろうか。もっと別の解決方法を与えてやることはできないのか、と思った。

「……ここまできたら、もう引き下がれないの。やるしかないの」

　奈々は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「私はこのテストで私自身に沢たく山さんの被害を出した。だからこそ、ここで終わるわけにはいかない。ここで失敗したら意味がなくなる。それに、遼一には選せん択たくの余地はない。私は君を脅おどしてでも強引に利用するわ」

「わかったよ奈々」

　遼一は部屋の電気を消した。とにかく、傷だらけの奈々を休ませる必要がある。先ほどまでは、奈々は傷の処置がすんだらすぐに行動をしようとしていたのだ。

「……ねえ遼一」

　暗くなった部屋の中で奈々が呼びかけた。

「どうした？」

「ベッドが不安定で眠れない。だから一緒に眠って」

　遼一は仕方なく奈々の隣となりに横になった。

　プールに浮かぶ浮き輪をつかむように、遼一にしがみついていた奈々だが、ため息を吐いて首を振った。

「……やっぱり眠れない。たぶん、君と接近すると身体能力が上昇すると同時に、精神的にも高こう揚よう状じよう態たいになってしまうのだ」

「じゃあ、ひとりで寝ねたほうがいいな。夏に一緒に寝ると暑苦しいしな」

　遼一が起き上がろうとしたが、奈々はしがみついたままだった。

「こうしよう。ベッドの上で、できるだけお互いに離はなれる。それでいて、ベッドで寝る私の不安定さを解消するために、手だけを握にぎることにする。接近や接せつ触しよくは最低限に抑えるということ」

「なんか別のにつかまるか？　この部屋は人形とかあるし」

「君との物理的な距きよ離りを近づかせたほうが回復力も高まる。それに、人形とかにつかまっても、人形自体がふわふわしているから不安定さは解消しない。また、今回のテストでどうしても君の力が必要となる。私は、君を逃がさないためにも手を握る必要が……」

「わかった、わかった。これでいいだろ」

　遼りよう一いちは、ベッドに横になりながら手を握ってやった。

「……うん」

　奈な々なはうなずいた。




　　　　＊




　翌日、動けるほどに回復した奈々は、再び東京マップに復帰した。

「この武器は最初から与えられていたものなの。プログラムでも使った剣」

　奈々はウサギのぬいぐるみを見せた。

　ふたりは川かわ崎さきの彼女の家から出ると、最も寄よりの駅に向かっていた。公共機関の利用は、電車とバスは許可されているようだった。

「でもね、この武器の使用は無制限じゃないの。プログラムのときみたいにポイントが設定されている。要するに、使用時間を回復させる自販機みたいなのがあるの。だから、どうしてもその場所に行かなきゃいけない。度たび重かさなる交戦で使用時間が削けずられている。私はこの武器しかないっていうのにね」

　奈々はブラウスと紺色のプリーツスカート姿で歩いている。長なが袖そでのカーディガンを羽は織おり、白いハイソックスを穿はいて、できるだけ体の傷を隠かくした。

「聞いてるの遼一。他ほかにも時間がある限りは、武器を集めたい。もしも、対戦相手とかち合ったら、すぐに逃走する。そのときは人混みに紛まぎれること。相手を牽けん制せいするために、少しぐらい騒さわいでもいい」

「相手は、会話が通じないのか？」

「五人の中では一番議ぎ論ろんできそうな子だったけど。そんな甘い思考は挟まないわ」

「五人って？」

「……いいの聞かないで。とにかく、このテストのライバルはひとりだけ。赤みがかかった髪かみで、キサラギって名乗っていた」

「なあ、ジェシカと合流しよう。奈々探しも手伝ってくれたんだ。ジェシカは正式な天使になったんだってさ」

　奈々を逃がすことに必死になって、ジェシカとははぐれてしまったままだ。ジェシカは今、どうしているか。

「……やめたほうがいいわ。正式な天使だからこそ、私を助けることはできないはず。介入できたのは遼りよう一いちのフォロー程度でしょ」

　奈な々なは冷れい静せいだった。機き械かいのように無む駄だのない判断と行動。

「それに、ジェシカなりの思惑があるのかもしれない。あまり信用しないほうがいいわ」

「そんなことないぞ。奈々のことだって心配してた。プログラムのときと変わらなかった」

　語気を荒げる遼一に、奈々は冷えた視線を向けている。

「ジェシカも天使となるための試し練れんを越こえたはず。だとしたら、そんな感情はないかもしれないわ。基本的に天使は冷れい酷こくよ。とにかく、余計な動きはしないほうがいい」

　奈々は駅に向かって歩いていく。駅前のデパート一階のアイスクリームショップでは女子高校生らしき集団が並んでいた。夏の日曜日の光景。平日に学校や会社に収納されている人間が、無む秩ちつ序じよに街で動き回る日曜日。

「とりあえず、まだ取られてなさそうなポイントを確かく認にんしながら、私の武器の使用時間の回復場所に向かいましょ。そして、夕方頃ごろには天使の輪の場所が判明する」

　遼一と奈々は、改札口をくぐって休日の電車に乗った。家族連れやカップルが目立つ車内。プログラムのときと同じような疎そ外がい感があった。他の人間と別の場所に立っている感覚。

　奈々と遼一は、空あいた座席に並んで座った。

　奈々は車しや窓そうを見ることもなくじっと座っている。そんな彼女を見て思った。別れる前の奈々とは何かが違う気がすると。口では説明できない奈々の違和感。

　遼一はとりあえず目の前の問題の解決に集中することにした。余計なことを考えずに、機械的に行動をする。

「今日きようの夕方までなら、この辺りだな」

　遼一は機器のマップを見ながら言った。アイテムマークの場所を効率よく回っていかねばならない。

「武器がほしいわ。時間制限付の制約があるから、別の武器を持っておく必要がある」

　奈々は正面を向いたまま唇だけを動かし言った。

「……武器か。ここにマークがあるな」

　遼一は奈々に言われるままマップを操作した。その武器を見つけた結果どのようなことになるかは考えないようにした。

　マーク近くの駅で下車する。駅の構内は人々で混こん雑ざつしている。これだけ人がいれば、相手に襲おそいかかられる心配はないだろう。しかし、それを先さき延のばしにしても、今日の夜には対決が行われてしまうのだ。

「……余計なことを考えないでいいわ。これは私のテストなの。遼一は私の道具のひとつでしかない。ただ、近くにいればいいだけ。君のゲームじゃないのよ」

　隣となりを歩く奈々が言った。

　遼りよう一いちはうなずくと、機き器きを見ながら奈な々なを誘ゆう導どうする。奈々は、ウサギのぬいぐるみを握にぎりしめて周辺を警けい戒かいしている。

「武器アイテムが駅ビルにあるな」

　機器のマップを拡大して正確な位置を見つける。駅ビルの本屋の中を抜けて進むと、喫きつ煙えんスペースに出る。

「向こうのトイレの中だ。女子トイレの奥から二番目の個室の中」

　遼一は奈々に機器の画面を見せてやった。

「持ってくるからここで待ってて」

　奈々はドアを開けてトイレの中に入っていく。

「気をつけろよ。待ち伏せされてる可能性もあるから」

　白昼の女子トイレで戦いが始まるとは思えないが、それでも危険はあるのだ。奈々はトイレに入ったままなかなか出てこない。

　イライラしたまましばらく待っていると、やっと奈々がトイレから出てきた。

「どうだった？」

　奈々は、遼一の問いに首を振った。

「空からっぽだった。もう回収されている。やっぱり先回りされてたわね」

　奈々はわかっていたような口調だった。戦いのダメージにより、昨日きのうの夕方から休んでいたのだ。その間に、ほとんどのアイテムは回収された可能性があった。

　それでも、奈々はわずかな可能性に賭かけて移動を続けた。天使の輪のありかが判明するまでに、どれだけ戦いの装そう備びを調ととのえられるかが重要なのだ。

　時間は冷れい酷こくに経過する。電車や徒歩で街を歩き回り、できる限りのポイントを回ったのだが、成果はほとんどなかった。

「……あったぞ」

　遼一はベンチの下からポーチを取った。高速道路下の小さな児童公園の中にアイテムポイントがあったのだ。

「治ち療りようキットか。ハズレね」

　奈々は、赤い十字マークの入ったポーチを見てため息を吐いた。開けると、中にはビニール袋に小分けされた錠じよう剤ざいや、スプレータイプのキットが入っている。

「痛いたみ止めか。飲めば？」

　遼一は錠剤の入った袋の説明書きを見て言った。

「駄だ目めよ」

　奈々は首を振って、公園のゴミ箱にポーチごと投げ捨てた。

「ここも先回りされていた可能性があるわ。それで、薬を入れ替えているとかね」

「そんなこと言ったらきりがないぞ」

「最初のほうに補ほ助じよアイテムを手に入れたことがあったけど、毒入り錠じよう剤ざいっていうのがあったわよ。何に使うのかわからなかったけど、あとからトラップに使えばいいって気づいたの。だから、まだアイテム回収していない状じよう態たいにして、治ち療りようキットの薬に毒入り錠剤を紛まぎれ込ませて置いといた。でも、まだ相手が生きてるってことは、空から振ぶりに終わったってことよね」

　遼りよう一いちはそんな言葉を聞いてぞっとした。あまりに悪意で塗ぬり固められたテストの本質。

「こうなったら、この剣の時間回復だけをして決戦に臨のぞむしかないわ。これ以上無む駄だに動いてもしょうがない」

「どこに行く？　武器時間の回復場所は何カ所かあるようだけど」

　マップを縮小して大まかな位置を確かく認にんする。

「遼一に任せるわ。できるだけ遼一が知っている場所がいい。私はあまり東京を知らないから。だから、アイテム探しも迷ったりして大変だった」

　奈な々なは公園の水道で水を飲んだあと、黒くカラーリングされた手袋を調べている。今日きようの探たん索さくで防ぼう御ぎよアイテムとして手に入れたもので、金属プレートが埋め込まれ手甲のようになっている。ダメージを軽減し、いざというときには敵を殴りつけることもできると説明書きにあった。

「……じゃあ、ここに行くか」

　遼一はマップを見つめて場所を決めた。そこの近くにスポーツ施し設せつがあるのだ。区立体育館の他ほか、クライミング用の人じん工こう壁へきもあった。

　そのとき、ふと思いだした。今日きようは……。

「そこでいいわ。行くわよ」

　考え込む遼一の手を奈々が引っ張った。

　仕方なく遼一は、奈々を連れてそのポイントへと移動する。電車とバスを介しての移動。時間的にこれが最後のポイントとなるだろう。

　電車を降り徒歩でその場所へと向かう。道路沿いに設置されているフットサル場から歓声が聞こえてきた。奈々は周囲の確かく認にんを怠おこたらず歩いている。

「大丈夫だろ。マップの範囲は広く設定されてるから、かち合う確率は低い」

「でも、相手としては、早く倒せればそれに越こしたことはないわ」

　ふたりは高速道路沿いの道に入った。周辺は雑草の生えた空あき地が広がっている。

「高速下のスペースだな」

　遼一は機き器きのマップを見ながら言った。

　金かな網あみフェンスの向こうには、使用済みの自動販売機のようなものが大量に置かれている。廃はい棄きするのか、リサイクルするのかわからない。

「あの中に紛れてそうね。いいわ、行ってくるからここで待ってて」

　奈々が金網のフェンスを乗り越えて中に入っていく。そのまま、ひとつひとつ自販機を確認していく奈々の姿が見えた。

　遼りよう一いちはそんな奈な々なの姿をぼんやりと見つめた。未いまだにこのテストの解決策は見つからない。遼一としての選せん択たくがわからなかった。奈々を助けたい感情はあるが、それは同時に他ほかの少女を蹴け落おとすことになる。どうすればいいのか……。

「オーケーよ。見つかった」

　奈々の声がした。大量の自販機に隠かくれて奈々の姿は見えなかったが、目的のものは見つかったようだ。

「時間も回復したわ」

「じゃあ、戻って……」

　そのとき、ドコンと鈍にぶい音がして自販機が倒れるのが見えた。

　啞あ然ぜんとする遼一の前で鈍い音が響ひびいている。置かれていた自販機がガタガタと揺れ、ドミノ倒しに崩くずれ、地面にびちゃっと血が垂たれた。

「奈々！」

　奈々が倒れた自販機の上にスタンと飛び乗った。そして、もうひとりの少女の姿。

　突とつ如じよ始まった戦せん闘とうだった。槍やりのような武器を持って攻こう撃げきする少女に対し、奈々は剣で迎げい撃げきをしている。強引に振り回す槍が当たり、脇わきの自販機のボディが紙のように裂さけた。

　待ち伏せされていたのだろうか。しかし、どうやって？　このテストのシステムでは、相手の場所を正確につかめないはずだ。

　悲鳴を上げて奈々が吹っ飛ばされた。腹部が真まっ赤かに染そまっている。相手の流れるような攻撃に対処しきれていない。

　それでも強引に剣を振りかぶった奈々は、剣と槍でつばぜり合いのような形になった。

　少女がつばぜり合いをしたまま、右足のつま先を地面で蹴けるのが見えた。同時に右足の靴くつからバチバチッと青白い火花が散った。

「うっ」

　奈々がいきなりバランスを崩くずしてふらついた。同時に槍の攻撃を受けて、血を撒まき散らしながら地面に転ころがる。

　少女の靴にスタンガンが装そう着ちやくされているのだ。特とく殊しゆな武器で奈々を攻撃した。

「来ないで、そこにいて！」

　フェンスを乗り越こえようとした遼一に、倒れたままの奈々が叫んだ。

　少女はさらに奈々を追撃しようと突進している。奈々と少女が交こう錯さくした。

　しかし、バランスを崩したのは少女だった。自分の動きを制せい御ぎよできず、奈々ではなく自販機に衝しよう突とつした。

「──逃げるわよ」

　ぴょんぴょんと跳とんで奈々が逃げてくる。手足がロックされている。その状じよう態たいのままフェンスを上った奈々を、遼一が引き上げてやった。

　見ると、少女も手足をロックされた状じよう態たいで立ちあがっている。自分の手足の状態を見て、首をすくめる仕草をした。

「早く走って」

　遼りよう一いちはとりあえず奈な々なを抱えて走った。

「防ぼう御ぎよアイテムを使ったの。一分間だけお互いの手足にロックがかかるの。あと一回しか使えない」

　奈々は赤いボタンを見せた。

「それより、まずいだろ」

　遼一は真まっ赤かに染そまった奈々のブラウスを見た。この状態では、もう電車にも乗れやしない。さらに他ほかの傷も開いてしまったのか、手足の包帯にも血が滲にじんでいた。

　抱きかかえる奈々の手足のロックが外れた。一分の経過。それでも遼一は奈々を抱えたまま道路を走る。

「降ろして。血まみれの私を抱えていたら目立つわ。走らないでいい」

　奈々は遼一の胸から降りて、痛いたみに顔を歪ゆがめた。

「血が出てるぞ」

「いいから、普通に歩いて」

　奈々は痛みをこらえながら早足で歩く。ポタポタとアスファルトに血が落ちた。

　遼一は自分のワイシャツを脱いで奈々に着せてやった。血を隠かくす必要がある。

　ふと振り向いてどきりとする。背後にあの少女の姿が見えた。彼女も早足でこちらに向かってくる。

「大丈夫。相手も人ひと気けのある場所で交戦はしない。でも、目立たずに攻こう撃げきできる武器を持っている可能性もあるわ。どうにか逃げないと」

「それより、なんで居場所がわかったんだ？　相手もアイテム探しで、奈々をずっとマークするわけにはいかないはずだろ」

「……そうよね」

　大きな道路に出ると、沢たく山さんの車が走っていた。人通りもあるこの場所での交戦はないだろうが、それでも相手のマークを外さねばならない。何をしてくるかわからないのだ。

　そのとき、電子機き器きが音を立てた。

「どうしたの？」

　奈々が歩きながらこちらを向いた。

「……天使の輪の場所が判明した」

　遼一は機器を見ながら答えた。チカチカと点てん滅めつする◎マーク。この場所からは距きよ離りがある。電車に乗る必要があった。

「まずいわ。このままマークされて攻撃された場合、たぶん目立つのは血まみれの私。人混みの中で交戦して、逃げ遅れた私は天使に処分される。どうにかマークを外して、その場所まで移動しないと……」

　奈な々なはタオルで腹部の出血を押さえながら歩いている。どこか人ひと気けのない場所で着替える必要があったが、人気のない場所では攻こう撃げきされる可能性がある。だからといって、人の沢たく山さんいる場所に行くこともできない。この辺の道路を歩く程度ならごまかせるが、電車にでも乗って通報でもされたらゲームオーバーだ。

　東京での戦いは、明らかに奈々が不利だった。この状じよう況きようでも、いつ騒さわがれるかわからない。とにかく目立たず安全に移動しなければならなかった。

　考える時間は少ない。いつ相手が攻撃してくるかわからないのだ。

「どうすればいいの？」

　奈々が困こん惑わくげに遼りよう一いちを見た。

「……わかった。その場所までは安全に運んでやる」

　遼一は言って、奈々の手を引き近くにある区立体育館へと走った。




　　　　＊




　体育館からは、学校の制服やジャージ姿の男女の集団が出てきた。彼らは会話を交わしながら最も寄よりの駅へと歩いている。

　日曜日の今日きようは区立体育館で高校生のバスケットボールの試合があったのだ。試合が終わったあとも、各学校ごとにミーティングなどが行われている姿があった。

「そういえば亜あ紀きちゃんは？　ミーティングにいなかったよね」

　道路のガードレールに腰をかけるジャージ姿の女子が言った。

「……用事があるから、先に帰るって」

　バス停のベンチに座る美み穂ほが顔を上げた。

　バスケ部の試合が終わり、先ほどミーティングをして解散したばかりだった。美穂の周囲には二年の女子数人が集まっている。

「さっきさあ、相あい沢ざわ君を見たような気がするけど」

　遼一と同じクラスの女子が言った。

「ほら、川かわ崎さき君と一緒に変な同好会作ってるじゃん。ここの施し設せつに登るやつあったよね。そんな活動しに来たのかもね」

　美穂の隣となりに座ってジュースを飲んでいる女子が言った。

「あのふたりはバスケ部に入ればいいのにね。球技大会でも男子バスケ部で作ったチームを倒したらしいじゃん。私たちが見に行ったときは駄だ目めだったけど」

「でも、部活で地道にがんばるタイプじゃなくない？」

「たまに瞬しゆん発ぱつ的にやる気を出すけど、やらないときはやらないタイプだよね」

　女子たちが声を上げて笑う中、バス停にバスが来た。

「じゃあ、私はバスで帰るから」

　押し黙だまっていた美み穂ほが、スポーツバッグを抱えて立ちあがった。

「え？　全然別の所に行くバスじゃん」

「……ちょっと寄るところがあるんだ」

　美穂はぎこちなく笑った。

「一緒に行こうか？」

「大した用事じゃないからいいの」

　美穂はそう言って、首を傾かしげる友人をよそにバスに乗り込んでいった。そのまま空あいた後部座席の下にスポーツバッグを置いてから、窓まど越ごしに手を振った。

　バスが発車し、美穂はため息を吐いて座り込む。

「なんか、様子が変だったね……」

　顔を見合わせて、友人たちは美穂を乗せたバスを見送った。

「とりあえず駅に行く？　駅前で何か食べて帰ろうよ」

　彼女たちもバッグを持って駅へと歩きだした。
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　駅へと向かう集団から少し離はなれてバイオリンケースを抱えた少女が歩いている。彼女は電子機き器きの画面を見ながら駅へと向かっている。

「……ついてきてるか」

　遼りよう一いちは背後を振り返ってつぶやいた。

　遼一は、バスケットボール部の集団に紛まぎれて歩いていた。隣となりにはジャージ姿で帽子を被かぶった少女がいる。うつむき歩く彼女を誘ゆう導どうしながら駅へと向かった。

　キサラギと名乗る彼女も、天使の輪がある場所に行かねばならない。どちらにしろ電車を利用するはずだ。

　機器に表示された天使の輪のありかは、とても大ざっぱだった。時間が経たつにつれて、細かい場所が表示されていくのかもしれない。とにかく、奈な々なは最初に天使の輪を手に入れて、逃げ切るしか方法がない。そのためには先に、その場所に到達するしかなかった。

　遼一は隣の少女の手を引いて駅への階段を駆かけ上がった。

「……手を触さわるのは反則ですよお。ホールディングファールです」

　むすっとした表情で顔を上げたのは、バスケ部の一年生の女子だった。美穂の部活の後こう輩はいだ。

「いいから亜あ紀きちゃん、走ってくれ」

「電車に乗らないんですかあ？」

　亜紀が改札口を指して言った。

「駅はスルーしてこのまま南口の出口から出る」

　追っ手を撒まく必要があった。

「意味がわからないです。美み穂ほ先輩に頼まれたとはいえ、なんでこんなこと……」

「お詫わびに南校舎のバスケリングをやるから。バスケ部一年女子専用にしてやるよ。念書も書く。もう俺おれたちにボールを当てても怒らない」

「……本当ですね」

　亜紀は帽子を押さえながら走った。

「あっ、手袋落としましたよ。……なんか、すっごいごついですねえ」

　遼りよう一いちが投げたそれを亜紀が拾ひろった。

「いいんだ。それ捨てたんだ」

　遼一は、それを脇わきにあったゴミ箱に投げ込んだ。手袋は奈な々なが今日きよう手に入れた防ぼう御ぎよアイテムだ。たぶん、それに発信器のようなものが入っている。キサラギが先に手に入れ、発信器を仕込んで元に戻しておいたのだろう。だから、キサラギは奈々の動きがわかったのだ。

　これ以上それを持っていると、遼一はもとより、無関係の彼女にも危険が及んでしまうかもしれないので捨てるしかなかった。

　これから奈々と合流しなければならない。できれば電車は使いたくなかった。奈々と行動していた遼一も、キサラギにマークされているはずだ。

「そういえば、今日ですねえ、試合に初めて出ることができたんですよ。練習がんばったかいがありましたあ」

「わかった。今度ゆっくり聞くから」

　遼一は指定の場所に行くための交通機関を探して街を走った。
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　薄うす暗ぐらく人ひと気けのない公園で、美み穂ほはそっとベンチにスポーツバッグを降ろした。

　バッグのチャックを下ろすと、中から出てきたのは奈々だった。

「頼まれた場所の近くだよ」

　美穂は言った。

「……うん」

　奈々はバッグの中から出ると、手足をほぐすように動かした。

「本当に病院に行かなくていいの？」

「いいの」

　奈な々なは水道で手を洗いながら答えた。

「ごめんね。バスケットボールも置いてきちゃったし、バッグも血で汚れちゃった」

「そんなことはどうでもいいよ。ねえ、奈々ちゃんは何をしてるの？」

　美み穂ほはトーンを抑えながらも声を荒げた。

「……美穂に言っちゃいけないことなんだ」

　公園の外を走る車のライトで、奈々の姿が一いつ瞬しゆんだけ闇やみに浮かび上がった。血だらけの奈々の姿。

　もう夜だった。機き器きを見ると、先ほどよりも天使の輪の正確な位置が表示されていた。時間が経たつほどに、細かい場所が判明するようになっているらしい。

「相あい沢ざわ君も奈々ちゃんも何をしてるの？　私には知る権利があると思う。でないと、強引にでも病院に連れて行かなきゃならない」

「話さなきゃいけない？」

　奈々はピョンとベンチに乗のって首を傾かしげてみせた。

「駄だ目めだよ。いくらそんな可愛かわいい顔しても駄目。納得いく答えがない限り帰らない」

　美穂は表情を崩くずさずに奈々を見つめている。

「ねえ……本当のことを言ったら信じてくれる？」

「本当のことだったらね」

　美穂はベンチの上に立つ奈々と見つめ合った。

「わかった、言うわ。本当はね……私は……」

　奈々は真まっ直すぐに美穂を見つめて言った。

「私は遼りよう一いちの妹じゃないの」

「……うん、知ってたよ」

　美穂は少しだけ視線を落とした。

「遼一の本当の妹は死んでるの。そんな彼の元に私はトランクに入れられて配られたの。いや、配られたんじゃなく、偶然彼の手に渡った……」

　奈々は淡々と説明をした。社会の中の救済者セーバーとバグについて。そして、天使創そう造ぞうのシステムについても。

「……だから、私は生き残るために、今から行かなきゃいけないの」

　美穂は奈々を見つめたまま沈ちん黙もくしている。

「今の話、信じる？」

　奈々の言葉に美穂は首を横に振った。

「……でも、本当のことなの。そして、その真実は本当は言っちゃいけないの。社会でバグや天使が公おおやけにならないのは、天使たちが記き憶おくをロックしたりとフォローしてるから」

「あの学校の件も関係あるの？　何か事件があったはずなのに、よく思いだせないの。思いだそうとすると頭が痛いたむ。そして、たまに変な夢を見るの。学校の友達が死んじゃうような……」

「そうよ。天使たちが生徒たちをフォローした。美み穂ほもそうよ」

　プログラム中の学校での事故。それはすでに生徒たちの記き憶おくの奥で埃ほこりを被かぶっている。

「それで、美穂にはまた忘れてもらわなきゃいけない。これは言っちゃいけないことだから。私もペナルティがあるだろうし、美穂も危険な目に遭あうかもしれない」

「奈な々なちゃんも、そんな能力があるの？」

「……私にはないの。でも美穂だけには使えると思う」

　奈々は少しだけかがんで、美穂の目をじっと見つめた。

「これから記憶のロックをするわ。そうしたら全部忘れるの。たまに夢に出てくる程度。今日きようはいつも通りの日曜日だった。私にも会ってない……」

「……ねえ、忘れたら、また相あい沢ざわ君の妹として戻ってきてくれる？」

　美穂が目に涙を溜ためながら言った。

「約束できない。でも努力する。戻ってきた私は、美穂が望む私じゃないかもしれないけど、それでも元の生活に戻る努力はする」

「わかった」

「これから美穂は一分間目を閉じるの。そして、目を開けたときは何も憶おぼえてない。今日は何もなかったの。バスケットボールの試合があっただけの平凡な日曜日。明日あしたから、また平和な学校生活が始まる」

「うん」

　美み穂ほが目を閉じると、ポロッと涙がこぼれ落ちた。
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「記き憶おくをロックします」

　奈な々なはそう言い、美穂の涙を唇で拭ぬぐってからそっとキスをした。

　次に美穂が目を開けたときには、奈々の姿はなくなっていた。

「……忘れたよ、奈々ちゃん」

　美穂は唇を触さわりながらつぶやいた。
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　天井の蛍けい光こう灯とうが水しぶきのように砕くだけ散り、破片がコロコロと遼りよう一いちの目の前に転ころがってきた。

「そのまま伏せてて！」

　奈々の叫び声が聞こえた。

　遼一は暗い空間の中、柱を背にして硬こう直ちよくしていた。

　天使の輪争そう奪だつのラストバトル。それはすでに始まっていた。スタートは突然だった。

　室内は様々な音が入り乱れて混乱していた。奈々が投げつける椅い子すや机が激はげしくバウンドする。プシュッと空気が抜ける音のあと、ガラスの砕ける音が聞こえた。

　奈々とキサラギの交戦。キサラギは銃のようなものを使っていた。たぶん、エアライフルのようなものだ。ガス圧で金属弾だん丸がんを発射している。

　ここは取り壊こわしされるオフィスビルの五階。だだっ広いワンフロアのスペースが広がっている。そんな机や椅子が無造作に置いてあったこの場所に、天使の輪はあった。

　遼一と合流した奈々は、キサラギよりも先に指定の場所に到達し、あっけなく天使の輪を発見した。奈々は天使の輪設定であるスチール製の金属の輪っかを手に取った。そのとき時刻は午後十時ほど。

　こうして、奈々のテストは成功したかに見えた。

　しかし、油断したふたりはキサラギの奇き襲しゆうを受けることとなった。天使の輪を取って終了ではないのだ。午前零れい時じまで天使の輪を守りきらねばならなかった。

「あっ！」

　悲鳴が聞こえて、奈々が柱の陰かげに身を隠かくした。身を隠した柱にも弾丸が当たり、コンクリートが削けずられている。

　奈々は肩で息をしながら剣を構えている。エアライフルの弾丸により、服はボロボロに引き裂かれ全身血まみれだった。

（天使の輪をこっちに）

　脇わきの柱で身を隠かくしている奈な々なに言った。天使の輪のありかは、電子機き器きの画面でわかるのだ。なので、それを持っている奈々の動きはキサラギに筒抜けだった。明らかにキサラギはわざと奈々に天使の輪を取らせたのだ。

（駄だ目めよ）

　奈々は首を振って、柱から柱に走りキサラギとの距きよ離りを詰めようとする。しかし、そんな動きを見み越こしたキサラギは、距離を取りつつエアライフルで迎げい撃げきする。

　距離を取りながらなぶり殺す、キサラギのサディスティックな戦せん略りやくだった。

　もしもキサラギに天使の輪を奪うばわれ外に逃げられたとしたら、画面を見て追うことは可能だが、奈々は血だらけの格好で追つい跡せきを行わねばならない。なので、このまま天使の輪を守りきるしかなかった。

　一方キサラギは、そんな奈々の思考を利用して、ここで奈々と決着をつけようとしていた。

　奈々は金属弾を撃ち込まれながらも接近戦を挑んだ。

　奈々の剣とキサラギの槍やりが衝しよう突とつして火花が散った。空気が振しん動どうする。

　吹っ飛んだのは奈々だった。キサラギに力負けした奈々は、床を転ころがりながら再び柱の陰かげに身を隠す。

　一いつ瞬しゆんだけ室内は静かになった。奈々の息づかいが微かすかに聞こえる。血の匂においが漂った。

「……ねえ奈々。話し合わない？」

　声が聞こえた。キサラギの声はこんな状じよう況きようでも整っていた。

　奈々はその問いに答えない。

「話し合う気はある」

　遼一は柱の陰からそう言った。

「馬ば鹿か」

　奈々の声が聞こえた。

「ねえ、君は誰だれなの？　一緒に行動していることからすると、一般人じゃないわよね。もしかして、宿主なの？　まだ、食べていなかった？」

「……私が手に入れたアイテムのひとつにすぎないわ」

　奈々は体に止血スプレーを吹きかけながら返答した。

「俺おれたちは話し合うべきだ。この問題解決の議ぎ論ろんをすべきだぞ」

「そうだよね。私もできればこれ以上奈々を攻撃したくないの」

　柱の陰からキサラギの声だけが聞こえる。

「……聞くだけ聞くわ」

　時間を稼かせぐ必要を感じたのか、奈々は自分の体の応急処置をしながら議論に応じた。

「もう結果は見えたわ。だから、奈な々なは天使の輪を置いてこのビルから出ていく」

「天使の輪から手を引いて、私に犠ぎ牲せいになれと？」

「ええ、そうよ。このままやっても奈々は死ぬだけよ。だったら、これ以上痛いたみを感じる必要はないじゃない」

　提示された選せん択たくは冷れい酷こくなものだった。

「キサラギが引くべきだわ。だって、第一ステージでの貸しがあるはずだもの。あのとき、私が犠牲になって行動しなければ、そこで終わっていた可能性が高い」

「それは違うよ。第一ステージは奈々が犠牲を買ってでたわけじゃない。自分の生き残りのために行動しただけでしょ。あれは自分のための利り己こ的な行動よ」

　奈々のテストはこれだけではなかったようだ。

「自分が生き残るために、ああしたんじゃない」

「……黙だまって」

「テストクリアのために、他ほかの駒ピースを冷酷に蹴け落おとしただけでしょ」

「黙れ！」

　奈々が叫んだ。

「……そのことは今言う必要ないでしょ」

　脇わきの柱に隠かくれる奈々は、遼りよう一いちから目を逸そらしていた。

「どうする奈々？　受け入れてくれれば、これ以上攻こう撃げきをしない。五大天使のお話も終わりにしよう。生き残ったふたりの天使は、これ以上お互いを傷つけることはやめたの」

「で、私が犠牲になったって？」

「その天使は、自らの消しよう滅めつを覚悟して、残りの時間を静かに過ごしました……」

「その天使は、キサラギでもいいわよね」

「人間も弱い側がいつでも犠牲になる。私たちも同じよ」

「天使の思考は違うかもしれないわ。五大天使のふたりは天使の輪をお互いに譲ゆずり合った。そんな優やさしい心を持っていたのです……」

「奈々、冷れい静せいに状況を見て。自分の置かれている立場をね」

「……わかったわ。でも、逃がしてくれる証しよう拠こがほしい」

「どうすればいい？」

「武器の解除を求めるわ。キサラギの専用武器を投げて」

「無理よ。そこまで信用できない」

「じゃあ、交渉決けつ裂れつね」

　奈々はそう言うと、柱から身を出して何かを投げつけた。それは、キサラギの隠れる柱にぶつかり破裂し、フロアが一気に真っ白になった。

　啞あ然ぜんとする遼一の手を取ったのは奈々だった。

「逃げるわ。こうなったら血まみれでもいいから外に逃げるしかない」

　奈な々なはドアに体当たりして廊下に出ると、階段に向かって走った。

「──きゃっ！」

　下の階段に駆かけ込もうとした瞬しゆん間かん、奈々が雷に打たれたかのようにのけぞりくずおれた。

「あ、あ……」

　遼りよう一いちに抱えられた奈々がうめき痙けい攣れんしている。何が起こった？

「どうした？」

「……下りないで。上に逃げて」

　遼一は奈々を抱えて階段の上へと走り六階のフロアへ。さらに上に行こうとしたとき、奈々が遼一の胸から落ちるように飛び降りた。

「階段を上っちゃ駄だ目め。センサーがあるの。ほら、階段脇わきの壁かべについてるでしょ」

　奈々が指を差した壁には、赤く光を放つ装置がついている。

「あの装置が放つセンサーに触ふれると、腕輪の電でん撃げきシステムが作動する。下り階段にも設置されていたわ。要するに地雷よ」

「じゃあ、どうする？　装置を壊こわして……」

　でないとこれ以上階段も上れない。キサラギは奈々が天使の輪を探す間に、このような装置まで設置していたのだ。

「そんな時間はない。やっぱり戦うしかないわ。もう小細工はしない」

　奈々が息を整えながら言った。

「そうね、ここでやるしかないよ。どっちが生き残るかを決めるだけ」

　階段の踊り場に姿を現したキサラギが奈々を見上げている。

「もうエアライフルの弾たまはないんでしょ。だから、議ぎ論ろんを持ちかけた」

「せっかく手に入れた武器だから使おうと思ってね。やっぱり、これが使いやすい」

　キサラギは槍やりをくるっと回した。

「いいわ、決着をつけましょう。来なさいよ」

　奈々は扉を開けてフロアに入っていく。下のフロアとは違い、机と椅い子すなどはなくガランとしたワンフロアが広がっている。太い柱が何本も立っているだけのスペース。

「遼一は柱の陰かげに隠かくれていて」

　奈々は剣を構えて言った。

「……あなたは誰だれなの？」

　フロアに入ってきたキサラギが遼一を見た。

「一般人よ。逃走の意思のある彼に攻こう撃げきをしたら罰せられるわよ」

　奈々は血でずぶ濡ぬれになったカーディガンを脱ぎ捨てた。

　キサラギはマントのようなものをするっと脱いで奈々と対たい峙じした。

　次の瞬しゆん間かん、ふたりの少女は激げき突とつしていた。火花が散りフロアのガラス窓まどが風圧で震しん動どうした。

　流れるように武器を扱うキサラギに対し、奈な々なの動きは直線的だった。残り少ない力を振り絞しぼっての強引な攻撃。

　血しぶきが舞まい、痛いたみを伴ともなううめき声がフロアに充じゆう満まんした。そのほとんどが、奈々が発生させるものだった。

　キサラギは強引な攻撃を受け流しながら、奈々の体を削けずっていった。手足を突き刺され、奈々の動きは錆さびついたかのように鈍にぶくなる。

　ぐっと歯を食いしばった奈々が、キサラギに突進した。玉ぎよく砕さい的な奈々の攻撃。

　しかし、あっけなく弾はじき返され、奈々の体は吹っ飛び柱に激突する。そんな奈々に突っ込むキサラギの姿。

　奈々は床を転ころがるようにして攻撃を避さけ、バランスを崩くずしたキサラギが柱に激突した。

「早く、抱えて！」

　叫んだ奈々は、手足のロックがかかっている。あの防ぼう御ぎよアイテムを使い、キサラギの攻撃を回かい避ひしたのだ。

　呆ぼう然ぜんとふたりの戦せん闘とうを見ていた遼りよう一いちは、我に返って奈々を抱きかかえた。一分間はお互い手足のロックがかかるはずだ。

「外に逃げて。電気ショックは気にしなくていい。死にはしないから」

　奈々に言われて遼一は階段へと走る。

　背後のキサラギの様子を見ようと一いつ瞬しゆんだけ振り返ったとき、遼一は奈々を抱えたまま動きを止めた。

「何してるの遼一」

　奈々が啞あ然ぜんと遼一を見上げた。

　遼一はキサラギの目を見つめたまま直立していた。彼女の視線から目を逸そらすことができない。磁石に引きつけられるように、ただ目を見つめていた。

　キサラギは遼一を見たまま立ちあがり、にこりと笑った。

　あのときの感覚に似ていた。リサの上司の救済者セーバー。感覚が麻ま痺ひするかのような、心をつかまれる感じのテンプテーション能力。なんで天使にもなっていない彼女が、そんな能力を使えるのだ……。

「こっちに来て。それをこっちに持ってきて」

　キサラギが手招きをしている。

　遼一は言われるままキサラギへと歩いた。自分の意思に反して体が動く……。

「私の目を見なさい」

　奈々が遼一の目を覗のぞきこんだ。

「目を覚まして」

　奈な々なが叫び、遼りよう一いちに顔を近づけた。

「──いてっ」

　激はげしい痛いたみに、遼一は抱きかかえていた奈々を落とした。気づくと口が真まっ赤かだった。奈々に嚙かみつかれたのだ。

「そんな格好で外に出たら、街がパニックになってどっちにしろ処分されるよ。ここで決着をつけるしかない」

　キサラギがロックのかかった手で槍やりを振り上げた。

「待て、もうやめろ」

　遼一は奈々をかばうように立ちはだかった。

「あなたは関係ないでしょ。このテストは、奈々と私のテストのはず」

「ふたりとも助かる方法があるはずだ。残りの時間でその方法を考えるほうがいい」

「……そんな方法が、本当にあると思う？」

　キサラギが視線を外したその一いつ瞬しゆんだった。どすんと突き飛ばされた遼一は、バランスを崩くずしてキサラギへとよろけた。

　槍を振り上げたキサラギだったが、遼一を攻こう撃げきすることを躊ちゆう躇ちよし、ほんの一瞬だけ動きを止めた。キサラギが初めて見せた隙すきだった。

　ドスッ、と鈍にぶい音がした。

　遼一の体を突き抜ける刃が見えた。──いや違う。遼一の体と腕の間を抜けて、刃がキサラギの腹部に刺さっていた。

　奈々が、遼一越ごしにキサラギに剣を突き刺していた。

「……奈々」

　遼一は啞あ然ぜんと血が滴したたる剣先を見つめた。

　ごふっと血を吐きながらも、キサラギが遼一を蹴けり上げた。背後にいた奈々も吹っ飛んで、床にずるっと転ころがった。

「あなたの大事な人じゃないの？」

　キサラギが腹を押さえながら、どすんと背後の柱にもたれかかった。

「どんなことをしてでも、生き残るって決めたのよ。もう、引き返せないもの」

　奈々が剣を杖つえ代わりにして立ちあがった。ぞっとするほどに冷たい声だった。

「オーケー、そうこなくちゃね。私も気兼ねなく殺せるから。他ほかにも武器があるから試してあげる」

　キサラギがにこりと笑って指を立てた。

「……返せ」

　奈々がキサラギを睨にらんだ。

「まだ時間はいっぱいある。取り返せばいいじゃない」

　キサラギは立てた人差し指で天使の輪をクルクルと回している。いつの間にか奪うばわれていた。

「返せって言ってるでしょ！」

　奈な々なが叫び突進したが、床の血だまりに足を滑すべらせ転てん倒とうした。奈々は混乱している。出血と痛いたみからの錯さく乱らん状じよう態たい。

「こっちよ」

　キサラギが扉から出ていく。

「奈々！」

　遼りよう一いちの声を無視して、奈々はキサラギを追っていった。

　ひとり取り残された遼一は、床に膝ひざをついて呆ぼう然ぜんとした。目の前の残ざん虐ぎやくな戦いではなく、立ちこめる血の匂においでもなく、奈々の行動にショックを受けていた。

　目的のために、遼一をも利用したあの行動。一歩間違えば遼一は死んでいた。

　やはり奈々は変わっていた。表面上は変化がなくても、内部は何かがボロボロと欠け落ちている。残ざん酷こくなテストから自身を守るために、心を捨ててしまったかのような……。

　いや、もともとの奈々はこうだったのではないか？　トランクから出てきたときの奈々が遼一に向けた視線は、自分以外の誰だれかでしかなかった。

　あのような奈々を見たくなかった。傷つき血まみれになり、獰どう猛もうに剣を振り回し、目的達成だけを優先する行動。冷酷な機械のような少女の姿。

　何故なぜ、あんな光景を見なければならないのか……。

　遼一はどきりとした。これは本当に奈々のテストなのか？

　プログラムは奈々がプレイヤーだった。遼一のプログラムだと思いこまされていたが、本質は奈々が遼一を使ってクリアを目指すもの。

　そして、このテストは？

　おかしいところがいくつかある。まずキサラギの行動。圧倒的に緩ゆるい行動だった。奈々を殺せる隙すきはいくつもあったのだ。しかし、こうしてタイムリミットギリギリまで戦いは続いている。

　そしてこの場にいる遼一。天使へのテストに、こうして遼一が参加しているのは何故か。特とく殊しゆな奈々の体質を理由とするには少々薄うすい。

　遼一は首を振って立ちあがった。とにかく奈々を追いかけなければいけない。奈々が死ぬのも、奈々がキサラギを殺すシーンも見たくなかった。遼一は、そんな心理的な決断もできずに、ずるずると奈々についてきていた。

　なんの覚悟もないまま、奈々のテストは終局を迎えていた。

　遼一は走った。奈々の血の足あし跡あとを辿たどり追いかけた。走りながら、遼一の頭の中に誰かの言葉がよみがえった。

　──プログラムには有効期間があり、宿主を食べることができる期間は、プログラム中と、プログラムが終わってから十日以内。それを越こえると、宿主には人権が戻り、安全を守られてしまう。

　遼りよう一いちの安全は守られているのだ。そして逃走の意思表示をすれば、天使たちはできる限り介入を避さけるのだ。

　──でも、例外があって……

　あの女性の言葉だった。リサの上司の救済者セーバーの言葉。

　血の跡あとは階段の上に続いている。先ほどのセンサーは破は壊かいされて階段に転ころがっていた。

　遼一は血の筋を追って階段を駆かけ上った。結論が出ないまま走る。奈な々なが変化したのは、冷れい酷こくな天使のテストでだ。プログラムのような残ざん酷こくなゲームの中で心を削そいでいった。

　心と感情を変化させるテストの本質。しかし、本当に変化を求めたのは奈々ではなく……

　血の筋を辿たどって階段を上ると、扉に突き当たった。体当たりするようにその扉を開けて、遼一は愕がく然ぜんと立ちつくした。

　オフィスビルの屋上。濁にごった紺色の東京の夜空。給水タンクや避ひ雷らい針しんがある。そして、対たい峙じするふたりの少女の姿。

　キサラギの前に膝ひざをつく奈々の姿があった。右足に槍やりを突き刺され、苦しげにうめいている奈々の姿。奈々の剣は、時間切れで折りたたまれていた。

　奈々のゲームエンド。

「あ、あ……」

　奈々は槍の穂ほ先さきをつかみながら体を痙けい攣れんさせている。太ももに突き刺さった刃からは、ぼたぼたと血が垂たれ落ち水たまりを作っていた。

「もうやめろ！」

　遼一は奈々に走った。

「邪じや魔ますると、自分の身を守るために反はん撃げきする」

　キサラギが遼一を見た。

　そのとき、奈々は槍を足に刺したまま動いた。

　槍の穂先をつかんだまま、空あいた右手に握にぎったのはナイフだった。スイッチでブレードを開き、そのまま槍を握るキサラギの手を狙ねらう。

「おっと」

　寸前でそれをかわしたキサラギは、槍を放して飛び退いた。空から振ぶりしたナイフは、奈々の手から離はなれて転ころがる。

「そんなにその槍が気に入ったの？」

　キサラギは、槍の穂先を握ったままの奈々に首をすくめてみせた。

　じわじわと奈々を弱らせるキサラギの行動。その意味は……。

「うぐっ……ああっ」

　奈な々なは悲ひ痛つうなうめき声を上げながら槍やりを引き抜いた。同時に太ももから血が噴ふきだし、引き抜かれた槍は、キサラギの手から離はなれたため折りたたまれた。本人しか使えない専用武器なのだ。

「奈々、もう終わろう」

　遼りよう一いちはそんな血まみれの奈々に言った。

　しかし、奈々の表情は氷のように冷えていた。

「なに言ってるの。ここで終わったら意味がないわ。ここで終わるくらいなら、私はトランクの外に出なかったわ」

「…………」

　遼一は奈々を見て首を振った。目の前の少女は奈々ではなかった。海を泳ぐ鮫さめやガラスケースに飾られた人形のような感情のない瞳ひとみ。モノクロの奈々の表情。

「……殺してやる」

　怒りに燃えるわけでもなく怯おびえることもなく、奈々は冷たくそう言いキサラギを見た。

　遼一は、これ以上この奈々を見ることができなかった。

「なあよく聞け。これは……」

「どいて！」

　奈々が立ちあがろうとしたとき、キサラギがブーメラン形状の武器を投げるのが見えた。

　キサラギが投げたブーメランは、奈々の頰ほおをかすめて空に飛んでいった。奈々に突き飛ばされた遼一は、血だまりに足を取られてそのまま倒れ込んだ。

「これを使ってみたくて屋上に出たんだよね」

　キサラギが首をすくめた瞬しゆん間かん、奈々は目の前に転ころがっていた飛び出しナイフに右手を伸ばす。

「ああっ」

　奈々が悲鳴を上げた。槍を拾っていたキサラギが、ナイフを取る前に奈々の手を突き刺したのだ。動きが取れなくなった奈々は、刺された右手を押さえながら絶望的にうめいている。

「あ、危ないよ」

　キサラギが遼一に視線を向けた。

「え？」

　呆ぼう然ぜんとしている遼一に、手を刺されたままの奈々が叫んだ。

「逃げて！」

　頭上から空気を裂さくような音が聞こえた。それがキサラギが投げたブーメランだと気づいたときにはもう遅かった。激はげしく回転したブーメランが遼一を襲おそう。

　目を閉じた遼一は、ドスッと鈍にぶい音を聞いた。硬こう直ちよくする遼一は、自分の頭があることを確かめてから恐おそる恐る目を開ける。鼻先で止まっていたブーメランの刃が見えた。

「……ジェシカ？」

　ジェシカがブーメランを素す手でで受け止めていた。

「ここにいたのか？」

「うん。ずっと君を追っていたからね」

　ジェシカは小さくつぶやいた。

「そっか、そうだったんだよな」

　遼りよう一いちは全すべてを理解した。不自然なジェシカの介入も、このテストの範はん疇ちゆうなのだ。

「演技してたのか？」

「うん。全部演技だった。一緒に奈な々なを探し回ったのも、君と一緒に過ごした時間もね」

　ジェシカはブーメランを握にぎったまま冷たく言った。

「そっか……俺おれの負けだよ」

　遼一は痛みにうめく奈々を見ながら言った。

「なに言ってるのよ……これは私の……」

　奈々がコンクリートに這はいつくばったまま遼一を見た。出血のあまり全身は真まっ青さおだった。

「時間をくれ。五分だけでいい」

　遼一はキサラギに言った。

「いいよ」

　キサラギは槍やりを引き抜いて後ろに下がった。

「もう動くな」

　ナイフを拾ひろおうとした奈々を、遼一は抱きしめる。

「君はわかっていない。ここで諦あきらめたら──私がやってきたことは全て無む駄だになる。あいつを殺して天使になるしか私は私の存在を守る方法がない……」

「天使にはなれる。ひとつだけどっちも生き残れる方法がある」

　遼一ははっきりと言った。

「そんな方法はないの。誰だれかが犠ぎ牲せいにならなきゃいけないそんなテスト。これまでのテストもそうだったもの。だから、私は生き残るために相手を蹴け落おとした。そして、今回も私は生き残るために、他人を犠牲にする選せん択たくをする。もう引き返せない」

　奈々は血を吐きだしながら言った。残ざん酷こくなテストによって、感情を削けずり取られたのだ。それにも理由があった。

「これより前にどんなテストを受けたかわからないけど、これに関して言えば、このテストは奈々のためのものじゃなかった」

　奈々が顔を上げた。キサラギとジェシカは距きよ離りを取って、ふたりの様子を見つめている。

「誰かに見せるためのものだった。奈々の苦しむ姿をアピールした。これは、その誰かの心を動かすためのゲームだった」

「誰だれかって、遼りよう一いちのこと？」

「そう。俺おれはずっと奈な々なのこと心配してたよ。いなくなってからも、どうしているか気になっていた」

　いなくなって胸に穴が空あいたようだった。そして、再び東京に戻ってきた奈な々なは、傷つき戦っていた。体も心も痛いためて戦う姿を、遼一は見せられていた。

　この天使の試し練れんは、明らかに遼一に向けられていた。

「これは私とキサラギが、空いた一つの椅い子すを取り合うゲームだわ」

「違う。キサラギは駒ピースじゃなく正式な天使だ。だから、天使の輪を手に入れなくても、死ぬことはない」

　キサラギは、否定せずに首をすくめただけだった。すでに天使であるキサラギは、タイムリミットがきても死ぬことはないはずだ。

「……どういうこと？　他ほかの三人は？」

「他の三人は駒ピースよ。ただし、テストが三つあるわけじゃないの。本当は第二ステージまで。マリアもミドリも二番目のテストをクリアすれば天使になることができた。私はテストの監かん視し兼かき回し役みたいな感じかな」

「じゃあ私はもうテストをクリアしてるってことよね」

「でも、奈々はまだ足りないものがあるよね。天使として、ね。だから、三つ目のテストを受ける必要があったの」

　キサラギが遼一に視線を向けた。

「わからない。どういうことかわからない」

　奈々は首を振った。

「奈々はわかってるはず。あなたに足りないものがひとつある」

「でも、それは……」

　奈々は顔を歪ゆがめて遼一を見た。

「俺の負けだって言っただろ。期間を過ぎたけど俺が望めば……」

「言わないで」

　奈々は首を振った。

「言ったら駄だ目め。私は以前の私とは違うわ。もう、なんの感情もなく……」

「それでいいんだよ。テストで奈々の感情も変化して、俺の感情も動いた。その結果、もうひとつの結論が出たってことだよ」

　心を動かすためのゲームだったのだ。そして、遼一はそのゲームに敗北した。

　奈々にしてやれることはこれしかないのだ。たとえエゴだとしても、この結末しか思い浮かばなかった。この結論がふたりにとっての最良な選せん択たくなのだ……

「…………食ってくれ、奈々」

　遼りよう一いちは言った。

　──例外があって、宿主自身が食べられたいと望めば、駒ピースは食べることができる……。

　これでいいのだと思った。本当なら、プログラムのときにこうなるはずだった。少しその時間が延のびただけなのだ。これが自然の摂せつ理りだ。

「なんのために生き残ったと思ってるの？　そんなことしたら、何もなくなっちゃう。戻ってこようと思って生き残ったのに、その戻る場所がなくなって……」

　奈な々なはぐっと歯を食いしばった。

「最初は少しだけ別の場所に避ひ難なんしただけのつもりだった。すぐに元の場所に戻ればいいって考えてた。でも、進み続けなくちゃいけなくて……気づくと戻れなくなってた。気づくとどこだかわからない場所に立っていたの」

　血まみれの奈々はぼんやりと空を見上げた。

「……やっぱり、間違ってた」

「間違ってないよ。そのまま進むしかない」

　キサラギは言った。

「食べなよ。そして天使になるの。それが私たちの場所だもの」

「……でも」

　奈々は遼一にもたれかかりながら首を振った。

「どうせ彼も死ぬの。自ら望んだんだから、奈々が食べなくても事故として殺す」

　キサラギが槍やりを構えた。

「待って。そこまでする必要ないよ」

　ジェシカが口を挟んだ。

「せめて奈々に選ばせてあげて。……生き残るほうを」

「駄だ目めね。もうすぐ約束の五分。そうしたら彼を殺す。いや、即死はさせないくらいに。そうしたら、どうせ死ぬんだから食べるでしょ。テストもそんな考えで生き残ってきたじゃない」

　キサラギが冷たく言った。

「ねえジェシカ。私が頼んだら助けてくれる？」

　奈々はジェシカを向いた。

「私は何もできない」

　ジェシカは目を逸そらした。

「天使が天使を攻こう撃げきすることは規律違反だからね。バグに心を操られたりとか自分の意思じゃなかったなら別だけど。……あと一分。食べたら天使の輪をあげる。そうしたらテストクリア。早くしないと、奈々も出血で死ぬよ。それを防ぐには食べて力を解放するしかない」

　キサラギが指でクルクルと輪を回しながら言った。

「じゃあジェシカ、遼一を連れて逃げて。私は、私の力で天使の輪を手に入れるから」

　奈な々なの言葉に、ジェシカは首を振った。

「……奈々。私は、もうそんな感情はないの。奈々と同じくテストの中で、それを捨てたから」

「奈々、俺おれはもういいよ」

　遼りよう一いちは奈々の肩に手を置き言ってやった。

　誰だれかが犠ぎ牲せいにならねばならないルール。社会の縮しゆく図ずのように、誰かが生きるためには誰かが犠牲になる必要がある。そんな単純なルールなのだ。

　力なく遼一にもたれかかっていた奈々は、遼一と視線を合わせて震ふるえる唇を動かした。空くう転てんする奈々の唇から声が漏もれる。

「……わかった食べるわ」

　奈々は言った。

「ああ」

「本当だからね。取り消すなら今のうちよ」

「食べてくれ」

　遼一は目を閉じた。

「すごい痛いたいんだからね。苦しんでじわじわ死んでいくんだから」

　奈々は遼一の顔に手を添そえて口を近づけた。

「食べるわよ。食べるからね……」

　遼一が目を開けると、目をつり上げている奈々の顔があった。奈々はそのまま遼一にガツンと頭ず突つきを食らわせた。

「君はいつもそうだ。私の嫌いやがることばっかりする」

「いてて……俺は、おまえのために」

　鼻を押さえて悶もん絶ぜつする遼一に、奈々はまくし立てる。

「何が私のためよ。それはエゴだわ。自己犠牲の精神に酔よってるだけ。最低な人間だ。私の気持ちを考えてない。こんな感じじゃあ、食べたとしても後味が悪い」

「おまえが食いやすいようなシチュエーションまで作れっていうのかよ」

「当然じゃない。食べられたいなら、雰ふん囲い気き作りまでするべきよ。はいどうぞで、食べられるわけないでしょ。ファーストフードじゃないのよ。もっと考えてよ。君は他人の気持ちが全まつたくわからない人間よね。本気で他人と交流したことがないからこうなる」

「じゃあ、どうすればいいんだよ。こんなときまでわがまま言いやがって。こんなことになるなら、あのときトランクを開けないで捨てちまえばよかったよ」

「それはこっちのセリフだ。君なんかに開けられないほうが、私はきっと上手うまくやってた。今いま頃ごろ優ゆう秀しゆうな天使になってたはずだ」

「勝手にしろ。もう食べられてやらねえぞ」

「……わかった食べない」

　奈な々なはそっぽを向いた。

「おまえなあ」

「だって、食べられるわけないじゃない」

　奈々は遼りよう一いちを見て顔を歪ゆがめた。そんな表情は、遼一の知っている奈々のものだった。

　そんなふたりをキサラギが冷たく見つめていた。

「どうせ死ぬのよ。天使の輪を手に入れなければ奈々はタイムリミットで死ぬし、宿主の彼も私が殺すもの。……五大天使のふたりは、天使の輪を取り合い戦いました。そして、その場にいた人間もその戦いに巻き込まれて死んでしまったのです。でも、天使の伝説の中では些さ細さいな出来事でした……」

　キサラギは槍やりを構えた。

「……時間よ奈々」

「わかった。結論を出すわ」

　奈々はうなずいた。

「ねえ立たせて」

　言われて、遼一は奈々を立ちあがらせた。

「そのまま、後ろに下がって」

　遼一はボロボロの奈々を引っ張って、屋上の端はしまで移動する。

　奈々の背後には東京の夜景が広がっていた。あまり好きじゃなかった東京の夜は綺き麗れいに見えた。

「最後に綺麗な景色を見たいじゃない」

　奈々は夜景を目に映している。

「……このテストで私は生き残るために他人を犠ぎ牲せいにした。最初は心が痛いたんだけど、気づくと痛む心すらなくなってた。私の心には甚じん大だいな被害が出たの。だからこそ、ここで終わらせなきゃいけないと思った。だから──一緒に飛んで」

　奈々は遼一の手を握にぎり屋上の縁ふちに立った。

「もしかして飛べるのか？」

　遼一は啞あ然ぜんと奈々を見た。

「飛べるわけないでしょ。いや、本当は飛べたの。でも、人間界に辿たどり着いたとき、翼つばさがぽきりと折れちゃったの。……翼も輪も失った天使は空が恋しくなった。だから、お気に入りの人間の手を取って、消える前に一いつ瞬しゆんだけでも空を飛んでみたいと思ったの……」

　奈々は目を閉じてそう言った。

「……私はここで天使のレースから降りる」

　そんな奈々を見て、ジェシカが顔を歪めた。未いまだにブーメランを握りしめていた手から、ポタポタと血が垂たれていた。

　遼りよう一いちは思った。あのとき、トランクを受け取るべきではなかったと。受け取らなければ、あのまま平凡な日常のままだった。トランクを受け取ったために、全すべての歯車が狂って……。

　やはりここで終わるしかなかった。狂った歯車は直すことはできない。

　──それでも、確かに最後に空を飛んでみるのは悪くなかった。

　東京の街の灯がキラキラと光っている。もう、戻ることのできない場所はとても輝かがやいていた。

「泣いてるのか？」

　奈な々なの頰ほおに光の粒が垂たれている。

「泣いてなんかない……あれ？」

　奈々は自分の頰を触ふれて首を傾かしげた。

「……よかった、まだ涙が残ってた」

　奈々が目をごしごしと擦こすっている。

「目を擦るなよ」

　遼一が頰の涙を指で拭ぬぐってやると、奈々は遼一を見上げ笑ってみせた。

「……これでよかったと思ってる。トランクを拾ってくれたのが君でよかった。そして、トランクから出て君を食べないでよかった」

　遼一は、微笑ほほえむ奈々の手を強く握にぎり返してやった。遼一もこれでよかったと思った。

[image: ]

　これは些さ細さいな出来事なのだ。長い地球の歴史の中で、たくさんの生命が誕たん生じようして消えていった。そんな長いフィルムのたった一枚のカットにすぎない出来事。

　それでも、この一枚のカットを見て、誰だれかが心を痛いためてくれるだろうか……。

　奈な々なの手を握にぎって街の景色を見る。なんだか飛べそうな気がした。

「──駄だ目めね、その行為は許さない」

　キサラギの声が聞こえた。

「あっ」

　奈々が声を上げた。

　遼りよう一いちの目に映ったのはキサラギが槍やりを投げる姿だった。

　奈々の悲鳴が聞こえ、激はげしく血しぶきが舞まう。

　コロコロと転ころがった天使の輪が──真まっ赤かに染まった。




　深夜零れい時じ、タイムリミットがすぎて、トライアルは終わった。
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　真夏の街はとても蒸し暑かった。

　コンクリートの街は、強きよう烈れつな日ざしを受け止めることができていない。

　全すべての建物のクーラーを停止すればいいのだ。室外機から吐きだされる熱風を止めると同時に、電力消費を抑えて二酸化炭素の発生も少なくなる。

　それか、もっと二酸化炭素を吐きだし南極の氷を溶とかしてしまい、東京をベネチアのようにすれば涼すずしくなるはずだ。

　そもそも、温おん暖だん化の原因は本当に二酸化炭素なのだろうか……。

「でもさあ、夏が暑くなかったら、それはそれで地球がおかしいとか言うと思うんだよね」

　トランクに座っているジェシカが言った。

「そうだよな。どんな状じよう態たいになっても人間は、現在は最高の環境となっています、なんて言わないんだろうな」

　遼りよう一いちは並木道の木こ陰かげでぼんやりと突っ立っていた。現在の遼一の生活も何かが欠けている。ひとりきりの生活の再開。それでも最低の状態ではない気がした。

「ジェシカはどうなるんだ？」

「ちょびっと問題を起こしたから、もう一度研修からやり直しだって」

　ジェシカはぺろっと舌を出した。

「研修はねえ、レジャーランドで掃除とか接客をするの。人間と触ふれ合って社会生活を学ぶんだってさ」

「いつから戻るんだ？」

「これからだよ。ここの地区の担当の救済者セーバーに挨あい拶さつしてきたところだったんだ」

　ジェシカはカフェを指さした。

「そっか、残念だな。せっかく東京に配属されるところだったのに」

「天使としてまだまだってことだよ。だって、簡単に操られちゃったから。テンプテーション能力ってやつ？」

　あのゲームは遼一の心を動かすためのものだった。

　しかし、遼一以外の心も動いてしまったのだ。

　──なんでこんなことを？

　血を吐くキサラギが啞あ然ぜんとジェシカに言った言葉。

　キサラギが遼一に槍やりを投げる寸前、キサラギの腹にジェシカの投げたブーメランが突き刺さっていた。キサラギの手から、真まっ赤かに濡ぬれた天使の輪が転ころがった……。

「奈な々なのテンプテーション能力に操られた。体が勝手に動いたの。だから仕方がないよね……」

　ジェシカは並木の木こ漏もれ日に目を細めている。

「ありがとう、ジェシカ」

「だからさあ、君にありがとうって言われると、なんか寂さびしくなるんだよね」

　ジェシカはむくれてみせた。

「演技だったんだろ。俺おれに近づいたのも、一緒に生活したのも」

　遼りよう一いちにテストを見せるために、ジェシカが介入していた。すべては奈な々なに遼一を食べさせるためだったのだ。

「うん演技だったよ」

　ジェシカはうなずいた。

「奈々の心配をしたのも、君を元気づけたのも全部演技だった。ボートに乗って楽しんだのも、ティッシュを一緒に配ってもらってうれしそうにしてたのもそう」

「そうだよな」

「……心しん臓ぞうがどきどきしたのも、顔が赤くなっちゃったのも、奈々の代わりに部屋に置いてほしいって思ったのも全部演技なの。だから勘かん違ちがいしないでよね」

　ジェシカはそう言い立ちあがった。

「じゃあ行くね。何か伝言はある？」

「これを渡してくれればいいよ」

　遼一は、ジェシカにカロリーメイトを渡した。

「またね」

　ジェシカはトランクを持って駅へと歩き、一回だけ振り返って手を振った。

　遼一はジェシカの背中を見送ってから、カフェへと向かった。

　自動ドアを抜けると、ひんやりとした空気とウエイトレスが遼一を出迎えた。

「いらっしゃいませ」

　トレイを抱えたリサが頭を下げた。

「待ち合わせなんだけど……まだ誰だれも来てないじゃないか」

　遼一はどすんと窓まど際ぎわの席に腰を下ろした。同好会の打ち合わせをするため、このカフェに集合することになっていたのだ。

「いろいろ変な感じになっちゃいましたけど、よかったら変わらずお店に来てくださいね」

　リサは小首を傾かしげるようにして言った。

「はいはい」

　遼一は、ぼんやりとカフェ内に設置されたビジョンを見つめた。

『……ユーロランドは海沿いの街です。私たちスタッフはお客様の来園をお待ちしております。私たちはお客様に最大のサービスを約束します』

　ＣＭが流れていた。人で賑にぎわう夏休みのレジャーランドを背景に、女性スタッフのバストショットが映っている。その女性はどんなアイドルタレントよりもキラキラと輝かがやいて見えた。

「彼女も天使？」

「ＣＭの彼女ですか。ユーロランドの広報の仕事をしている天使ですね。ユーロランドはこの店と提てい携けいしているからライブ映像を流しているんです。うちのポイントカードで五十ポイント集めると、入場券をプレゼントしちゃいますよ」

　ユーロランドはジェシカの研修場所だ。聞くところ、キサラギもあそこで働いているようで戻っていったらしい。

「そういやさ、あの話の続きはどうなったんだろう。奈な々なが話してくれた五大天使の伝説。最後にひとり残った天使はどうなったか」

　天使の輪を見つけて、ただひとり残った五大天使は人間の世界でどうなったか。遼りよう一いちはそんなことが気になった。

「あのお話はフィクションですからねえ」

　リサはさらっと言った。

「でも、その後の設定があるんだろ？」

「……人間界で暮らし始めた天使ですが、やっぱりすぐに天界が恋しくなったようですよ。でも、飛ぶことはできませんし、すでに天界は破は壊かいされてます。そこで少しでも空に近づくために高い塔とうの上で暮らしたようです。孤こ独どくな天使は塔の窓まどから空を見つめて毎日を過ごしました。それが五大天使の伝説の終わりです」

　孤独な天使は塔の上で王子様を待ち続けた……。

「時代設定はいつ頃ごろなんだ？　天使の歴史は浅いんだろ。現代が背景だとしたら、塔とか微び妙みような感じだよな」

「そうですね、働こうにも部屋を借りようにも保証人もいない天使ですから、相当に困ったと思いますよ。でも顔は可愛かわいいですから、誰だれか人間の男性の部屋に転ころがり込んだりすることはできたんじゃないですか。都心の高層マンションの最上階とかは無理でも、安アパートのワンルームの部屋で暮らしたとか。狭い部屋で身を寄せ合って暮らしていくうちに情が移って、そのまま惰だ性せいで結婚しちゃったりして……」

「……へーえ、夢のないお話だな」

「でも、いつでも現実はそんなものですよね」

　リサはしたり顔でうなずいている。

『夢の国でお待ちしております……』

　画面では女性が綺き麗れいに笑っていた。

　伝説の中でひとり人間界に落ち延のびた天使。その天使役をキャスティングされたのは、最終的に天使の輪を手にした奈々ということになった。

　そんな天使は今日きようも人間界で……

　ＣＭの女性の背後に、ぶすっとした顔で園内を掃除する奈な々なの姿が小さく映り、画面は別のＣＭに変わった。

「……と言いつつも、それなりに幸せに暮らしたんじゃないかと思うんですよ」

　リサは微笑ほほえんだ。







　あとがき




「はい、電話代わりました。……もしもし？」

「…………土橋です」

「あら、土橋君？　どうしたの、電話してくるなんてめずらしいわね」

「いえ、ちょっと編集さんに話があって。あと、あとがきが締め切りなんですが、それも、この会話を文章に起こしてすませようと思いまして」

「そういうの、もう嫌いやなんだけど……」

「いや、いったんは自力で書いてみたんですけど、ちょっと変な感じになっちゃって。会話形式だと、ふわっとした感じになるかなって」

「……で、話はなんなの？」

「僕って十三回の電撃大賞で金賞を取ってデビューしましたよね。もう二年ぐらい前の話になりますけど。思い返してみて、あの頃ころはやる気があったっていうか、なんていうか」

「そうよね、あの頃の君はギラギラしてたよね。今はだらだらしてるけど」

「そこなんです。毎日をのんべんだらりと過ごすことを反省してるんです」

「自己反省するのはいいと思うわよ。反省のベクトルが正しければ」

「で、電撃大賞って、賞金とトロフィーをもらえるじゃないですか。あのときのトロフィーでも眺めて、初心にかえろうと思ったわけです」

「偉えらいわ土橋君。貴重なトロフィーをあげてよかったわ」

「ところがですね。そのトロフィーが見つからないんです」

「まさか、なくしちゃったの？」

「一生懸けん命めい探したんですよ。例えば編集さんが家に来たときに、部屋にトロフィーを飾っておけば印象もいいわけですし。それで、必死に記き憶おくを二年前まで辿たどって、はっと気づいたんです。あのとき、賞金も入ったから友達とお祝いをしたわけですよ」

「賞金もぱあっと使っちゃったのよねえ」

「飲み会の前に運動をしようって、ボーリング大会があったんですね。で、そのボーリング大会のネーミングが土橋カップだったわけです。賞品は僕の持ち出しだったんですが、あのトロフィーをボーリング大会の優勝賞品に出したような気がするんです」

「せめて優勝して、トロフィーを取り返してますように……」

「ところが僕はその日は調子が悪く五位ぐらいで、トロフィーは優勝者の手に渡ったわけです。問題はそこからなんですよね。その友達に電話をかけたんですが、そいつも手元にトロフィーがないらしいんです。

　そいつのぼんやりした記憶を辿ってみると、土橋カップの一年後とかに、会社の連中とどっかのコスプレキャバクラに行ったらしいんです。そこで仲良くなった女の子が、電撃文庫を読んでたとかで、そいつは僕の話をしたっていうか、土橋だって名乗ったらしいんですね。あそこで書いてるんだ、みたいに。証しよう拠こを見せるとか言って、別の日にあのトロフィーを持っていったとか。そして、持って帰るのが面倒だから、その子にあげたとか……」

「……私、この会話に参加しなきゃいけない？」

「結論的にはトロフィーは僕の心の中にあるってことと、実物のトロフィーも電撃文庫ファンが大事に持ってるだろうってことです」

「まあ、意外にいい話になったわ」

「ということで、今回はあとがきではなく、私信になります。もしも、僕のトロフィーを持っている方がこれを読んでいたらこっそり連絡をお願いしまーす」
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞〈金賞〉を受賞し、念願の作家デビュー。今回の著者近影に違和感を覚えた方は──あとがきを読めば理解できると思います。それと同時に彼のダメ具合もですが……。
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植うえ田だ亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。
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